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GR ADE / CAS Dは、

コンクリート施工図を、

正確かつスヒーディに描く、

極めて建設的な

専用C A Dシステムで本

GRADE/CASDの特徴

。専用の手書入力シートによる、簡単しかも効率的なデータ入力

シートにデータを記入する fごけなので、入力作業が同H奇並行に、かつ設

計 l宮|の)1問/"f: にしたがって行なわれますL できあがったシートか ら自 Eリ'Jfl(J に

コンヒ与ータにテf ータが取込まれ、しかもデータの修正 ・1来月比容易。なに

からむこまで極めて簡単な操作でお使 L 六、ただけます。

@生産性はなんと、3倍から5倍以上

通常 2EI から3日かかる胞工似lmi でも、半日でできま主 コピー機能を使λ

ばこのH寺問 1J . J r ! : に短縮できます二

@図面は自動出力されます

入 力 データをもとに、作1:;<1処 叫 が 自 動的 に行われます二したがって、任11、の

紛尺て、イモ ＷｾＺ の場所を、 ｊｉｉ 紙の任芯、の位置に ＱＢＱＱ Ｎ文ても ｬ 品ｼ 主 ｼ できます ミ また、

XY2/ j 向の任意の断而| ヌlも同H寺に出図しますL

。部材を他の階にコピーできます

苦 ＱＱ 材配置デ ー タを他の附に流ｲｆ ｉ し、その附の告 ｉｉｾｾ 配置デ ー タとして使 ｲ ｲｊ

て. きますL従って全階入力する必要がなく、たいへん効率的て丸

@自図を出力できます

コンクリート胞工図から寸法、記号などをI[Yl. 去った I I凶 が 1"'. 力できますの

で［設備 ｛ｾｉ 、仮設図な ｅ へ灰 ｬ 而が流用てきます二
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4 通常総会開催通知

昭和63年度第 l 回通常総会を下記のとおり開催いたしますので、

何卒ご出席下さいますようお願い申し上げます 。

社団法人 日本建築協会

会 長 佐 野 正 一

記

と き 昭和63年 6 月29日 附 午 後 5 時30分 - 6 時

ところ 社団法人 日本建築協会

大 阪 市 北 区 悔 回 1 丁目 l 番 3 - 2100 

大阪駅前第 3 ピル21階

ぎだい (1) 昭和62年度一般勘定事業報告並びに決算報告示認の件

(2) 昭和63年度一般勘定怪業計画並びに収支予算承認の件

(3) 創 立70周年記念事業

昭和62年度事業報告並びに決算報告承認の件

(4) 創 立70周年記念事業

昭和63年度事業計画並びに収支予算承認の件

日本建築協会会告 一一一一

4 会員の受賞

このたび、下記会貝の諸氏は、建設界における多年の功紋によっ

て、表彰を受けられました。

ここに誌して、その栄誉をお慶び申し上げます。

ｾ三等瑞宝章

安4基元i I ' f 氏( 元・日建設計社長)

杉 江 ｩｴｾ 六氏Ｈ元・銭高級副社長Ｉ

川島 容雄氏( 川島織物会長)

記

花 村 1克彦氏( 日刊建設産業新聞社会長)

藍綬褒章

大 問 弁氏( 大林組副社長)

古賀 義線氏( 束陶機器社長)

黄綬褒章

伴 一郎氏( 西原衛生工業所大阪府社長)

大阪府知事表彰

東 嫁夫氏( 三国タイル底社長)

江 藤 正 昭 氏 ( 万 年 ス レ ー ト 社 長 )

児 玉 康 雄 氏 ( 溢 谷 金 属 産 業 社 長 )

姥川 守男氏( 大阪装飾社長)

...、回置・、 ・「建築と社会J 作品欄の充実をはかるため、例年、新しい建築作品の情報の縫供を願ってます「新雄策調盗表」の締切日が迫ってます.

Q "  1#，1' ，"- . . .  ・ご依頼申しあげた関係各位( 設計・建設部門の団体会只) は 6 月10 日までに本会編集部までご返送下さるようご協力をお願い申し上げます。



日本建築協会会告

「建築工芸と空間」展

作野旦平の創意によるステンドグラス/ モザイック/ アプレスコ

毎年、建築協会ラウンジで開催しています展覧会も、今年で 4 回

目となりました。今回の展覧会は、フレスコ画をはじめとして、日

本の風土に生まれた独自の新しい手法で、ステンドグラス ・モザイ

y クを使い、みごとに建築の中に忠、づく空間を生み出してこられた

作聖f 氏に、ご登場いただきます。

作野氏は長年、村野総吾 ・浦辺鋲太郎両氏など建築家との協同作

業を通して、素材に対するきびしさを意識しながら伝統的な領域に

現代の感性を取り入れて製作に取り組まれ、その作品からは「自然J

と「ある趣の幻忽的特き J に満ちたものを得ることができます。

今 回 は 原 画 ・写 兵 ・試作品などの展示とともに、ビデオ( 予定)

にても作品を紹介するもので、氏の手法による也かな空間へご案内

できるものと思います。

展覧会初日には、作野氏を迎え、さらに建築家官家克子氏をイン

タヴュアとしてお招きし、スライドを交えての議績を予定しており

ます。氏自身の作品についての万法論( イメージの創造) と、今後

さらに建築家と建築工芸家との空間を通じての新たなかかわりあい

について語られます。

また、講演後、音楽とワインをかたむけながらのひとときも予定

しておりますので、脊ってご参加下さい。

滋賀県琵琶湖研究所

会誹暴のステンドグラス

( 琵琶湖の四季 ・冬の比良山)

- 作野旦平氏ご紹介

*  1931年生まれ。

* 武蔵野美制「持件校にて長谷川路可氏に、ヴェネチュアアカデミ一美締戸針変に

てブルーノ・サエッティ氏に師> j J : しフレスコ画を初刊妻する。

*1964年より、フレスコ闘と共に新しい発想によるステ ンドグラス ・モザイ

y ク表現を試みつつ、主主祭の中にその独特な技法を用いながら、種々の建

築に新たな工芸空間を意図し制作を続けている。

初期の千代田生命本社のモザイ y ク、トラピスチヌ修道院西宮聖堂等の作

品は村聖子 ・森建築主s務所の協同によるもので、この作家のその後の作JiiI.を

決定づけている。

作風Ui 自然感にあふれ、明るく、時には宗教的なおもかげさえ見せている。

・主な作品

1966年 千代田生命本社/ モザイック

68年商鉄グランドホテル/ モザイ y ク、アフレスコ

69年 トラピスチヌ修道院( 西宮) / ステンドグラス

70年 ノレーテル神学大学/ ステンドグラス

71年世界救世教神殿ゾモザイック

72年玉野市文化センター/ モザイ γ 夕、アプレスコ

11 年 倉敷市民会館/ モザイック、ステンドグラス、アフレスコ

73年 日本興業銀行本庖/ モザイ y ク

- 展 覧 会 「建築工芸と空間J 展

作野旦平の創意によるステンドグラス/ モザイック/ アフレスコ

開催期間 1988年 6 月23 日( 村→ 6 月25 日U:J

午 前101時~午後 7 時( 入場無料)

ただし、初日 (23 日) は午後 5 時まで。

会 場 日本主主築協会 ・ラウンジ( 大阪駅前第 3 ビル・ 211塘)

・ 講 演 会 「建築工芸と空間j ースライド併用ー

日 時 1988年 6 月23 日( 本) 開会18 ・30→閉会 21 :  00 

.6‘  

. ".  

講

場 日本建築協会・ラウ ンジ

師 作! I H' 旦子氏

インタヴュア 住家克子氏

定 員 40名

参 加 会 費 会 以 1，000円 、 会 員 外 1，200円

申 込 ハガキまたは屯話にて、氏名 ・勤務先名 ( 学校名) ・i A

給' ，[ i : 話番号 ・参加証送付先及び所在地・郵便番号 ・催

し名称 ・会民、会員外の略別をご述絡下さい。申込締

1;1) 6  JJ 16 日( 村午後 5 時まで。申込者多数の場合は抽せ

んにて決定の上、参加証をお送りいたします。

( 日本建築協会事績標 : 干530 大飯制区梅田ト1 - 3-21 00大飯駅前第 3 ピル21階 T E L 郎 - 348-0633)

1973年 五野市民病院/ ステンドグラス

74年倉敷アイピースクエア/ アフレスコ

76年千里阪急ホテル( 第一期一第三J t I l ) / ステンドグラス、アフレスコ

77年宝塚カトリック教会/ ステンドグラス

80年 念1激市市庁舎/ ステンドグラス、アプレスコ

H 年 | 日第六高等〉下校記念治官/ ステンドグラス

81年 Ht.回早忠犬、i ' ; ( 学生ホール) / モザイック

11 年京都児. i ' i i 知祉センター/ アプレスコ

82年滋賀以琵琶湖研究所/ モザイック、ステンドグラス、アプレスコ

M 年玉野市レクレセンター/ モザイ y ク

例年神奈川県立近代文学館/ ステンドグラス

11 ｾ年 日本女 f 大学成瀬記念鵡/ ステンドグラス、アフレスコ

H 年田口正11 / アプレスコ

86年 滋賀県立近江八幡商業高等学校/ ステンドグラス、アフレスコ

H 年 山附f:. 閣上代記念館/ ステンドグラス

87年栗東町立図; ! } 館/ モザイ y 夕、ステンドグラス

11 年 倉敷中央病院管理センター/ ステンドグラス、アプレスコ

88年滋賀県農業情報センター/ ステンドグラス

11 年志j . < ' 町町民センター/ ステンドグラス

建築と社会/ 19，鎚年 5 月号 I  



一一一一 日本建築協会会告

4 詰責テレビ新社屋の見学

誠氏テレビ肱送新社屋が、 oB  P  ( 大阪ビジネスパーク) に誕生

しました。

報道 ・制作部門と各純スタジオのある低層煉 ( B 2 、 5 F ) とお

務部門のある高層棟 ( B 2 、14 F ) の 2 僚で椛成されています。高

肘オフィス械は、 2 ノドの半円シリンターコアのみで支持するユニー

クな大集中i別注造で' 25mスパンの無位空間が実現し、テレビ局のシン

ボル欽併とパラボラアンテナを建物内部にビルトインしたスマート

な外観が H を引くことでしょう。またエントランスロビーは三j習吹

抜の大きなアトリウム雫 Itlj で、J [ [ I ' i i広場の町' 外ステージや北 !WI リバ

ーサイドの紋のフロムナードと一体になり、全体が広々としたサテ

ライトスタジオとして名手Fイベント中継が可能となっています。

日 時 6 月18  0  1I : ) 集令14: 00→解散16: 30

集合場所 現地泊代テレビ新社民入口( 北側) 付近

*  j  R ・JI( 阪 「 京 僑 駅j より OB Pへの歩行省年用 i立を利用

話題建築を聞く 第 2 回

4 りりぱっとはうす

人口の都市集中により市街地は高密度利用を余儀なくされている。

街中は庖舗や住宅を積層した複合唱の建築物が林立する状況にある

が、その居住性能が問われている。そのような中にあって複合型都

市住宅の新しいあり方を次々に提案されている遠藤剛生氏を囲んで、

放近の Ｇｊｾ 例のスライドを見ながら設計手法をお聞きし、また質疑を

交えて参加者会貝で語り合いたいと思います。

日 時 7 月16 日u: ) 14 :00- 16:00 

場 所 ( 1 1 : ) 臼本建築協会会議室( 大阪駅前第 3 ビル21階)

定 員 30名 子 定 }

参 加 費 会 員 1，500円、一般 2，500円

( 学生: 会員 1，000円、一般 1，500円)

申込方法 ハガキか F A X または電話で 7 月 8 日掛までに日本建築

協 会 事 業 課 ( 〒530 大阪市北区梅田 1 - 1  大阪駅前第

3 ビル21階 F A X  06- 348ー 0634 f i 06 - 348 - 0633)  

へお申込ください。催し名( 話題建築を聞く一「りりぱ

っとはうすJ 遠藤剛生氏に聞く) 、氏名、会員 ・一般の別、

勤務先、参加証送付先、電話番号をお知らせ願います。

ート追って参加E正をお送 りし ます。なお、申込者多数の場 合は抽選 にて 決定し ます。

2  

定 員 60名

参 加 費 会員 500円、一般 1，000円

当日受付にていただきます。

申込方法 ハガキか F A X または屯話で 6 月10 日閤までに日本建築

協会事業課( 〒530 大阪市北区梅田 1 - 1  大阪駅前第

3 ビル21階 F AX 0 6 - 3 4 8 - 0 6 3 4  f i 06- 348- 0633)  

へお申込ください。催し名( 誠資テレビ放送新社屋の見

学) 、氏名、会只・一般の別、勤務先、参加証送付先、屯

話番号をお知らせ願います。

- 追って参加鉦 をお送り します。なお、申込者多数の場 合は抽選 にて 決定し ます。

. 建築概要

ド庁( ! 地 人・阪市J j ( 区域J ，l . 2 210 B  P  I引ヒ* 角 )

m築 主 “ 自費テレビ紋 i昼休式会十l

，Ht lit 口建設 ａ ・腹 ｨｨｩｬｬ［ｾ 立

町L 理1 日挫設計

施 工 鹿 仏 建 設

'J，i'.{)也Ihi t.' i 8. 264. 50m 

住築 lfiiiit 4. 893. 79m 

ｾ床 ｉｬｬｩ 仙 ＲＹＮＷＰＲＮＷＹ 町

hY，i主総m S R C、B  Ｒ 、 ｉｾ F 、P  2  

L  ltI l  昭和61年 4 月ー昭和63年 4 月

遠藤剛生氏に聞く

- 建築概要

所 在 地 神 戸 市 東 糠 区 住 吉 京 町 4 - 31 ・32

建 築 主 株 式 会 社 プ ラ ネ y トワーク

設 け 監 理 遠 藤 剛 生tll 築設計 '1- 務 所

施 工 大 林 組

敷地面械 1，778.54 rn'  

建築面積 1，242. 66rn'  

延床面積 4. 383. 50肘

締法規筏 R C 、 B 1、 5 F  

工 期 昭 初61年 8 月~昭和62年 8 月

このプロジェクトは、大阪ガスの系列会社が神戸市東灘区にあっ

た社有地を活用して進められたものである。周辺地域の環境は、東

と商と南 lま静かな住宅地であり、北は路線型商業施設が連なってい

る これら二つの地域が重ね合わされたゾーンの中に、二の敷地は

ある。計画の条件は地階と 1 階に駐車場、 1 階と 2 階の泌に子供中

心の衣料や遊具とおもちゃのデザイン事務所など、ぞれ以外は 1 し

D K から 5 しD K までの賃貸住宅である。

この計画のポイントは、子供の遊びと、生活中心の、商業空間と

都市型賃貸住宅が有機的に共存できる空間を見つけ出すことだった

と考えている。子供のための広場と住宅のための中庭を重ね、どち

らにとっても意味のあるオープンスペースとして機能してくれれば

と考えている。

この計画で用いたデザイン的方法は、種々雑多な建物が混在する

地域の機子や、周辺住宅の規模とこの建築の関係や、この建物自身

の用途や、住戸の広さや型のバラエティー、法的規制等々を考慮し、

屋根の型や棟の方向、外壁の素材の表情、くり返しの数・素材の質

感や色など建築を構成する各要素を分節し、ハイスタイルなものよ

りもむしろパナキュラーなものへと計画の方向を定め、強さや硬さ

よ り 、 軟 ら か さ や 優 し さ を 優 先 し た 。 ( 遠 藤 剛 生 )



r建築と社会 J 5 月号表紙

. f'乍Ifl'lf，ｲ タイ ｉｾｊ . 作者

株式会社訟付組. 使用ハード

ウェア NDC MV 15000、0 -

S CAN CR2415( グラ 7 ィ7

ディスプレイ ) ・使用ソフト

ウェア 目立造船的世1:"- ステ

ム(附 C R A DE/CAS D、C R A D

E/ D・施工図C A Dシステム ( C

R A DE/C AS D) て・{乍ったタイ

J レ;'mf.J図(二次元) よリ、 三次

It モデルを 作成し、 A' i 色し て

1・
みた. タイ J レの焼きムラは liL

数を i古って5 段階の色をばら

まいた o ;foJ をつければ、むう

少しリアルに表現できたと忠

ヴ 。

- 特集予告

E 月号/ ひ ろしまの町なみと

中園地方の展望

7 月号/ 21世紀への照明

8 月号/ 構造特集(二F定)

9 月号/ 超高層住宅( 予定)

10月号/ 共同住宅の リフレ ツ

シュ ( 仮材、)

会 長 I Uf ，E .

高'1全 畳 足 立 苧 'rli 川 正
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昭和54年度より建設を進めてきた府立山城総令迩 外観は大和僚をデザイ ンモチーフと し、メインア ペースと 3 階ギャラリーへのj f f ) ) 総の分岐点とした 。

動公図" 太陽が丘" もこの体育館でスポーツ地設 リーナに大屋根を架け、ギャラリー上部を 一段下 メインアリーナは 42mｘＶＲ ｭ あり、天井の ｲｾ さは

の一応の完成をみた 。・太陽が丘' は京都府南部地 げた切裂屋般とし、公図センターとの調和 を計 っ 2 0 m- 14 mあり関西でも打数の大きさで、ハンド

城の都市公園と運動施設の充足を計るため、宇治 た。 ポール 2 而が並行して行なえる脱肢である 。

市東部丘陵の折居国有林 IOOha に設けられた総合

運動公園である 。

公園のほぼ中央に人々の集散の拠点となる 中央広

場があ り、体育館は広場 をはさんで公園全体の管

理運営のコントロールを行なう公図センターとキ11

対している 。

公園の各施設は盟かな自然を周囲に残し、スポー

ツ施設はすべて掘込み式で芝生図地と 一体化し、

広々とした景観を形づく って いる 。

体育館もこれになら って 、アリーナ lfii をメイ ンア

アリーナの照明は全灯時 1，500Lx あり、パターン

点灯方式をとり、かつ卜 y プ ライトからの金光利

用による点灯制御を導入している 。

又、隣接するゴミ焼却場からぶ気の供給を受け、

y ャワ一等への給湯 、アリーナを含めた諸室の j令

H是房に 利用する等、省エネルギーを計 って いる 。

この体育館が・太陽が丘叶の建設理念である地域

社会に桜ざした府民の運動焔設として識もがスポ

ーツをや ってみたくなるような「比る 」スポーツ

から「する」スポーツへの誘発を計るような体育

プローチの中央広場より一段下げて殻世し、正面 - - =- _  .-- _.  館として、府民のスポーツ振興の一助とな れば辛

からの外観を低くして、建物の圧迫感を和らげて 中央広場よりのアプローチは H 皆にあり、ゆ った いである 。

いる 。 りとした 2 層吹抜のホワイエを設け、 1 階競技ス ( 中川 市/ 新 日本技術コ ンサルタント )

4  挫 集 と社会/ 1988年 5 )J '，;  



I軒両

京都府立山城総合運動公園体育館

設 計 監 理

主 体 工 事

電 気 設 備

給排水衛生設備

空 調 設 備

新日本技術コンサルタン卜

飛島 ・横田 ・朝日共同企業体

近 畿 ・二谷・伊藤共同企業体

ユニチカ ・森 共同企業体

扶桑 ・京都共同企業体

ザ『司・E・.... 

京アフローチ

jlG北より凡る
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所 在 地 宇 治 市 宇 治 折 居 l

敷 地 面 積 884 ， 065 .  58 m' 

建 築 面 積 9 ，344 . 30m' ( 既設 1，677. 52 m' + 今回7，666. 78 m')

延 床 面 積 11 ，098. 00m'  ( 更衣棟2 ，123. 00m' + 体育館8，975 .00 m')

構造規模 R C、一部S 、3 F

工 期 昭 和60年 10月ー昭和62年 9 月

最 寄 駅 J R西日本奈良線宇治駅

撮 影 玉 城 俊 男 、 ss大阪

ホワイエ

⑨ 

，ー一. 宇 一号 一一一、

サ プ ア リ ー ナ 吹筏

j イ ン ア リ ー ナ 吹 抜

L二一.

2 階 平 面 図
10 20 30m 
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小 松 市 斤 舎

設 計 奥 野 建 築 設 計 事 務 所

監 理小松市建設部建築課・ 奥野建築設計事務所

施 工 熊 谷組 北 陸 支 庖

8  控 築 と社会/ 1988年 5 )いf

所 在 地 小 松 市 小 馬 出 町91

敷地面積 24 ，290. 25 m
'  

建築面積 4，105. 33 m
'  

延床面積 17 ，243. 87 m'  

4持造声見4莫 S R C、8 1 、7 F  

工 期 昭 和60年 10月一昭和62年 11月

寄 駅 J R北陸本線小松駅

j畳 影 島 修 一

4  

， 



小絞 di の中心 lこ位也する敷地は、既存庁f号、市民 低層線と高層械によ って柿成 される外かくに、安 を採用し 、機能性に重点が置かれている 。低層械

の ＡＧ￬ｩ Ａ の場ともなっている Ｑｾ Ｇｦ域公悶にｼ持娘し 、市街 全性や採光調節 と符エネルギ一 、斜i持ー包:JAを配慮 と ｾＺＺｪｊ 替紋は、ｬ｛Ａ皆及び Ｒ 階で接続され、 ｧ 三 み ｴ ｈ さ

J也であリながら 24 ，290，げ という広大な空1::1が確保 したバルコニーを設け、 外装は 小松表をイメージ れた大きな内部空間は、市民の利便性を配慮した

され庁合の政涜として申し分のないものであ った。 し、戸城公悶の松に映える係ち若いたベージ ュ色 窓、 口百I1門 とし 、吹抜け のある市勢資料展示ホール

，[:1. )1<は，11 画するにあたり、 (1)戸城公凶との ，i1，H日に の打込みタイルを 情状鋭機のスクラ y チタイルと を中心にわかりやすい空間構成 とした 。歴史的 あ

配慮し公 l到の中にある庁令として{ 立出づける 。(2) ともに採用し、税しみやすさ、象徴性を表現して るいは文化的な而を内部空間にとりいれたものと

dil¥': 広場を自1) 出し、凶学おりおりの祭りや行 '1'; な いる 。室 内 の Ｇ Ｑ Ｇ［ 務 ｾｉｭｬ ［ｪＺ、将米の多燥な変化に対 して、九谷焼による陶壁 、小松給チの壁而使用、

どrli t¥': 交流の活性化に役立つものとする 。(3)庁舎 応するべく、立匠 、構造、設l I t ii ，lI i11rj の システム化 美術1日11 を展示する展示棚なと' 各所に; 十回 し、内部

を構成する談会部門 ( 独立性 ) 、窓 LI if! 11") ( わか をZ十1) 、3 . 6 m ｘＸ ＮＰｭ の内百 ｉ ｉｾ Ｉｍｊ ユニ ｹ トを巧え、 空11:1の充実を計 っている 。おわりに、小松市関係

りやすさ ) 、執行部門 ( 機能性 ) を市民の利便性 )H) 仕切の設也・や移動など事務空間1の自由性に対応 各位の御指導と地工各社の御協力に感謝するとと

をメインテー? として計四する 。(4) 親しみやすき している 。談会部門は、低層線の 3 階 4 階とし、 もに、この庁舎が市民に役立ち、末永〈愛されま

のrl' に rli h': の象徴となるよう表現する 。 このよう 市中継部門との述絡を保ちながら独立性を日め、 すよう1; IJに願うものです。

な)&4: 万針ーによ って進めた 。外観の椛泡! としては、 rli 民のシンボルを巧 J.i ¥l した両府機 は 、両端コ アー ( 徳 山長楽/ 奥野建築設計事務所 )
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小 浜 市 斤 舎

設 計 石 本 建 築 事 務 所

監 理 小 浜 市 役 所 ・ 石 本 建 築 事 務 所

施 工 熊谷組・若狭建設 ・日 登建設・嶋田工務庖建設共同企業体

若狭は古米都と大| 控を結ぶ要路であり早くから大

ｼ注文化の ［ｪＡｾ 響を受け、すぐれた文化産業が栄えた

ところである 。

若狭の中心地小浜市にこのほど 21世紀を目指す「シ

ンプルでモタンな庁舎を」の考えをもとにデザイ

ンされた新市庁舎が竣工を迎えた 。

この新庁舎は現市庁舎の裏側に接して建設され完

成後既存旧庁合は撤去し庁舎前庭として環境監備

が行なわれた 。 悶辺は公共施設ゾーンとして形成

されている関係からこの前庭は市民のｾ，ｦＡいの場、

ミニ公凶またイベント広場として多目的な利用が

考えら! . L ている 。

交通網としては、国道 162号線と都市計画街路小浜

縦貫ｾｾ ( 将来は北陸新幹線駅への幹線道路) に接

した it1i 盛地である 。

新庁 {t7 ' のメーンアプローチは多目的広場からとし

てii 十1
1111した

外t: ，t ' は耐久性と建物の表-h'; を々 l面、して特殊タイル

P. li とした 。

内部は後能の豆税はもちろん将来の変化への対応

を岡山芭しゆとりのある釜山lづくりにつとめた 。

特に安全' 1 ' 1 : については、後築 設備の全ての l耐に

WI Jdーするとともに将来の oA  fヒ目インテリジェン

ト化に対応できるよう、円CI蓄がなされています。

この新市IT令が市民の皆様に税しまれ愛されると

ともに長〈将米に亘って H寺代の要求にこたえてい

けることを JtJ ll 寺します。

( 勢力諭美/ 石本位築 ιIq0所)

令- ) ; ! .
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所 在 地 小 浜 市 大 手 町6- 3

敷地面積 6，291 m'  

建築面積 1，780m'  

延床面積 9，050m'  

構造規模 SRC、 81 、6F ， PH 1  F  

工 期 昭 和60年 11 月一昭和62年 10月

最 寄 駅 J R小浜線小浜駅

1畳 影 島 修一

市民議訴コーナー

議 場

11 



Gal l er y 

まち・建築・ひと

CI TY S C R E E N 1  松下邸

設 計 監 理 池 上 俊 郎 建 築 事 務 所

( アーノ〈ンガウス研究所)

池上俊郎 池 上 明

施 工 谷安組( 担当・斉藤俊吉)

所 在 地 大 阪 市 旭 区 ， 育 水2-8-7

敷 地 面 積 195. 05m'  

建 築 面 積 113.61 m'  

延 床 面 積 176. 59m'  

構造規模 壁式鉄筋コンクリート造 2階建

工 期 昭 和59年 間 ー昭和59年11月

12  
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CI T Y  S CR E E N- 1 は大阪市旭区に立地する。周辺は区

画整理された街並みである 。建物は R C造 2 階建、壁式

構造で形成される 。 1 階を主寝室と食事・くつろぎの

スベースとし、 2 踏 を 和 室 予 備 室 と し て い る 。都市

内居住であるが、都市から自立した内部風景の形成と、

関級感の産み出しを図った 。 H皆の庭、 2 階のテラス

は、それぞれ敷地の約% の面積をもち、戸外のくつろ

ぎのスペースを形成する 。玄関を入ると階段室である 。

踊り場を利用した書斎がある 。 トップライ トとサイド

ライト によって得られた光が、各室に分配される 。

外的形態としては、北部、道路側を垂直の壁により閉

鎖系とする、 スリ ッ 卜に設けた 3 角柱の出窓が街と応

答する 。東西の斜壁は7. 5・の角度をもち、シ リンダー

の出窓とともに、南部を開紋系として終えている 。

c. 也上俊郎)

CI T Y  S C R E E N 1  

- 解剖台上の私性群

.  UA円BAN GAUSS = 都市の磁場の電磁単位

.  S C R E E N=結界

.  A XIS =車曲線

.  S Y MB OL =象徴

不定形 or 不整形= 乱

. 角度を持った壁

.  MU L  TI  F OC US = 多焦点

.  MU L  TI  V E C T OR = 多元ベク トル

池上俊郎

1948年 大 阪 に 生 ま れ る

1974年 大阪大学建築工学科卒業

1981年 池上俊郎建築事務所を設立

1986年 アーノ〈ンガウス研究所を設立

現在に至る

企画編集作品作風小委員会 林 浩 二

織 影 畑 幸 豊 温

13  



Ｍ 写ｊＧｩと慨ｾをどしどしお送り下さい 。

凡f9IJ :  a  .  pfr. (O也 b.  i泣J也蘭fl'l c .  J，住築 1(lifrr d.  i延Jぷ而fl'1 e.  hYI泣 JJU比 f  工JUI g  政喜子息It

21 日7 横 須 賀市民休養村はまゅう山荘

設 計 : 岡 設 計

施 工 . 西武・馬淵 ・倉淵村建設撲協同組合J V

a  .  Ｑｽｾ Ｎｉ ＮＡｾｽｖ［ｬ 鮮民 ｭ￭ 念洲村大字川 ￬ｬｬ￬ 守Ｚ日芝 ＲＷ

b . 4 8，949m'  

c.  4 ，29901'  

d .  4 ，95401'  

e.  RC、一部S

f . lI{j利60年 7 J l - 1I 11拘162年 3 fl 

g .  ｊｒｲＺＧｾ 山崎駅

2110 熊 本市 教 育 セ ン タ ー

設 計 . 熊 本市建設局管理部建築怒

施 工 . 盤 工 務 底 、 長 門 工 務 庖J V

a  熊本 rI ，千葉械町2- 35

b .  1，50001'  

C .  645. 4 111'  

d.  2 ，028. 701'  

e .  RC 、Bl 、5F

f . 1I召1' 1161年 7 J l - 1I 11和62年 7 H

g.  ｝ｒ 鹿児 ｬｾｊｾ 本線上熊本駅

2113 灘神戸生活協同組合六甲アイランド食品工場

設 計 ・ 昭 和 設 計

施 工 . 熊谷組 ・ 森 本 組J V

a.  /111戸 市 点 灘 区 I"ji 羊町西2

b.  29 ，998 .655111'  

c .  9 ，703.  508m'  

d  .  31 ，354 .  698m'  

e.  S RC.  8F  

f .  II i' H 1I 61年 6 川一日目和62年 11 JI 

g . 阪神 御 ii 診車t

14  控 築 と 社 会/1988' 1' 5  JI ¥; .  

2108 大 阪 本 町 西 第 一 生 命 ビ ル

設 計 : 日建 段 計

施 工 熊 谷 組

a  大阪市西区阿波座2ートI

b.  1，348. 57rn'  

C .  1. 168. 94111'  

d.  11 ，867. 90111'  

e  地 上SRC 、地下RC

f  昭和61年 2 H  - IIIHII62年 4 ｽｾ＠

g  地下鉄御堂筋線本町駅

2111 沖 縄 県 民 会 館 ( 大 展 示 棟 )

設 計 . 大 谷 研 究 室 、 国 建J V

施 工 . 竹中工務庖、国場組、な か工務庖、前田建設J V

a  .  irl 哨l l Mj H! f ' i:'i rlj' j- :J 工ぶト' {.809

b .  55 ， 553rn'  

C .  6，936rn'  

d.  7 ，464111 

e.  S 、R C、Bl 、2F

f  .  1I{j.f D60年 3 F1 -11白羽] 62年 8 月

ｧＮ 各社、作，，ＡＡｩ ｘ は石川線、ｊＧ ｦ 志ｾＧｻＭパス Ｑ 亭

2114 西 田 辺 の 家

設 計 エ ヌ 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . まこと建設

a  大阪市阿部野区阪市町T5- 23- 6( 住 lu)

b.  85.23111'  

C .  63.41111'  

d.  180. 54111 

e .  R C、3F

f .  II1HIl 62年 4 J.j - I 沼相62年 12 J..l

g  地下鉄 Ｑ 卸 ｬ ｊ ｉＮ 筋 ｾｪｬｇｉｉｉ ill 駅

2109 高 岡 ワ シ ン 卜 ン ホ テ ル

設 計 : 竹中工務 庖

施 工 。 竹 中 工 務 庖

a .  i:1山県rE岡市J しのい- 164- 1

b.  924. 82111 

812. 7501'  

d .  4，203. 33m'  

e.  RC、SR C、8F 、Pl

f .  1I?l拘]61年 6 Jl -II i'{和62年 6 月

g .  ] R北| 控本紙iZZ岡駅

2112 医療法人八誠会守山荘病院体育館

設 計・佐蔵工業ー級建築士事務所名古屋支所

施 工 : 佐線工業名古屋支底

a  .  Ｑ 片山昆 ｲｬ￯ 守山区大字守山寸 ｣ｾｴｬ ＮｉＮｊ ＳＭＶＱ 也

b.  18，681. 00111'  

c .  1，305. 74111'  

d.  3，954. 33111'  

e.  RC 、 B2、 2F

f .  II i' Hn61年 6 H - O召初62年 8 月

g .  ｴ，欽 ｩ 紙戸線マ ｉ 占山自 ｩｾｪ 隊 ｉￎￎｊ

11 15 瀬 戸 大 橋 記 念館

設 計' 香川県土木部建築謀、山本忠司建築綜合研究室

施 工 : 穴 吹 ・ 坂 出 土 建J V

a  坂 IL lJ rli 併の州緑町6-1

b .  72ρ00111'  

c .  2，777. 525111 

d.  3. 422. 245111'  

e.  R C、 4F

f . lI lJ，利61年 12月ー昭和63年 1 Jl 

g.  ] R瀬戸大僑線坂出駅



21 16 宗 教 法 人 念 法真 教大 分 念 法 寺

設 計 。 鹿 島 建 設 大 阪 支I苫

施 工 ・鹿島建設 九州支庖

a  大分市新川町ト 1199- 1

b.  6. 847. 71m'  

C .  2. 1 13. 72m'  

d .  3 ，017. 13 m'  

e.  S RC 、 2F

f  昭和61年 2 n  - 1I [HII62年 5J J

g .  J R Ｑｬ ＧｾＲ 本線大分駅

211 9 朝 日 プ ラ ザ 新 神 戸

設 計 A A A総合設計

施 工 不 二 建設

a  . 兵J . l l 県相" 戸市生 111町 ト27

b .  620. 71 ，，1' 

c .  407. 0I m'  

d.  2 ，433. 13m'  

e.  S RC 、9F

f . 1I召利60年 12 r J - l I ll 利62年 6 月

g .  rli 営 I也1' l Jair担"r i
駅

2122 愛知県埋蔵文化財調査センター

設 計: 愛知県営鎗課 ・東畑建築事務所

施 工 : 清水 ・大栄建設，.J V

a  愛知県海部郡弥日町太字削j ケm新UI 及び中山地内

b . 3 ，300m 

C .  1. 438m 

d.  3.  930m 

e.  RC 、 3F

f  .  111'.1' 1161年 7 ) J - I I 肝 1162年 9 )J 

g  近鉄事j、自駅

2117 グ ラ ン ド パ レ ス 諌 早

設 計 ・ 鹿 島 建 設 九州支庖

施 工 : 鹿島建設 九州支庖

｡Ｎ 長崎県，ｾ ，1d; 宇都町254- 1

b.  2 .81l . 99m'  

c .  1，637 . 46m'  

d  .  5，390. 99m'  

e .  RC 、 B l 、 4F

f  昭如61年 3 月~昭和62年 5J J

g.  ｊｒ 長崎ＮＭｪｉＺｾ，，ｾ平駅

2118 朝 日 プ ラ ザ 六 甲 町

設 計 : A A A総合段計

施 工 ・ 多 国 建 設 大 阪 支 庖

a. 神戸 dii 灘区六' 1' IIIT2ート15

b.  1，031  . 58m'  

c .  535. 49m'  

d.  3 ，027. 51m'  

e.  S RC、一 部RC、町、 P l

f .  II1HI161年 5 ) J - 昭和62年 5J J

g  阪急神戸線六' 1 ' 駅
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2120 菊 屋 本 庖

設 計 。 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 佐 藤 工 業

a  大阪市京区日開焔2- 61

b.  89 .  797m'  

c .  76 .  770m'  

d  .  685 町 967m、

RC 、B2、8F 、P I

f . lI ll 刷161年 4 [J - 昭和62年 6J J

g  地下鉄堺筋線北浜駅

2121 秋田ワシントンホテルアネックス

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務所

施 工 。 清 水 建 設 、 北野建設、 同 和工営

a  秋 1[1 di 大町2- 2- 12

b  .  644.  OOOm'  

473. 000m'  

d.  3. 217A65m 

e.  RC、8F 、Pl

f  .  lI (l .f1l 61.i f  7  JJ - 1I (l 刷162i! 三9 )J 

g.  J R秋 l日!%n

2123 山 一 謹 券 広 島 支 庖

設 計 : 三菱地所

施 工 : 大成建設広島支底

a  広山市中区立町2- 24

b .  564. 9m'  

454. 4m 

d  .  4. 103. 1m'  

e .  SR C、Bl 、9F 、Pl

f . lI{{和61年 10J J - 昭和163年 2J J

g.  ｪｒ 山陽本線広ＡＺ， Ｇｪｾ

2124 日 ノ 丸 総 本 社 ビ ル

設 計 白兎設計事務所

施 工 : 大 成 建 設 広 島 支 庖

a.  ｘｾ 取市今町 Ｒ Ｍ Ｑ Ｍ Ｑ Ｒ

b.  1. 485. 8m'  

c . I ，309. 2m 

d.  7 ，775. 4m 

e.  SRC、Bl 、8F 、Pl

f  .  IIll .f1l 62年 3 JJ - lI ll 和 63年 2 )J 

g.  j R山陰本紙l鳥取駅

15 



東海ルネサンス・対談

住みたくなる街づくり・. .  

佐々波秀彦 V S 中島
働〉

l吋際迎合地域l別売セ ン タ一 所 仕 本 会 見(i 証文部長 ・愛知1 : . 1，教 t1

( とき 。1988年 3 月31日 とこ ろ : I司際迎合地域開発センタ一応J喪主)

'I' !.h 仏 I々皮秀彦

中島 国 述地域 開発 セ ン タ ー が 名 古 屋 に 出来 た の ません。しかし、 地 域計画、 百円市 計 画、 地区計画、 を 遂 げ て お りま す 。 そ う い った商と 、ア ジ ア は や

は 何 時頃でしょうか。 コミュニティ - iil- j j I i j ぐらいまでは取 り上げて、 |刻 はり色々と 占い 伝 統 と 文化 をも っている国が多い。

佐 4 波 1971年 ですから、もう 17年になります。 係 諸 国 の 政 府 職 只 の 人 材 発 成 に 努 力 し て い ま す 。 日本 で は 衣JI I < 等が欧米化 されてしま って、 必物 は

気 が つ い て み る と 相 当 の 年 月 が 縫 っ ていたという 中 島 行 政 担 当 の ) j 々 が中心ですか。 お 祭 り と か 冠婚 41 ¥祭でないと穏なくな って き て い

こ とです。 イ主 4 波 国j ! s のそもそもの組織自体がメンバー ・ ますが、 1") うの 人 j主は円 'ij:; 、タイにし ろ 、7 レ-，. . .

中 島 相 当 活 躍 し て お ら れ る よ う で す し 、 名 古 屋 に カ ン ト リ ー か ら 成 立 って い る と い うこ と か ら 、 国 ア、イ ン ド ネ シ ア 等 み な そ う で す が 、 依 然 と し て

あ る と い う こ と は 、 色 ん な 意 味 で 、 特 に 街づ くり 速 の 色々 な 機 関 は 、 こ れ ら 政 府 機 関 を 主 な 対 象 と 在来の- / X : JIRを 着mし て い る 。 こ の よ う な 衣 服 を 必

については我々も色んな刺激を受けていますが、 しています。 て い る と い う の は 、 や は り 生 活 の 仕 ) i に 花 米 の 彬

幸い所長! の佐々波さんが主I! 築 系 の 方 で す か ら 、 よ 中 島 行 政 の 人 が こ こ で トレーニングを受けて、 卒中というかや り方 を 依 然、として保 って い る わ け で

り近親感 をも って い ま す 。 し か し 、 そ う い っ たこ tI ｾ 身固に帰 っ ても 、 行政と国民との 関 わりが密接 す 。 た だ 、 今 後 経済 成長が高ま り生 清 水 継 が向 上

とでなく、 広 い 意 味 で 国 連 の地 域 開 発 セ ン タ ー が で な け れ ば な ら な い の は 当 然 で す が 、 最 近 の 日本 すると、 どの よ う な 変化 が 家 庭 内 に 起 る か 、 或 は

名 古 屋 に 出来 た こ と と 、 今 ま で に 活 制 さ れ た こ と の 風 潮 で は 行 政 主 線 型 か ら 場 合 に よ っ て は 市 民 が コミ ュ ニ テ ィ ー に ど う 変化 が 起 こ る か 、 そ ういう

な ど お聞 か せ 頂 き た い と 思 い ま す。 主話事的にな って行政が支i i 1 するという形のも の が、 こ と を 砿 ど も も 非 常 に 注 目 は し て お り ま す。

国連地域開発センターとその役割につ

いて

イ主 4 i皮 17年 経 ち ま し た が、 ふ り 返 ってみますと、

当初 の 10年 は 基礎 医lめ の時代 で あ ったと思います。

本センターは国連機関ですから対象は主にj ) 目先 途

上 国 の地域 開 発 に 関 し て の 人づく り 、 人 材 益 成 が

き な 謀題 とな って お り ま す 。 名 古 昼 に あ り ま す

の で 、 当 初10年 ぐら い の 問 は ア ジ ア の 開 発 途 上 諸

国 が 対象 で あ り ま し た が、 ここ 3 - 40
f-の 聞 に本

センターも相当足腰が ￬ｾ ，くな っ たこととニ ュ ーヨ

ー ク の 国連 本音I1か ら も 単 に ア ジ ア 諸 国 だ け で な く

アフ リカ 及 び ラ テ ン ア メ リ カ の 諸 国 も 対 象 と し て

活動 してもらいたいとの要紛を受けまして、今、

徐 々 に ア フ リカ 諸 国 ラ テ ン ア メ リカ 諸 国 に も 色 々

な技 師協 力 の 手 を さ し の べ て い る 状 況 で す。

中 島 確 か に そ う い った意義は深いと思いますが、

今 い わ れ た 人 づ く り に 寄 与 し よ う と い う こ と で す

が 、 や は り人 と い う の は 大 切 で す 。 孜 々 は ど ち ら

か と い う と 物 を つ く る 方 か ら ス タ ー トしたわけで、

物 を つ く る 、 街 を つ く る 、 施 設 を つ く る こ と で 良

し と し た ん で す が 、 実 際 ふ り 返 って み ま す と 、 い

わ ゆ る 、 そ れ ら の 使 い 手、市 民 と い う も の に つ い

て 考 え 方 を 新 ら た に し て 、 人 と 物 と の|刻 わ り を 今

こそ ( 以 前から 。.. ) : n剣 に 考 え な い こ と に は 良 い

環 境 は 出 来 な い と感じるんですね。そういう点、

日本 人 とアジア 地 械 の 方 々 と は 考 え 方 も 逃 う で し

ょうし 、 地域 制 度 と か 、 気 候 風 土 も 迎 い ま す か ら

大 変 困 維なことがあるでしょうん。

佐 守 波 人づくりというのは、広い宏、味での一般

大 衆 に対 す る ア プロー チ も あ り ま す が、 もう少し

狭 い 意味 で、 地 域開発を担当している ，ｾ Ｂ央政府、

地 方 政府 の 役人 の 能 力 向上 を 考 え て い ま す 。 役 人

の能 力 向上 と い い ま し で も 行 政能 力 も あ る し 、 エ

ン ジ ニ ア と し て{動 い て い る 人 も い ま す の で 、 そ う

いう 人達 の技 術 能 力 も 高 め る と い う 話 も 出 てくる

わ け で す が 、 い わ ゆ る 個 々 の 建 築 に ま で 入 って 建

築 技 師 と い う と こ ろ ま で は 、 ちょ っ と我々のセン

タ ー で は専 門的 す ぎ る の で、 そ こ ま で は い ってい
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例 え ば 街づく りでは良いの は で は な い か と い う 戸

も強くな って き て い ま す。 ここのセ ン ターでもそ

うい った 方 法 も 良 い ん で は な い か と い う 々 え 方 で

トレ ー ニ ングの " ，に L 人 って いる ん でし ょう か 。

佐 守 波 は い 、 つ い 最 近 完 成 し た レ ポ ー トに、ロ

ー カ ル ・ソー シャ J レ・デベ ロプメ ン ト ・プラ ンニ

ン グ、 日 本 語 で は I也万 社 会 開 発 計 画 と い う レ ポ ー

トを ま と め ま し た が 、 こ の レ ポ ー ト で は 社 会 開 発

計画と 地 方開発 ｾ ｴ ・ 画とがド ッ キングしているとい

う内容がも られ て い ま して 、 い わ ゆ る 地 方 計 画 の

立 場 か ら い い ま す と 'I¥lti l) というか。 ト y プ ダ ウ ン

と い う か 、 お 役 所 が 作 った 計 画 が 基 に な っ ていま

すが、 社 会 開 発 計 画 と い う の は 住 民 参 加 を 重 視 し

て 、 住 民 参 加 型 の コ ミ ュニ テ ィ ー 開 発 計 画 を 目 指

し て い ま す 。 円 本 では 住 民 主 体 の 計 画 と い う の は

相 当 似 づ いてき て いると思いますが、 i金 c，; l'i lli l

て。は ま だ そ こ ま でーはい っていない国カず多いようで

す 。 そ れ で も 街づ く り は 住 民 の 意 向 を 重 視 し 、 う

ま く 取 り 入 れ て 作 ら な く て は 駄 目 だ と い う の は 先

進 国 に 限 ら ず 途 上 国 で も 認 識 は さ れ て き て い ま す。

生 活 水 準 が 上 って 行 政 機梢 もし っか り し て い な い

と 、 住 民 参 加 を; J <め て ら駄 11 だ と い うよ うなこ

と で な く 、 住 民 参 加 は 開 発 の あ ら ゆ る レ ベ ル に お

い て 、 展 開 さ れ る べ きで、 途 上 国 に 対 し て の 開 発

計 画 に 関 し て 住 民 参 加 を ど の よ う に う ま く 取 り入

れて 、役 に 立 つ よ う な ら の に し て い く か を 私 ど も

も非 ，/;¥. に霊平凡しています。

中 島 な る ほ ど ね 、 と こ ろ で ア ジ ア f也区 の 国 々 の

中 に は 独 立 し て 40年 程 経 ち ま し た ね 。 そ れ ま で は

残 念 で す が オ ラ ンダ 、 イ ギ リ ス 、 ア メ リ カ 、 フ ラ

ン ス な ど の 支 配 下 に あ ったわけですが、 40年 の 聞

に 独 特 の 文化 がもう 一 度級生したんでしょうか。

そ の 辺 の 所 は 他 の地域 と 逃 っ て 変 っていますか。

佐 守 波 ア ジ ア地 域 は最 近 特 に 注 目 さ れ ま し て 、

日本 の 新聞 などでも 211止紀 は 太 平 洋 の時 代になる

の で は な い か と い う 論 文 や 報道 をよく 目に し ま す

が 、 実 際、経 済 活 動 を み ま し て も ヨ ー ロ ッパ 地域

に比 較 し て ア ジア の 経 済 活 動 は ま す ま す 活 発 化 し

て き て お り 、 特 に NICS (新 興 工 業 国 ) と い わ れ る

斡 園 、 香 港 、 シ ンガ ポ ー ル は 特 に 非 常 な 経 済 成 長

全 般 的 な 傾 向 と し て 今 ま で は 一 家 族 で も 子 供が

5 人 と か 7 入 居 る と か 非 常 に (-( J I，が 多 か った ん で

すが 、 だん だ ん 生 活 水 準 が 向 上 し 、 教 育 が 将 及 し

てい くと 家 族 計 画 等 が 佼 透 し て き ま し て 、 一 家 族

の榊 1泌 が 犬!r. a'-I' .C，、に子供が 3 人 とかにな りつ つ あ

り ま す し 、 お そ ら く そ う い う こ と に な る と 今 ま で

の 家 政 lλ l で の 変化 、コミュニティ ー 内 で の 変化 は

当1.-1¥- 一大 家 族 か ら 小 家 族 に 移 る と い う こ と だ け

み て L 一一一出 て くる ん で は な い か と 思 い ま す ね。

中 島 赤 道 に 近 い 国 々 は 非 常 に 材 い で す し 、 ま た 、

水も 川 をみ て も ど ち ら か と い う と 余 り 消 ら か さ が

ないてがす ね。 l二l 本 人 は と か く 消 浄 と か 消 ら か さ と

か す が す が し さ と か い って日本人の心を nててき

た わ け で す し 、 そ う い った 環 境 が 日本 人 を n てて

きま し た が 、 ア ジ ア 地 区をみてみますと瓜」こも習

悦 も 迎 い ま す 。 コ ミ ュニ テ ィ ーづ く り の 原 点 は 人

だ と 思 うんですが、手法が違うんでしょうね。

{主守 j皮 い わ ゆ る 手 法 がi違うというよりも、コ ミ

ュニ テ ィ ー を み て い ま す と 大体 はず っ と 受 け 継 い

て' きたも の で' あ って、コミュニティ ー をf乍るグ〉に

こ うい う手 法 で 、 な ん て い う の は 学 者 が 研 究 別 査

す る と 、 各 国 色 々 な コ ミ ュニテ ィー の 形 成 の仕 方、

発 展 の f上万で差異が出てきていると 一一一例 え ば 在

来 型の コ ミ ュ ニ テ ィ ー は 夫 々 の宗教 の行 恨 と |刻述

し て 色 々 な 活 動 が な さ れ る わ け で 、 も う 一 つ は ア

ジアでも 牒 村型 の社 会 が 大 勢 を 占 め て い る が 、 燥

業の行， Ｉ ｾと ｉ 刻述して色々なコミュニティー活 動 が

行なわれる。宗教でもイスラム数、 {沼教、ヒ ン ズ

ー教 等ーがあり 、 フィリピンではキリスト教も強い。

色 々 宗 教 の 行 事 と 関 連 し て コ ミ ュニティ ー も動い

て い ま す し 、 ま た 、新 ら し く 物 質 文 明 と い う こ と

で ア メ リ カ の 文化 が 多 〈 入 ってきている。 tf s艇と

か 映 画 と か い っ た 面 で 入 って き て お り 、 そ う い う

物質的な ＲＲ かさを若い 人 達は ￬ｾ ， < 求めますから、

そ う い う 点 で は 宗 教 よ り 強 〈アピーノレしている 面

が あ り ま す 。 こ う い う 国 々 で も 生 活 水 準 が 向 上 し

ま す と 自 動 車 、 オ ー トパ イ 、 テ レ ビ 、 冷 蔵 庫 な ど

色 々 と 物 が 売 れ て くるわけで、こ の ようなものを

f史つての家族生活が行なわれるわけです。また、

今 ま で の 在 来 裂 の 農 業社 会 か ら 結構 都 市 に 人 口 が



移 り つ つ あ り ま す し 、 家 庭 内 の 構 成 だ け で な く て

生 活 の 仕 方 も ポ ス ト ・インダストリアノレ ソサィ

エ テ ィ ー と い う か 、 機 械 文 明 の 産 物 を 利 用 し 、 生

活を立かにしようとしているといえます。

お 尋 ね の 水 の 関 係 に つ き ま し で も や は り 簡 劫 水 道

に し ろ 、 水 道 を 普 及 さ せ て 、 一 方 で は 今 ま で 色 々

とあ った 疫 病ー コ レ ラ と か チ フ ト と か あ り ま し た

が ー こ れ ら に 対 し て 相 当 迅 速 に 処 理 で き る よ う に

な って き ま し た 。 そ う い った 面 も 含 め て 、 ア ジ ア

の 諸 国 は 、 ラテンアメリカ 、 アフリカに比べて、

経 済 成 長 に し ろ 、 生 活 水 準 に し ろ 向 上 し て き て い

る の で は な い か と 笑 感 し て い ま す 。 一 方 に お い て

社 会 文 化 商 等 に お い て 、 か つて は 非 常 に 健 全 に し

て 強 力 で あ った 家 政 内 の 関 係 或 は コ ミ ュ ニ テ ィ ー

の 関 係 が 弱 く な り 崩 壊 し つ つ あ る と い う こ と は 、

私 ど も も 危 機 感 を も って お り ま す し 、 と の よ う に

21世 紀 を 目 指 し て 、 ど う い う 都 市 、 コ ミ ュ ニ テ ィ

を つ く る べ き か 、 特 に 今 ま で の 伝 統 だ け で は 立 ち

行 か な い も の で す か ら 、 そ う い う 点 で は コ ミ ュ ニ

テ ィ ー づ く り を ど う す る か 大 き な 課 題 だ と 考 え て

います。

中島 先 日 文 献 を 調 べ て い ま し た ら 、 明 治 4 年 に

太政' 1' ¥布 告 と い う の が あ って 、 そ れ に は 公 園 づ く

り の こ と が 書 い て あ って 、 ヨ ー ロ ッノマ的な公園を

作る べ しとあるんですね。] : . ( ! に討しんでいきますと愛

知 県 で は 初 め て 明 治 6 年 に 、 特 に 名 古 屋 で は 大 須

公 園 を 作 った記録があります。、それは名所旧政を

元 と す べ し と あ り ま す 。 明 治 と い う と ご一新 で 欧

米 の 文 化 が ど ん ど ん 入 って き て 、 街 づ く り も 、 今

までの日本のコミ ュ ニ テ ィ ー と い う と 集 落 、 農 村

へ 行 き ま す と 1)') 守 さ ま を 中 心 に し て 日 本 的 な コ ミ

ュニ テ ィ ー が そ れ と な く 出 来 て お り ま し た が 、 明

治 に な る と 途 端 に 公 園 が 入 って き て 、ま; J ' ! 守の森と

いう 神 聖 な 広 場 と い う 聖 域 で な く て 、 人 々 が 沢山

集ま っ て そ こ で 楽 し む よ う な コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 核

と な る 公 園 を 作 る と い う こ と で、 明 治 の 当 初 に は

何 か コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り に 戸 惑 い が あ ったよう

に 思 い ま す 。 そ れ が 現 在 も 感 じ ら れ る の で す が、

やはりコミ ュニ テ ィ ー と い う の は 順 次、自 然 発 生

的にそちらへ向くべきものであるし、 市 民 の 合 意

によ っ て そ う い う も の は {乍 ら れ る べ き だ と 思 い ま

す 。 そ う い う 意 味 で も 地 f或開発センターの役割lは

非 常 に 重 要 だ と 思 い ま す 。 今 お っ しゃ った よ う に

難 し い と い う お 話 の 中 に 多 分 そ う い っ た こ と が 含

まれているのではないかと思うんですが。

佐 守 波 これは少し突飛な発想、なんですが、結局

コ ミ ュ ニ テ ィ ー に し ろ 。 色 々 な 活 動 に し ろ 、 人 が

そ こ に 集 ま っ てくることによ って 始 め ら れ る 。 全

て の こ と は 先 づ 始 め に 人 あ り さ fごと思います。そ

う い う こ と か ら い う と 、 名 古 屋 に 国 連地 域 開発 セ

ン タ ー が で き て 、 結構 開発 途 上 国 の地 域 開 発 担 当

の 政 府 の 職 員 が 来 た り 、 そ う い う 分 野F の 調 査 研 究

を し て い る 先 進 国 や 途 上 国 の 大 学 の 教 授 が 来 た り 、

もっ と 若 い 講 師 が 来 た り 、 グ ラ テψ ユエート ・ス チ

ュ ー テ ン トが 来 た り し て 、 結 局 、 こ こ の セ ン タ ー

が あ る た め に そ う い う 人 的 交 流 が 先 に 始 ま る 。 そ

れ に 勿 論 そ う い う 連 中 が 帰 国 し て 色 々 な コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン が そ こ で 発 生 す る 。 と し ま す と 、 今 、

情 報 化 社 会 と い う よ う な 格 好 に な っていますが、

情 報 化 社 会 の 非 常 な 特 徴 は 、 そ う い う コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン に よ る ネ ン ト ワ ー ク で 世 の 中 が 動 い て い

ること。もう 一 つは、 7 ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン だ

けでなく 、 フ ェ イ ス ・ト ー ーフ ェ イ ス で 、 よ り 質

の 高 い コ ミ ュ ニ ケ ー ン ヨ ン が 行 な わ れ る 。 フ ェ イ

ス ・ト ー ・フ ェ イ ス の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を や る

際 に 核 に な る 国 際 的 機 関 の 存 在 は 、 ま す ま す 重 視

さ れ て き つ つ あ る 。 そ う い う 点 で 、 私 ど も も 単 に

国 連 機 関 だ か ら 、 た だ こ こ に 在 って 途 上 国 と 対 応

し て い れ ば 良 い じ ゃ な く て 、 日 本 と の 一 的 の 連 携

点 、 仲 介 点 で あ る と い う こ と で す 。 も っ と 日 本 の

方 々 に も こ の セ ン タ ー を 利 用 し て 頂 か な い と い か

ん の で は な い か と い う こ と を 特 に 最 近 感 じ て い ま

す 。 今 ま で の 資 料 は 外 国 語 、 特 に 英 語 が 多 か った

んですが、 Ｑ Ｑ ｾｪ ｬ￭Ｚは ｯｮ 袋な ＱＱ ｜ 版物は、サ" 7
1
) ー だ

け で も 日 本 語 で出 そ う と し て お り ま す 。 こ う し て

日 本 の 方 々 に も で き る だ けUNCR Dの存在を PRし

て本セ ンター を利 JII してJ 1 ' i くとともに色 q と協力も

して頂こうと考えています。

中 島 そ れ は 結構 な こ と で す ね 。 よ く い わ れ る こ

とですが、 情 報の 発 信 基地 と い う 言 葉 が あ り ま す

が 、 む し ろ 発 信 で な く て 、 受 信 と 発 信 が な く て は

い け な い ん だ ろ う と 思 う ん で す ね 。 そ う い う 点 で 、

国 連 の地域 開 発 セ ン タ ー が こ こ に 存 在 す る こ と は 、

私 ど も 名 古 屋 に 居 る 者 と し て は 、 良 い 怠 味 で 刺 激

を 受 け て い ま す が、 しかも、 外 国 の 方 々 と お 目 に

か か る 機 会 が あ る と い う こ と は 大 変 助 か る と 思 い

ま す 。 そ れ が ま た 地 域 の 開 発 に 大 き な 寄 与 が で き

る ん で は な い か と 思 っております。

と こ ろ で 、 話 題 が 変 り ま す が 、 東 京一 僚 主 義 が

回 全 総 で 考 え ら れ て 、 分 散 し た ら ど う か と い う こ

と で 遜 都 だ と か 分 都 だ と か 、 色 々 の 発 言 が あ り ま

す が 、 名 古 屋 は 産 業 開 発 に 適 当 な 場 所 で あ る と い

う こ と も 出 て お り ま す し 、 ま た 最 近 通 産 大 臣 は 浜

名 J切の北の方に選者日すべきだということも 言 わ れ

た と も 新 聞 に 出 て い ま し た が 、 佐 々 波 所 長 は 非 常

に 広 い 意 味 で 諸 外 国 の こ と も ご 存 知 で す が 、 今 回

の東京選者I1論 に つ い て 、 お 考 え の 所 が あ り ま し た

らお聞かせ頂きたいと思いますが。

巨大都市東京からの遷都論と東海地方

f左守; 皮 i筆者日については、今から 20年 以 上 も 前 に

な る で し ょ う か 。 河 野一 郎 さ ん が 建 設 大 臣 の H寺に

米 京 mll 刈にある同立の研究所、尖験施設を日11内から

外 に 移 す と い う こ と で 、 幾 っ か 候 補地 が あ り 、 那

須 野 と か 富 士 山 館 と か 色 々 あ り ま し た が 、 結 局 筑

波に決ま って 、 研 究 学 園 都市 が実現されました。

そ の 当 時 、 単 な る 研 究 施 設 の 移 '1去だけでは東京へ

の 過 度 集 中の 解 消 に は な ら な い と い う こ と で 、 首

都 移 転 と い う こ と が い わ れ ま し た 。 あ ま り 新 聞 報

道されませんでしたが、最大の候補地は浜名吊yj の

北西方の丘陵地、平野地でした。

中島 も う そ の 当 時 か ら ...... 。ああそうですか。

佐 身 波 皆さんよくご存知! ないようですが、そう

な ん で す 。 東 京 の 首 都 機 能 を ど う 分 散 す る か と い

うことが、現在わいわい言われていますが、ただ、

世 界 的 ま た 歴 史 的 な パ ー ス テ ク テ ィ プ で み て み ま

すと 、 色 々 と 首 都 移 転 が 行 な わ れ て お り ま す 。 例

えＨ［ｦ、トノレコでは釘ｾ 1 次 大 戦 後 首 都 を イ ス タ ン ブ ー

ノレから今のアンカラに修しています。 これは 、ケマル

・ アタチノレクという ｾ ｉ Ｂ ｩ［ｾ に強力なリーダーが ｊ ， 寸て、

彼 の リ ー ダ ー シ y プで決ま っ たのです。こういう

大 事 業 に は 常 に 何 処 で も そ う で す が 、 反 対 が あ る

ものでインスタンブーノレでも反対が多か っ た ん だ

ろうと恩うんですが、アタチノレクは独裁者でした

か ら ゃ れ た ん で す ね 。 戦 後 で も ブ ラ ジ リ ア と か 、

イズラ 7 パ y トとかが、よく例に挙げられます。

日本では 、 あ れ は 開 発 途 上 国 だ か ら 可能 な の で、

先 進 国 で は 無 理 じ ゃ な い か と い う 話 が 常 に 出 て く

る ん で す 。 た だ東 京 は 、 歴 史 的事 実 か ら い い ま し

て も 大地 震が一一一60年 周 期 が 必 ず し も 当 た る と は

思いませんが一一一周期的に起 っ て い る の は 歴史 の

示 す 所 で し て 、 例の プ レ ー ト テ ク ニ ン ク ス 理 論 に

よれば日本海目的の深い所で、 非常 なエネノレギーが

蓄 積 さ れ 、 海 底 大地 震 が 起 る 危 険 性 が 高 い こ と が

は っ きりしてきました。 地 球が 生 き て い る 限 り、

こ の よ う な 動 き は 起 こ る わ け で し て 、 そ う す る と

東京も危ないわけです。| 拘束大渓災の際には、地

震 自 体 で は そ れ ほ ど の 人 的 被 害 も な か った の で す

が 、 そ の 後 に 起 った 大 火 災 で10万人 近 くがやられ

た わ け で す 。 現 在 の 東 京 圏 は あ の H寺とは非常に条

件 が 違 って き て い ま す の で 大地 援の被 害 予 測 を す

る の は 難 し い 。 た だ 、 大 き な 自 然 災 害 が 起 こ り そ

うなこの地 域に 、 ニ ュ ー ヨ ー ク の ? ン ハ γ タンと

同 じ よ う な 気 持 で 高 層 住 宅 を 建 て て い って 、果し

て どういうことになるか。 点 点 は JI "，:;';ーに人 11 地 設

が * '1_1 しているわけですが、 Jil :'iE ( J ( j な世田ヶす干の地

下 ケ ー ブ ル 事 故 我 々 か ら み ま す と マ イ ナ ー な

事故だと思いますが一一一それでもあの事故によ っ

て 銀 行 の 業 務 等 が 半 日 ほ ど 麻 卑 し た わ け で す か ら

関 東 大 渓 災 の 地 援 が 起 れ ば 、 地 下 埋 設 物 の 被 偵 も

含 め J I" i;¥な打般をも$ . るだろうと予 怨 されますし、

ガス爆発による 制l当 な 被 万 も 発 生 す る 恐 れ が あ り

ます。

東 京 湾 岸 部 と い っ た地 震 の 災 害 を 受 け る 危 険 性

のある所に、 7 ンハ ッタ ン と 同 じ よ う な つ も り で

山1 M ，出築をいろいろの ) j が，hYf: t ! . ¥されているけれ

ど も 、 大 規 模 な 開 発 は ど う し た も の か な あ と 、 い

えますね。

中 島 確かに、立地を考える: 場合、耐震的考慮が

大事だと思います。 一 方 、 選 都 し た オ ー ス ト ラ リ

ア の キ 守ン ベ ラ に し ま し て も 、 以 は ア メ リ カ の

ワシン トンD. C にしましても 、制り 合 い 静 か で す

ね 。 我 々 の イ メ ー ジ か ら し ま す と 、 首 都 と い う の

は 何 か 賑 わ い が あ っ て 、 人の JR りがあ っ て 、 経 済

活 動 が 非 常 に 活 発 だ と い う 感 じ が あ る ん で す が 、

一 こ れ は 東 京 を ベ ー ス に し て 考 え る か ら そ う な る

ん だ と 思 い ま す が 、 今 、 挙 げ ま し た 街 だ と か 西 ド

イ ツ の ボ ー ン な ん か は 、 こ れ か ら の 街 で す が 、 非

常 に 静 か で 、 し か も ラ イ ン 河 の 畔 り に ひ っそりと

建 って い る ん で す ね 。 あ れ で 果 し て 国 を 象 徴 す る

ような首都として、或{ 立政治を判断できるような

雰 囲 気 と し て は 、 あ れ で 良 い ん だ ろ う か と い う 気

がするんですね。

や は り 政 治 と 経 済 が 両 立 し な け れ ば な ら な い ん

ですが、分者I1論 が あ って 、い くつか色々 な焔設を

分 け た ら ど う か と い う 説 も 日本で は 起 っ て い ま す

が 、 そ の 辺 の と こ ろ 、 分 け る と 、 ま た 、 どこかに

何 か 情 報 を 持 ってい った り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を 図 る た め に 、 ど こ か に 集 ま っ て き て 、分 散 し な

ければならない。 人 の 動 き が非 常 に 時 間 的にもロ

ス が出 てくるような気がしてならないんですが。

佐. q ｾｊ 皮 い わ ゆ る フ エ ス ・トー フェイスの話も、

よ り よ く 分 析 す る と 、 ア メ リカ や ロ ン ド ン の 学 者

にしても 、 結 構 、 飛 行 機 な ど 使 って 会 い に 行 き ま

す が 、 要 は 、 金 融関 係の 業 務 と は ま た 違 っ て い て 、

英 国 の 場 合 は 学 研 セ ン タ ー は ケ ン プ 1) ' / ヂ、オ y

ク ス フ 方 ー ド に あ っ て も 紡 椛 機 能 しうる 。 ま た 学

者 は そ っちの方を好む。アメ リカ で も 一 流 大 学 の

ノ、ーバー ドや M，I. T は? サチューセ y ツのケンプリ ン

ヂ に あ って 、 伝 統 の あ る ア カ デ ミ ン ク ーコミュニ

テ ィ ー が 維 持 さ れ て い る と こ ろ が 学 者 等 に 人気 が

あり 、 彼等は 7 ン ハ ッ タ ン の 中 に住もうとは思っ

て いない。 日本で は そ れ が 全音I1、? ' ' / チ箱をひっ

く り 返 し た よ う に こ ん が ら が り ま し て ね 、 東京 大
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年Ｚが東京の ｱ ｾ Ｑ 心にあ っ て、それが 一 帯良いんだとい

う話と全部結びっくもんですから、 一 極 集 中 が ま

す ま す 過 度 集 中 に な り ま す が 、 ア メ リ カ や 尖 同 の

仔I j をみても、学者等は、結構、そういうことでや

って い る ん で す 。 彼 等 は 政 府 か ら あ る い は 企 業 か

ら 呼 ば れ て ワ シ ン ト ン や ニ ュ ー ヨ ー ク に 行 き ま す

が 飛 行 機 を 使 って 1 日 で 往 復 す る 。 そ う い う 仕 組

み で ア カ デ ミ ック な 人 達 は 対 処 し て い ま す 。 日 本

で い え ば 、 大 阪 、 京 都 か ら 東 京 に い って 政 府 の 務

問 に 答 え て 日 帰 り す る と い う よ う な こ と だ と 思 い

ま す ね 。 だ か ら 、 文 化 ・教 育 セ ン タ ー を 首 都 か ら

分 離 す る こ と は お 得 て' す ね 。 そ れ か ら 政 治 関 係 で

す が 、 こ れ も 、 来 し て 東 京 に 置 い て お く の が 良 い

の か ど う か 、 ア メ リ カ で は ニ ュ ー ヨ ー ク と ワ シ ン

トンで あ の よ う に や って い る の だ か ら 、 政 経 分 離

で も う ま く い く だ ろ う と 思 う 。 色 々 と メ リ ッ ト、

デメリ ン ト を 検 討 す れ ば そ れ な り の 話 は 成 り 立 つ

だろうと思います。

今いわれたキャンベラとかワシントン D. C .がメ ル

ボノレン、ンドニーあるいはニューヨークに比べて

官争かだといわれていますが、キャ ンベ ラ は オ ー ス

ト ラ リ ア で は 静 か す ぎ て 、 物 足 り な い と い う 人 が

多 い ん で す が 、 ワ シ ン ト ン は 結 構 活 気 が あ り ま す 。

ワシント ンの場合は、アメリカi ! IUI¥i 攻 仰 が ス ペ ー

ス ミュー ジ ア ム 、 ナ シ ョ ナ J レ・ギ ャ ラ リ ー オ

プ ア ー ト と か 、 す ば ら し い 建 物 を モ ー ノレの両側に

4.ll て るなどし て J i' 'ii¥に 終 備 し て い ま す。 や は り

こ の よ う な 中 心 と な る mSdi i 倒的ずあ って、 しかも、

ポ トマ ッ ク河間半の般並木が、それに非? 古にうまく

? ッチ し て 、 自 然 と 人 工 の 美 が 剰 和 し て い ま す 。

か つて 森 鴎 外 が1860代 - 70年 代 に か け て、ドイツに

留 学 し 、 首 都 ベ ル リ ンの 繁 栄 の さ ま を 「 舞 姫」 に

舎 い て 当 時 の 街 の 賑 わ い を 生 々 と 描 写 し て い ま す

が、今のワ シン トンD，C . は世界的な首都としてのか

つてのベルリ ンの 雰 囲 気 と 似 た も の を感じさせま

す 。 そ れ に 比 べ る と 東 京 は 桜 悶 門 か ら 霞 ヶ l測にか

けて議z y ; 酔堂と政府機関などが紛然としていて 、 国

立 劇 場 も 丸 の 内 か ら は か な り は な れ た と こ ろ に あ

り 、 ま た 博 物 館 は 上 野 に あ る と い った よ う に そ の

，1I i 'II Iにまとまりが立し、。今円、来京ではウォータ ー

フロ ン 卜 計 画 と か 、 丸 の 内 の 再 開 発 計 画 と か 色 ん

な 提 案 が 出 て き て ま す が 、 色 ん な 外 国 の 都 市 と 比

べ て ま と ま り が な い の は そ も そ も 日 本 で は 都 市 の

背 '，I に あ た る 都 市 軸 と い う 考 え 方 が 欠 け て い ま す 。

ア メ リ カ の ワ シ ン トンに つ い て は 先 程 述 べ ま し た

が、ノ マリでも非協ーには っ き り し た 都 市 軸 が 中 枢 に

イ立置している。すなわち、ラ ・デファ ンス か ら 始

ま って、却し続門、 ドゴーノレ広場、 コン コノレド広場、

/レー ブノレ美術館などの非常に壮腿な建物の施設が

セ ー ヌ 河 に 沿 って 展 開 し 、 全 体 と し て 非 常 に ク リ

アー な 計 画 観 に 基 づ い て 都 市 づ く り が 行 な わ れ て

い る わ け で す よ 。 ワシ ン トンの モ ー ル と ポ ト マ ッ

ク 河 畔 の 話 で も 、 人 工 の 美 と 自 然 の 美 と が7 ッチ

し て い る と い い ま し た が 、 東 京 に つ い て 、 さ き 程

いわれた「公園緑地は、欧米のn . 似 をす べ し 」 な

ん で い っても、とても、 ノマリやワ シン トンに 及 び

ま せ ん 。 緑 地 に つ い て は 上 野 が あ り 、 代 々 木 が あ

り 、 結 榊 、 山 の 手 沿 線 だ と ま だ あ る ん で す が 、 そ

れを越す と) 1二の日'!l 公 1，11、小令 )1:公 l占|、石神 井 公 幽 な

どがありますが、居住人口に対して非 ｲ ，ｩ ｟ ｾ に少なく、

こ の 点 で も 大 き な 問 題 が あ り ま す。

中 島 所 で お っ しゃ っ た都市軸ですが、 111 聞 に 属

し ま す が 、 丹 下 先 生 が か つて 、 東 海 道 メ ガ ロ ポ リ

ス一一一あれはアメリカのポスト ンか ら ワ シ ン トン

D . C までのものが頭にあ ったと思いますが一一ーです
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か ら 東 海 道 メ ガ ロ ポ リ ス と い う 都 市 軸 も 考 え ら れ

ま す 。 こ れ は 都 市 じ ゃ な く て 、 或 る 意 味 で は 都 市

と都市をネ y ト ワ ー ク し て い る わ け で す 。 日 本 は

さ ほ ど 大 き く な い わ け で す か ら 、 そ れ を 都 市 軸 と

い う 考 え で や って も い い ん じ ゃ な い か 。 先 ほ ど の

筑波の研究学園都市は、分者自論の先華( f をつけてる

わけて4 す ね 。 最 近 、 京 阪 予誌の接点に学術研究都市

が 提 案 さ れ て 、 ど ん ど ん 開 発 さ れ て い ま す が 、 芦

を大にした選者I1論 や 分 都 論 は 非 常 に 勇 ま し い ん で

す が 、 何 か も う 既 に 進 行 し て い る よ う な 感 じ が し

ますね。

そうい っ た 中 で 、 名 古 屋 の J レネ γ サ ン ス 、 再 生

論 に つ い て 話 を 進 め た い と 思 い ま す 。 名 古 屋 も 色

んな提案がありますし、特に、中部圏開発繋イ締法

によ っ て 、 中 部 圏 は 名 古 屋が 中 心 だ と い う 意 味 の

発 言 も あ り ま す が 、 何 か 、 中 心 的 位 置 づ け は 硲 立

されてないように思います。しかし、 一 方 、 名 古

屋の東の方では、 地域 1]:; 1発 の 中 で 研 究 活 動 ゾ ー ン

と し て 非 常 に 適地 で 、 広 大 な 緑地 があるし、 地 盤

が比較的安定してわるし、7 ] ( が主主広 だということ

な ん で す 。 し か し 産 業 都 市 論 も 出 て い て こ こ は 物

造 り の 街 だ と い う こ と が 出 て ま す け れ ど も 、 そ れ

だ け で 名 古 屋 が 果 し て 再 生 さ れ る だ ろ う か 。 従 来

は 、 「 東 京 、 大 阪 、 名 古 屋 」 と い う の は な ん と な

く 、 そ ん な 順 序 で 、 名 古 屋 の 位 笹 づ け が あ った。

最近は、「東京、大阪 J で 、 名 古 屋 が ど こ か に 消 え

てしま った 淋 し い 感 じ が す る ん で す 。 そ の 辺 ど の

ようにおｾじでしょうか。

名古屋ルネサンスについて

す る に は ど う し た ら よ い か と う い う こ と に 尽 き ま

す 。 色 ん な こ と を わ い わ い が や が や 言 っ たところ

で.. . . . .。

中 島 そうしたら 、 国 連 の地域 開 発 セ ン タ ー は ア

ジ ア 誠 同 が 対 象 と い って お ら れ ま す が 、 名 古 民

も対象の中に入 っているわけですね。

イ主 q 波 セ ン タ ー の 話 で い い ま す と 、 情 報 集 め し

た り 、 色 々 と 各 国 の 関 係 者 に 会 った り し よ う と し

ますと、大使館などは皆束京にありますし、 外 国

の 人 達 が 何 か し に 来 る の が 一 番 多 い で す か ら 、 東

京 に 言っ て 会 わ な け れ ば 駄 目 と い う こ と だ って 給

機 多 い ん てe す ね 。 た だ 、 じ っ く り 腰 を 据 え て 外 国

の 人 々 を 集 め て 研 修 と か 、 研 究 調 査 を し よ う と す

ると、名古屋の方が逆にわずらわしさがなくて、

非常に良い環境にあるのではないか。ですから、

もっ と 環 境 を 発 展 さ せ 、 外 国 人 が 住 み や す い 施 設

を 作 り 、 我 々 の 方 か ら い う と 、 研 修 者 の 施 設 な ど

を 十 分 単 備 す る と い う こ と が 非 常 に 重 要 で 、 そ う

い う 視 点 で 見 る と 、 名 古 屋 は よ い 粂 件 に 恵 ま れ て

い る と 思 う 。 や っぱ り 、 新 幹 線 の 沿 線 で な い と 駄

目 で 、 研 修 施 設 を 不 便 な 所 に 作 って も ど う に も な

り ま せ ん 。 あ ま り 雑 音 な ど の わ ず ら わ し さ が な い

と い う 点 で 、 名 古 屋 は 研 修 に は 非 常 に 向 い て い る

所ですね。

中 島 こ の 地 域 を み る と 、 自 然 の 環 境 も 他 の 大 都

市 に 比 べ て 、 ま だ ま だ あ り ま す 。 文 化 的 現 境 が 多

少 .. .. . 0  

イ左寸波 多 少 ど こ ろ か 大 い に 駄 目 で す よ 。 名 古 屋

に{ 主みたいなあというためには、文化的環境を良

くしないと駄目です。

中 島 その辺に尽きると患いますね。

佐守 j皮 「東京、大阪」 と い う け れ ど 、 大 阪 も 非 佐 守 波 つい 1 週間前、横浜に居たんですが、帯電

常 な 地 盤 沈 下 で し て ね 、 だ か ら よ く い う ん で す が 、 浜 港 と 名 古 屋 港 を 比 較 し て み て も 、 皆 さ ん す ぐお

東 京 と 大 阪 の 色 ん な 活 動 を 比 べ る と 10対 1 の 遠 い わかりになると思いますが、格好の差ですよ。

が あ る し 、 大 阪 と 名 古 屋 は 、 昔 は ひ っつ い て い た 中 島 そ うて' す ね。 私 、 親 し ま れ る 名 古 屋 港 を 考

ん だ け ど 、 今 は 非 常 に 離 さ れ て 、大 阪 が 5 とする え る 会 の 副 会 長 を 仰 せ つ か って い ま す が 、 今 、 色

と名古屋は 1 ぐ ら い の 感 じ が 出 て き て い る 。 だ か ん な 面 で 色 ん な 提 案 を し て お り 、 逐 次 良 く な り つ

ら東京に 比 べ る と 遥 か に 引 離 さ れ て い る 感 じ で す つ あ る こ と は 事 実 で す 。 住 み た く な る 街 と い う の

ね。今の時点ではそうですが、 21'1世紀を見越しま は 、 色 ん な 意 味 が あ り ま す が 、 や は り 、 も う ー っ

す と 、 東 京 と 大 阪 の 間 に あ る と い う の は 、 何 に か は 生 活 環 境 も 忘 れ て な ら な い と 思 い ま す 。 比 較 的

に つ け て 、 恩 恵 に 浴 す る ん地域 な ん で す 。 今 、 背 物 価 は 安 い と い わ れ て い た 時 代 が あ り ま し た が 、

森 が 新 幹 線 を 盛 岡 か ら 延 伸 し て く れ と 、 悲 願 み た そ の 時 代 は す で に 過 ぎ 去 り ま し て 、 さ ほ ど 安 くも

い に や って る け れ ど 、 地 元 と し て は 特 に そ う で す あ り ま せ ん。 や は り こ れ か ら は 、 街 づ く り と い う

が 、 仲 々 で き な い で し ょ う 。 反 対 す る 人 々 は 経 済 の は 人づ く り で す し 、 人 と 人 と の 問 題 の 中 で 住 み

的 ソ ロ パ ン で は じ く と 赤 字 路 線 に な る 。 も ち ろん た く な る よ う な 雰 囲 気 と 環 境 を 作 って い か な き ゃ

青 写 真 を 箔 い て 、 色 々 企 業 も 来 る し 、 人 も 来 る か な らない。 そ の た め に は 、 今 お っ しゃ っ た よ う に 、

ら 黒 字 だ 、 地 域 開 発 の た め に 必 要 だ と い え ば 、 そ 良 い 行 楽 も 聴 か れ る し 、 お 芝 居 も 鋭 ら れ る し 、 遊

れはそうだが、 一休 そ れ を 作 って 現 実 的 に 企 業 が ぶ 場 所 も あ る 。 昼 間 だ け で な く て 夜 の 方 も ー

来 な い と な れ ば 赤 字 路 線 に な る の は 目 に 見 え て い 佐 や 波 人 々 は 結 構 泣 か な わ け で す よ 。 そ う い う

るので、 二 の 足 を 踏 む と い う こ と で 、 こ の 頃 で は 点 を 踏 ま え て 、 う ま く そ う い う 人 逮 の 力 を 動 貝 し

地 元 の 万 も 少 し あ き ら め ム ー ドがあると聞いてい て 、 如 何 に 文 化 的 な 環 境 を 向 上 さ せ て い く か と い

ま す が ー ー。 うの が一 番 で あ って 、 わ い わ い 産 業 開 発 優 先fごと

こ ん な 状 況 に 比 べ る と 、 名 古 屋 は 自 分 で 新 幹 線 い って 、 文 化 人 が 逃 げ 出 し た く な る よ う な 仕 組 み

を引 っば っ て 来 な くて も 、 東 京 、 大 阪 間 の 中 に あ にすると逆効楽だと思いますね。

れ ば 、 た だ 止 め て く れ と い う だ け の 話 で与す か らね。 中 島 同 感 で す ね。

リニアモー ターム カーに して も、 みなそ うですよ 。 凡て 佐 4 波 特 に 、 名 古 屋 市 は 来 年 デ ザ イ ン博 を 考 え

いまして、名古屋の人は非' 市にお っ とりしている てお られ て 、 色 々 な 行 事 が 行 な わ れ る と 思 い ま す

し 、 の ん び り し て い る し 、 お そ ら く こ れ が あE くん が、キャ ッチフレーズの中心に、「みんなが住みた

じゃないか … … (笑 ) くなるような街を作ろう」、「文化 的 な 香 り の125い

中 島 恵 ま れ す ぎ て る ん で す か (笑 ) 街 を 作 ろう 」 と か 、 そ う い う の を 正 面 に 据 え て や

佐 守 波 だ か ら 、 そ う い う こ と な れ ば 、 も っ と21 らな い と 駄 目 で す ね 、 筑 波 の J了 間 は 筑 波 1'1 体 の

世 紀 を 見 越 し た 手 を 今 打 っておいたらよかろと、 特 長 を 生 か し て 、 科 学 技 術 博 と し て や っ た わ け で

今 、 ど う い う 手 が一 番 重 要 か と い う と 、 や は り 先 す が 、 名 古 屋 は 「 デ ザ イ ン 博 」 と い う 非 常 に 良 い

ほ ど か ら い ってますよ うに 、 み ん な が 「 名 古 屋 で テ ー ? を 選 ば れ た わ け で す か ら 、 内 容 を 是 非 充 実

住 み た い な あ J と い う 気 を 起 さ せ る よ う な こ と を して頂きたいと、熱望しております。 ( 了 )



藤枝市立図書館

所 在 地 静 岡 県 蔵 枝 市 蔵 枝5 T 自 19- 2

設 計 前 川 建 築 設 計 事 務 所

施 工 前 田 建 設 エ

敷 地 面 積 2 ，326m'  

建 築 面 積 801 m'  

延 床 面 積 1，289 m'  

規 模 地 上2階 、 塔 屋 l 階

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造

竣 工 1979年 3 月 ( 撮 影 増 田 彰 久 )

公共建築は、都市施設として非常に大

切であることは、いまさら申し上げるま

でもない。 ところが、公共なるがためか、

とかく管理運営が重点配慮とな っていた

ことは、か つてはあ った。 しかし最近は、

、、使い手砂への配慮へも注意がなされて

きていることは、幸吉村』なことてーある 。 こ

の結栄は、親しみやすさ、そのうえ12か

さと、やすらぎを与えてくれるものへと

進展の遣を辿ってきたのである 。

東海の建築マッフ。 一 一 東海支部建築マップ小委員会一 一

常滑市民文化会館・中央公民館

所 在 地 愛 知 県 常 滑 市 新 開 町5- 65

設 計 坂 倉 建 築 研 究 所 大 阪 事 務 所

施 工 飛 島 ・兵 馨 建 設 共 同 企 業 体

敷 地 面 積 I O，406 m'  

建 築 面 積 5 ，472 m
'  

延 床 面 積 1I ，317 m'  

規 模 地 下 l 階 、 地 上3階 、 浴 屋 l 階

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

一 部 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 、 鉄 骨 造

竣 工 1983年 8 月 ( 撮 影 新 建 築 写 真 部 )

常滑というと、すぐ土管、 l床" 曾査を恕い出

す人は多い。そのためか余り広くもない曲り

くね った道をそマろ歩むと、突然自の前にれ

んが造りの四角い煙突があらわれることに篤

〈。 この突端はかつては，' . 1 : ¥煙をもくもくと排

き出していたことだろう 。その煙突は今や排

気筒に転用されているため、燈はない。

現在のこの| 町は、建築m内外装タイル、衛

生陶器などを中心とした産業が発展し、生産

を上げているが、意外と! 怜かである 。

この 1'J!fiトかな 町のイ守まいを i政るかのように、

競艇の爆背に mかされる 。

常滑市民文化会館 ・中央公民館は、そ の競

艇坊を 1' i ' にして建てられている 。すぐ隣りの

常滑港からの匁ー鋭は、いままさに大海に船出

する船の雄姿を f方術とさせるが、一方、市民

広場からエントランスへのアプローチは、全

にすずよかさを感じさせるのは不思議である 。

藤校市は、気候混l援なところで、だか

ら市民性も豊かで、↑ ! ? 縮性に白んだとこ

ろである 。 この図書館は、設計者の弁を

かりると J 本を心のなせる技として慈し

む砂 とする気配をうかがうことが出来る 。

hY鐙な作まいは、昼繰越しに背後の駄

をあしらった自然環境で、清々しさを与

えてくれる 。 またフロアー ・レベルに多

少差をつけることで、さらに空間の拡が

りを与えている 。

景観としての建築
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ｩｦｆｩ 建築技術 Ｖｾ 早明
| 特集/ 続・防火設計の要点

この特集では、火災安全を側面からささえる技術といつだハードな

部分にスポットをあて、防火材料、新しい煙制御技術の開発、シミュ

レーション技法の現状、防災システムのインテリジェント化などの問

題を取り上げ、安全な建物を作るだめの新しいテキストとなるよう企

画されています。

- 防火設備設計の動向 ・防火材料・構法の動向

・H U M AN F A CT O 円の役割

1  . 煙制御設計と空間設備設計 2. 内装設計と初期消火

3. 区画構法の設計 4 . 避難設計と避難シミ ュレーション

5. 消防設備 ・施設等の設計

6. 防災システムの計画と機器の機能

舗5 本文企画/ ・連載: 精算法による保有水平耐力入門( 第 3 回)

・熱閏せん断押抜法の性能評価

・建築基準法改正から 1年

20 処療と社会/ 1988年 5 JI ¥} 



こんな小さなボルトひとつにも・. .  

安全に願いをこめて、

「安心」をお届けします己

i些首位2住民は、できれば使われないほうがL 、い。

しかし、不判こも「まさかの・ ｊ ｾ 態」が先生した助介、

隊東に人命をカ。ードできなくてはなりません。

入念な品Il 立て、! 被衝な』食代一一一一

私たちの製 J山こは、小さなボ‘ ノレ卜 l こまで、こだわる

安全への熱L 、阪L 、が、 こめられているのです。

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎｴ 託金に削 ｬＧ ・ｾニめて

⑨ 
目黒の避難八ッチ

D X- A S型 ( デラックスオーJ レステンレス7 イプ) の 特 長

. オールステンレス製ですから、風雨 ・塩害によるサピや

侵食、外部からのダメージにも強い耐久性を発律します

. ハッチ機構l立、実用新実登録済の上下萱同時開閉式

簡単機能ですから、いざという時にすばや〈避難できますL

. パンタグラフ式梯子ですから、前後・左右に括れず、どな

たでも安心して避難できます。

・固定4弟子に近い状態でセントされるので、設置はどんな

ところでも自由自在施工方法も簡単てeす

ポなお、こ' 要望による特注品の製造も承っておりまれ

避難器具製造販売 臼 株 式 会 社 目 黒 防 災

干 141 東京都品川区上大崎2-16-7 目黒ターミナルビル6F

T Eし(03)443- 3881附 FAX( 03) 443- 3888
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フ. ックステーション

梅田センタービル物語

一一一企 画 カ 、 ら 運 用 ま で

対 馬 義 幸 ・ 山 元 弘 和

竹中工務庖インテリジェン卜システム研究会編

彰国社干1) 2. 200円

4ド十行 (1リなインテリジェントビノレ、十1正L[ J センタ

ーピノレのJ e 同から; t 9 : 計 処 設 に 集 大 成 さ れ た

ノ、ード ・ソフト技術、 1;;) ピルを i'v(/ I  ｾするサー

ビ ス 機 能 な ど を 制 介 し 、 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ピ

j レの) ; " 1 " ) とオフィスの将米を巧える H 伽|の J F。

↓

悪

ト

口

問

非

出

フ

と

刻

一ル

飾

掛

列

装

寸

伊 藤 哲 夫 訳

中 央 公 論美 術 出 版 刊 12. 000円

本J ' i ¥初沢のこの I ｲｾ Ｚ のもつ怠味は深し、 。 ，論文 ー

11寺ι).; . n作 を mる ・迫 仰 ｾＱｚ ｲｩ 己主手から ｴｬｙｩｬ 反

されており、 ｩｬｬ 築家以 上 に忠ｾＡ家でもあ っ た

ロ ー ス の 人 Il iJ j主 が 随 所 に 表 lUさ札ている 。 世

紀末ウィーンにおける多上所有なぷ: 術' ぶとの

交 流 そ れ 1'1 ｪｾＨ が一つの文化史的な芯筏をもっ 。

建 築 巡 礼 1

荒 野 と 開 拓 者

フロンティアとアメリカ延諜

香 山 詩夫ｾ 修著

丸 善 刊 2. 300円

ぷ ｎ［ｩ 文化にｼ弘Ｉ，ＨＮ、をもっ人々に、住ｾを』止る

楽しさ、知l る f干 び を 案 内 す る た め に 制 ま れ た "

ｲ ｩｬｬｾ 巡礼 ｊ その Ｑ Ｎ 17 世紀以降、 19! i ' I のス

タイノレを築いたアメリカ，辿築、その松山な '/j:

μ と 小J15に よ り 、 ア メ リ カ 文 句lの特' l ' t が浮き

ｍＩｾ りにさ ｩｬ る 。

• 
荒野と開拓者

一' 7t7J . 'J"..

住 ま い 学 大 系 / 004

アドルフ・ロース

世

川 向 正 人 著

住 ま い の 図 書 館 出 版 局 刊 1  .700円

ロ ー ス の '1リ 、 立 ち か ら 往 築 家 伐 の 形 成 、 思 氾l

の解釈、 Ｎｉ￯ 代に対する安勢、空間 ｾＱＭ ， ｪ ｉｩ ￎ の，む味

へのＢ命究 。 ＨＱ ＧＨＱ かな資料に迩づけられた本 ｉ Ｇ ｾ の

ま主場は従米のロース観に新らたなーイ[ を投げ

かけた 。 枕 '1"、 rti 二まい学大系」から次々と

先 日 さ れ る 新 鮮 な 鰐 き と 魅 力 に ま ず は l同 公 /

女、家を産む

- t ，( ヒ人、家づくりへの挑戦、

300 口グ〉ドキュメント

進和不動産ノ 、ウジング研究 所 編

学 芸 出 版 社 刊 1. 4∞円

「お父さんが ｊ 亡公になるとＧぶ ｊｪｾ カず ｊ 己主、になる 。
.  ..  

ｾｏｪｾ が ｊ じ公になると近隣が ｊ 己主、になる Ｒ 誌の本 ｊ

とある 。 い ったいどんな本? と1 J f . ) し、てみると、

情 k の1 ; . づくリドキュメント々の1 ' 1' に必I築' ぷ

. 作 家 ・呼門家のエッセイがたくみにとり入れら

れており、日以ーし だ け に 終 わ ら な い。一 読 の "，1:: 。

シティダスト・コレクション

テ ク ノ ロ ジ ー と 宅 11¥) 神 話

彦 坂 裕 著

動草書房干リ 3. 200円

r  r.l ldi J と い う ア ク テ ィ プ な 舞 台 の '1' に 生 滅

す る 物 象 シティダスト 。 必ずi' t ' I らサヴア

イヴァ J レ行I¥di )j" 下とよ .... ｟［ＮＺｾ ｉＧ ｲＭ の不可思議な ＱＢ［

界に 一 歩起を開み入れると、あとは日佐 .々 ; . : ; 朽

の11 : 1 . 1 トけに身をまかすほかはない。 ↑合も j収、i段1怯長討ti村，Y

σの) '刊小|ド:σの〉ド陶勾円午、 1:nm?i. σ) '1"の 11民りに陥るかの，j } ) l に 。

建 築 美 極 4 建 築

極 編 集 同 人 編

学 芸 出 版 社 相J 2. 200円

71 楽 尖'γ: .  i' I" γー動物' 下 ilil ，;l l'γ: ・社 会'γ:

「倒」執市 ＱＱＧ ｬ｣ の ｾ ｉ ｬ 攻領域の十 Ｑ よがりは、その

まま 〈挫 築〉 の 多 機 化 ・市1M化 を A ・2としてい

る と い え る 。 他領域からのI ! ( ( 射によ って 他 築

の Ｈ ｪ 主 Ｇｬｾ ｯ［ Ｉ を切 ｉ ，ｾＩし、 く 税イ ｯ をｼ問う 。「 催 ｊ

l百] 人の I酬 が Jb. 品目つ先に悦えるものは何か?

批 A 軒〈りへ必i .5a8叫字以外.

西津文|径の 仕事 全3 巻

① 透ける ( 写真左} ② すまう ③ つくる

西 ; 華文隆著

ｬｾｩｊ＠ ｉＡｾ 刊行畳ｊＮｉ会向崎市丸 一Ｈ 岳 ｉ ｬｕ ｬ ＮＢ，島忠ｾＨ 池 川 氏 JI;

Hl i [ : A : 咽崎 II i 内 川 作 松 阪 川 越i立 件1¥二 日 脇 附

山 崎 余4

鹿 島 出 版 会 刊 ①4. 500円 ②3. 400円 ③3. 300円

r; } 2 ける」 ・ 「すまう J r つくる J と全三

巻 に ま と め ら れ た 本 l'r - の公 Fi J はまさに往築界

待 望 の J? で あ り 、 処 築 家 . jJLj iヰ!文Il iIiが，fiL. j主に

伐 し て く れ た i'i :1f ( な il I1)li である 。 ト1本 の 伝 統

Ｎｩｬｬｾ 縫閑 Ｎ ｪｪ 二ＧＱＺＺＮと氏の♂ ｦ る ｩｬｬ 築 〈 析 ＧγＺ Ｉ はまさ

に人 Ｑ ＺｩＩｪｊ ｬｪ￯ 担文 ＱＱ 革が ｊￆｴｈ されている 。 必 ｊｾＧ￩ を 。
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- 私が読んだ本

タウトからロースへ

土 肥 美 夫 ( 尖術史家)

わ た し が こ の よ う な と こ ろ へ 冷 か せ て も ら の こ の よ う な 「 ネ ガ テ ィ ヴ な ぷ 」 の 例 法 は 、 ら い し か 説 ん で い な か っ た が 、 少 し 訓 べ て み

う の は 、 こ こ 数 年rブルーノ タウトと現代』 あ る 美 術 史 家 に よ っ て デ ュ シ ャ ン に つ な が る よ う と 忠 っ て 、 阿 則 的 な 研 究J? と い わ れ る ル

( 制符) 、『タウト 圭芸術の旅 J ( モノグラフ 、 新 た な 、 阿J則 的 な 美 的 系 列 の 始 ま り と し て 汗 ク シ ュ キ イ オ / シ ャ ー へ ル の 『 ア ド ル フ ・ロ

い ず れ も 岩 波ι r- J.t i 下1]) な ど 、 タ ウ 卜 に つ い て 価 さ れ て い る ( W . ホ ー フ マ ン 『 校 倣 か ら 攻 ース J ( ザルツプルク 、 1982年) を取り併せた

"，1  ｾＺいてきたからであろう 。 ところてＧわたしの 笑 へ J 1970年 ) 。ウィーン行きを 思 い 立 っ た の り し て い る と 、 そ れ を 治 則 し 、 ウ ィ ー ン で の

研 究 分 野 は 、 住 築 史 よ り も む し ろ 尖 術 史 で あ は 、 ロ ー ス の 作17，を実際に凡て、それらのこ 研究をふまえて、川向正人ｾ Ｚ r ア ド ル フ ・ロ

る。それも西洋の近代である。タウトへの| 則 と を 般 か め る 手 が か り を え た い と 思 っ た か ら ー ス 世紀末の ill 築 3377ゲーム J (  Li :ま い の

心 も 、 ド イ ツ 表 現 主 義 美 術 の 研 究 が そ も そ も である。 岡山飯山 ｊｾ｝Ｂｊ 、 ＱＹＸＷ 年Ｉが ｼ → 持されているこ

の発端であった。 対i? イ正 JtJ IIH] が 三 日と| 以られ、その上ワーグナ とをま11 っ た 。 そ の 上 Uf l 燦祈 J ミ訳、アド l レフ ・

わたしたち美術史をやっている. ri にとって、 ー の 往 築 を 先 に 凡 て 阿 っ た の で 、 ロ ー ス の 作 ロ ース ｲ 装 飾と Ｚ［ｉ ｾ 必 ｊ ( ロ ー ス の 論 文 集 か ら

原 典 や 研 究 占 を 読 む と い う こ と は 、 f1
o，' ，-，' ，を解 4171を 見 る 時 間 が 制 約 さ れ て し ま っ た が 、 そ れ の 抄 訳 、 中 央 公 諭 美 術 山版、 1987年 ) や ロ ー

釈 す る う え で の 必 要 不 可 欠 の 条 件 で あ る が 、 で も ミ ハ エ ラ ー ・プラ ッツ の ホ ロ ー ス ・ハ ウ ス の 作 品 の 美 し い 写 J ' .t:!tに ，説明文を添えたトl

d む こ と と な ら ん で 見 る 、 な い し 比 て liil ると ク ル カ 制 、 岩 下 以 好 / 佐 繰jぷ1I 11 ，iJ{ r ア ド ル フ

いうこともうにかすことのできない liij 処て“ ある 。

ｊｆ 煽て寸先むことと現場で寸Ｇｾ Ｚ［ ，Ｇ， ＷＱ を ［た 際に』よると

い う フ ィ ー ル ド ・ワークとは、 J Fくという深

刻 の た め の い わ ば 必 然 的 な 作 業ーである。 抗ん

だものの印象が必くて、 l孟を3 f んで比るもの

に 幻 滅 す る ぱ あ い も あ る し 、 比 た も の に 感 動

し て 、 読 む も の に な か な か 尚 起 で き な い ぱ あ

いもある 。 読 む こ と と 見 る こ と と がm¥らし介

い、 ＪＱＱ み合ったときには、 ｉｉ ｾ くというｈＺ '1'; も

さしてＺＮｦｅＺ戦符 ｉｾｾ しないで ｩｬｬ んでいくように思

わJ . Lる 。

と こ ろ で 凡 て 阿 る 場 所 は 、 当 然 の こ と な が

ら 、 そ の と き ど き の 研 究 対 象 に よ っ て 災 な っ

てくる 。 カンテ' インスキーのときはミュンヒ

エンかノ、 リ 、 ク レ ー の と き は ス イ ス の ベ ル ン

か デ ュ セ l レ ド ル フ 、 タ ウ ト の と き は ベ ル リ ン

に i 弘 樹 す る こ と が 多 か っ た 。 lI i・年はアメリカ

の 治行Ilrli を主 ntl (J にしていたので、 JYI 川 は 制

か か っ た が 、 数 年 ぶ り に ウ ィ ー ン を み れた 。

オ y トー ・ワ ー グ ナ ー や ア ド ル フ ・ロースを

} 止て1"1り た い と 思 ったからである。

わたしは、 『タウ ト ｬｾｗｩ の旅』の「あと

がき」で、 「この/ j ¥: を '1

f

t: き終えて、今、 i只然

とlJi泊料Eに jt、い浮んでいるのは、タウトの挫築

ス 。 を は じ め 、 カ フ ェ ・ムゼウム、 ホアメ リ

カ ン ・ パ " な ど 、 そ れ に シ ェ ー ン ブ ル ン 下t

般 の 西 に あ る 初 JtJ lの fi ，' もを二、三凡ることが

で き た 。 結 果 と し て は 、 あ る 純 の 手 が か り は

つかめたが、ある ｉＮ ｉ ，ｾでは幻滅であった。幻滅

の il 止たるものは、向 1' ，なシュタイナー止11 であ

る 。 ネ ー ベ ハ イ の ( V I E NNA 、 1900) という

思1J . tの宇11 i : 走、あるいは日Il 令 わ せ 、 さ ら に は 刈 世 紀 転 換 期 処 築 ・絵 I11可の案内 ，'t :を た よ り に し

極としての ｾｉ Ｇ 壬芸術 的な柿 ｪｩｅ 変，Ｇ ｉＧ ｾとい Ｗ 似点で て そ こ を 訪 れ た の だ が 、 第 二 次 大 戦 後 改 築 さ

ある」と ､ｩ いているが、そのとき念 ｾｴｬ にあっ

たのはロースだった。タウトがエミ術としての

処 築 と い う 理 念 に 終 始 っ き 動 か さ れ て い た の

は 、 何 l吹か。良かれ悪しかれ、 1":紀 末 の 得 :k

11: ) 1. をひきず ってい た か ら で は な い か 。 それに

反 し て 問 11;'[ 代 者 の ロ ー ス は 、 梢 iiE を日IJ 物 的 に

従え、世紀末の: 詐美観と断ち切れたところか

ら 山 発 し て い る 。世 紀 転 換JtJ lに お け る ロ ー ス

れ た ら し く 、 元 引 の ヴ オ ー ル ト L-'4桜がりJ 必]-'4

Ｎｦ ｒ に変 っていた。 ｉ ｪ 戊災のが［月ｾなのだろうか 。

州問して、 Uf l 燦 i' I")とぷ r ア ド ル フ ・ロース』

( 鹿山出版会、 1980年 ) を 説 ん で み る と 、 そ の

「無残」な改築のことがすでに ｉｉ ｾ かれていた 。

こ れ ま で ロ ー ス に つ い て は 、 同 家 コ コ シ ュ

カ が 序 文 を J Fいているし。 ミ ュ ン ツ の 『処 築

家 ア ド ル フ ・ロース J ( ウィーン 、 1964年 ) ぐ

- ロース J ( 袋 if，e社、 1984年) { ， ，'1 ¥ている 。 こ

の 分 で は 、 わ た し が そ れ と 気 づ か ぬ う ち に 、

H 本 に お け る ロ ー ス 研 究 熱 は 的 か に 山 ま っ て

い る の で は な い か と さ え 忠 わ れ る 。

これらの本を読んだ。実は、その読後感. を

ｉｉ ｾ し、てみようと思 っていたのであるが 、 ｉ ji J  I  I  ｾＺ＠

に 足 を と ら れ て 進 め な く な っ て し ま っ た 。

ただ一号、ロースの新建築を内典的処築 ｉｾＮ 請

の ゲ ー ム と し て 把 え る 川 li' J i E人日比から刺激を

うけたことを特白しておきたし、。しかしわた

し と し て は 、 そ れ を 美 の 性 質 に ま で 及 ぼ し て 、

ロースの去術史的位u 1 づけができたらと今な

お巧一えている。ホーフ マンのコーう 「ネガティ

ヴな災」にこだわってみたいので‘ ある 。

どい よしお

1924年 点 打IIr(.f 生 ま れ

) ; ( r . 1I 大学文学部卒業 . I，'J ぶ社大γ でドイツ J を教える

1973年京都大中教長官11教授

1988年 3 川 I，'J 卜一 定年退' 1" : この /:¥1、以大、阪大、

ｬ 則 ｰｹ 大 の大学院で災 ｬｾｩ l1: ' .研究を jll ・"，

1988-"1三 4 n よりf ，( r. ! 1外 IJi I前 大"f: 教 1:::

主な著書、編著

' タウト ぷ術的 J *J Ｈ ＮＧ［ ＧｩＮ止 ｬ Ｇ ｾｉ ， ｬｩ 1983)  

' ブルーノ タウトと現イ tJ ( れ彼 ，'Wi 1986)  

r クレーのよH"' J ( 沼崎; た l kH 1978)  

ｲＧ ｉＢｾ 絵 ｬｩｨｪ の誕生 ｊ (1' 1水 tl : 1984 )  

ｲ ドイ ＧＯｊｕ ｊｉＮ 主義の美術 Ｑ ・ ｩＧｨｬＧｾ ｊＨｍＺ ｉ｜ ， ＢＢｈｊｩ ｬｬＮ 1971 )  

rチューリヒ、子兆円卜' ( 路 J ( 11<1  ，'1 ｆｉｊｾ＠ r会 1987) など。

主な訳書

.  ｍ Ｎ フ ｹ グラ ｟ｲ クレーの絵 ｬ ， ｨｪ ｊＨｫ￴ｊ ｦｬｬｩｬｊｩ Ｂ ｉ ｾｉ ， ｬ ｩ 1974)  

Ｍ ハール ・コ ｹ ホ制 ｲｾ ェーンベルク Ｏ カンディンスキー、

:H会 い J Ｈみす ず， Ｑ ｾ Ｉｪ ｊ 1985) 

. W ヴ方リンガ- ru. nl.o、 と1.l liJJ J Ｈ ､ 、政大 ＧγＺＺｂ ，ｾｽ .. j  

1971 )  Il 由、
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ぷ ，， Ｑ Ｎ ，ｴＮ，ｊＱｊＡ Ｚｉｉｾ ， ￬ ｉｗ 雌沢薬品工業共同企 業体

総 工 竹 1"1' 仁t苦情 (也策) ニ チ メ ン( 機 材)

鉄鋼構造物か§

無機建材まで塗れ否

るす

す

証

で

も

保

料

に

を

塗

境

観

性

環

美

候

市

期

耐

都

長

超

•••••• 
時代の要求にこたえようと、高機能変性

シリコーン樹脂塗料 〔パワーシリコン} が、

新しいパワーを秘めて誕生しました 。

そのパワーの手必街とは! ? それは、合成

樹脂中にシロキサン結合を有する組成を

もっていることにあります。

このシロキサン結合は、結合エネルギー

が高いばかりでなく、結合角度が大きく

自由度があるのです。 このため、素材に

対して強力な付将性、耐候性などの特性

を高める働きがあります。

あ引言語読語=

水谷ぺイント株式会社

〒532 大阪市淀川区西三国4- 3- 90 f t  (06)  39ト3401

東 京 支 底 ・ 工 I畢宮 (03) 733- 2751 / 札 幌 出 張 所 君 (01 1) 861- 3742 / 北 関 東 支 庖 宮 (0265) 27- 9521 / 南 関 東 出 張 所 宮 (0463) 24-0596 / 名古屋支庖・エ渇 f t (052)  91 ト6461

大 阪 支 底 宮 (06) 39ト3401 / 高 松 出 張 所 合 (0678) 4ト4491 / 広 島 支 底 f t (062)  244-6556 / 福岡支底 ・工 場 合 (092) 61 ト5731

24 也寮 と社会/ 19鎚 S )J 号



新建材紹介コーナーNo.154 日本建築協会建材委員会

高 機 能 変 性 シ リ コ ン 樹 脂 塗 料

ノ〈ワーシリコン #220 ・#300 水 谷 ペ イ ン ト 株 式 会 社

建 築 外 装 部 材 ( セ メ ン ト 製 品 ・ア ル ト ス テ ン レ ス ・鉄 鋼 材 そ の 他 )

大 阪 市 淀 川 区 西 三 国 4 - 3 - 9 0 干 5 3 2

T E L ( 0 6 )  391- 3401 F A X (06 )  391- 3456  

民験規格 J I S A  6910 

- は じ め に パ ワ ー シ リ コ ン を 主 主 装 し た 金 属 材 に シ ー リ ン グ

ぷ験m n 規 絡 結 占ｾ

建 材 の 多 様 化 ・建 築 物 の 高 層 化 に 伴 い 、 そ れ を 材を塗布してイ寸活力を測定した 。

塊がな 〈、組底分円分躍。曜 理がな〈組成物円分塵 ー曜j車

イ呆竣す る 塗 料 に は 特 に 耐 久 性 の 高 度化 が 求 め ら れ

ている。

こ れ ま で外 装 部 材 に 使 用 さ れ て き た ウ レ タ ン 樹

脂 ・アク リJ レ 樹 脂 の 塗 料 は 、 そ の 要 求 を 満 た さ ず

塗 り 替 え を 余 儀 な く さ れ て い る 。

耐 候 性の 良 い こ れ ら の 合 成樹 脂主主料 で も 、 長 期

間 の 雨・紫外線・温度変化 ・汚 染 物 質 に よ り、 徐 々

に 風化 が 土 佐 み 、 光 沢 の 低 下 → チ ョ ー キ ン グ → 退 色

→ 保 竣 機 能喪 失 と な り 、 吏 に 耐 久 性 の 優 れ た 塗 料

の要望が強い。

ノマワーシ リコ ン は 、 耐 久 性 を 函 期 的 に 向 上 さ せ

る 塗 料 で あ る 。 塗 料 樹 脂 に シ ロ キ サ ン 結 合 ( 珪 紫

と 酸 紫 の 結 合 よ り な る ) を 導 入 す る こ と に よ り 耐

久 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ 又 、 次 に 延 べ る よ う な 特 長

を 持 つ も の で あ る 。 ( 特 許 出 願 中 )

. 特長

(1)長 期 耐 候 性 に 優 れ る

図 は 、 サ ン シ ャ イ ンウ エ ザ ー オ メ ー タ ー (促 進

耐 候 性 試 験 機 ) に よ る 光 沢 値 の 変 化 を 比 較 し た も

の。 外 装ノマネノレ ・サ ッシ に 使 わ れ る 焼イ寸け型アク

リノレ ・焼 付 け 型 ウ レ タ ン 等 は 光 沢 値 が 30 % 以 下 に

な る と 塗 り 替 え る 必 要 が あ る が 、 パ ワ ー シ リ コ ン

は ア ク ，1) J レ ウ レ タ ン 塗 料 に 比 較 し て 3 倍 前 後 の メ

ンテナンスサイクノレとなる。

図 - 1 促 進 耐 候 性 比 較 試 験 結 果

鋼阪に ハワーシリコンま: 300 白 市販建材用焼付け アクリ Jレ

盗料 ・アクリ J レウレタン浴料を焼付け主主義、サン y ャインウ

エザーオノーター照射の光沢変化

1000 2000 3000 4000 5000 

! l (¥射時1111

(2)付 着 性 に 優 れ る

パ ワ ー シ リコ ンは、これまでの塗料に 比 べ、有機

紫 材 無 機 紫 材 を 問 わ ず 付 着 性 が 良 〈 、 鉄 材 の よ

う に 腐 食 し や す い も の は 錆 止 め プ ラ イ マ ー を 必 要

と す る が 、 ス テ ン レ ス ・ア J レミニウム ・クロムメ

表 - 2 シーリンデ材の付着性

伺l ，u( 

シ リ コ ン 系

変1 ' 1 シ リ コ ン 系

チ オ コ ー ル 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

(3)耐 汚 染 性 に 優 れ る

般大引 っ知リ応力

10 .4kg/c げ

5. 0  

6.2  

17 .5 

低 1品安定住

初期乾燥による

ひび割れ抵抗性

付着強E 捜本It

t邑冷繰'J i!! L 作

! 日による抵抗性

i韮 水 管

集がないニ t がない

ひび割れを生じないこ t (/(f割tl を生じなかった

7 .0以 ヒ 21. 0  

5 .0以 上 19 .2  

事がれ、 ()IJ 割tl 膨れ 。苦し

Y. 'h'. なし

変色光沢批下のないこ t

0 .5以下 。
パ ワ ー シ リ コ ン は こ れ ま で の 塗 料 に 比 べ 初 期 の

主主膜の状態がいつまでもかわらず、理主水性に優れ

汚 れ が付 き に く い 。 特 に 都市昔11の 煤 煙 ・汚 染 性 じ

()IJ割れ査車剥がれを生 ()IJ 割tl ' 著しい変形剥が

画H軒島開i

じないこと れがない

II -t 員長 性

ひび割れ剥がれがな〈変色が

ひび割れ剥がれ変色が生ない

グレースケール3以上

んあいに汚れにくい。

(4)作 業 性 が 良 い

ス プ レ ー ・エ ア レ ス ・刷 毛 ・ロ ー ラ ー ・ 俗tlr主主 (3)/  ｾワータ イル ｄ システム

畿のいずれでも塗装が容易である。ｾ単位エマツノレジョンタイノレ材の上主主りに伸張性

初 期 乾 燥 が 早 〈 、 か つ 平 滑 性 の 良 い 塗 股 に な る 。 の 良 い パ ワ ー シ リ コ ン # 230 を 上 塗 り す る 、 耐 候

乾燥条件は、昔日材の形状や作業方法に応じて、 性 ・防 水 性 ・耐汚染性に優れた主主装 y ステム。

字詰ー温乾燥から 150・C ま で 任 意J こ選べるため、工場焼 凹 凸 僕 様 押 さ え 模 様 ゆず肌模様がある。

付 け主主装 ・建築現場施工など使い分けて' きる。 (4)/'¥ワ ー シ リ コ ン 事 3日日システム

(5)色 範 囲 が 広 い 用 途は、アノレミ ース テ ン レ ス ・鉄 鋼 材 ・ト タン・

一 般 エ ナ メ ル 色 は 、 殆 ど 色 の 制 約 が な い。 更 に ブ リ キ ・メ ッ キ 製 品 ・プ ラ ス チ y ク な ど の 塗 袋 。

光 沢 も 3 分 艶 あ り ~ 全 艶 あ り を 準 備 し て い る 。 ①アノレミ建材の例

(6) リ コ ー ト 性 に す ぐれ て い る ( 工位ーアルミサ y シ→化成処理一 J 吋 - _ . リコ ン公300 白

主主 り重ね 塗 り替 え が 容 易 で 、 又 、 ア ク リノレや 2 回塗ワー 120' C X 30 分焼付け)

ウ レ タ ン の 主 主 政 に も そ の ま ま 上 塗 り で き る ( 色 替 褒- 5 アルミ建材塗装品の物性値

えや改装工事にも適する。

. パ ワ ー シ リ コ ン の 種 類 と 物 性 値

(1  )/ ' ¥ワーシリコン # 22日 シ ス テ ム

m i 金は R C ・P C ，モノレタ J レ ・セ メ ン ト 系ill ｪＮｾ＠

イi Ｊ， ｉｾ スレート』反 F R P  石I片品タイノレなど。

表 - 3 Ｏｾワーシリコン Ｃ 220 物 性 値

( 工. f ' Aー石綿スレート板『ノマワ- _ . リコン 乞220 L シーラー

パワーシリコン乞 220 二回態。→ 7 日間1乾燥)

褒- 3 パワーシリコン jl 220物性他

J1i 目 条 f'l' 結 *

光 沢 I1虹 60' 銚 l面反射率 67 ，5  

，ｾ＠
l!r 鉛 Ｒ 在 ｩｩｾ 度 トl

1.1 消 性 ゴパン目試験 100/ 100 

断 水 性 水道水30 日Hl I 民常なし

画f 般 性 5  % 1-IC L30 LI 1111 民市なし

由「アルカリ1' 1' 3  % Naol-130  11 1111 拠" ;: ;なし

凍結融解試験 水中 - 20'C 16l i r 10C / S  

' 出品 8 lir 総 1); 且し 民";: ;なし

l)'( 目 ・ 条 {咋 キ品 井L

目見 n: 23- 28μ 

光 世t 85 .2  

￺ｾ＠ l!r 311 

付 -/"j 性 ゴパン目試験 100/ 100 

画.t ＱＮ 荷撃性デュｾン ＱＰＰＰ ｧ 1"1 50cm{干物

.  
.. ，'1， 50cm合 柿

エリクセン試験 1  mmカット 5  mm) 'I， 'i 片な: し

!III 匝i 試 験 1000 g  10 内

耐汚染性 :1.1.¥ 7 ' ジ y ク 。

亦 マ ジ y 7  。

画f 般f生 5  %1)10般20"(; X 7211与1111 拠1芯な し

耐アルカリ性 1%苛性ソーダ "  良市なし

J l ( 燃サイクル沸水 8 Hr → 20"(;

氏 、 Ｑ ｾ なし
161.lr を1 . ナイク J レとし 7 . ナイク J レ

嵐水 'ft 軍事試験 100011寺IIIJ 民' 吊なし

② ス テ ン レ ス 建 材 塗 装

(  U' ，= ステン レス <S U S 304 2B>  . 化成処. f ' 1¥→ハワーノリ

コン 等300 ド121111栴装→ 130' CX 30分焼付け)

試験組織JI S K  5400 その他

褒- 6 ステンレス建材塗装品の物性値

唄 悶 条 1'1'  
料， 卦と

85. 6 

ンキ ヨ ｅ 事 ｻｾｉＩ ｉ きま闘 ｫ 反などは、ぷ ｩｴｾ の ｊｉｊｕｊ 町、 ｦ じ Ｑ［ 見処ＱｊＢ ｬｩ Ｈ Ｒ Ｉ Ｏ ｾ ワータイ ｊ レ ｅｐｏ システム
光 i)( I1白 60・ j . l ! ] 固反射部

イJOM性 ゴパン白試験 100/ 100 

な ど 表 面 鯛 墜 を 充 分 に 行 え ば 優 れ た 付 着 性 を示す。 吹き付けタイノレ材で. . E 材にエポキシエマノレジヨ

褒ー 1 付着性怯験 ( J I S 5400 6. 15)  ン を 使 用 、 上 塗 り に パ ワ ー シ リ コ ン # 220 を主主装

紫 材 の 般 m

E量 :込 タ イ Jレ

ス テ ン レ ス

ア ル ミ ニ ウ ム

ク ロ ム ノ y キ

F  R  P  

亜 鉛 引 き 鋼 舷

7  キ

ゴパン目試験結栄

1 0 0 / 1 0 0  

1 0 0 / 1 0 0  

1 0 0 / 1 0 0  

1 0 0 / 1 0 0  

1 0 0 / 1 0 0  

1 0 0 / 1 0 0  

1 0 0 / 1 0 0  

す る 、 耐 候 性 ・耐 汚 染 性 ー耐アノレカリ性に優れた

主主装システム。

凹 凸 模 様 ・押 さ え 模 様 ・ゆず肌模様がある。

褒 - 4  Ｏｾワータイ ｊ レ ｅｐｏ 物性値

( 工位ーモルタノレ→ノマワータイノレE P Oプライ 7 一一ノマワータ

イルE P O主材→，マワータイルE P Oプライ 7 一一ノマワーシリコ

ン!< 220 二回塗り)

iI，'1画試験 9  .... 1. 

鉛1¥: Uj史l!r 3  H  

エリクセン{ l 1[ 5  mm介 絡

f前駆試験 1000 g  X 50cm 

ノ弘、
持守

耐水恒 水道水30 日 ) ' 1，常なし

繭 Ｎｴｾ 量性 5 % 硫般 7 日 拠常なし

制アルカリ性 5 % 1. '11生ソ - 1 ' 7 日 民 Ｑ［ｾＮ なし

I瓦水噴霧試験 30 日 f ト 物

末 木 俊 昭 / 建 材 委 員
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港令コーナー

2 2 5  

「 大 阪 市 総 合 設 計 許 可 取 扱 要 綱 」 の 改 正 (その 1 )  

1 . 改正の趣旨

総合設計制度は、一定t J ! . 悦以上の敷地で、かつ、

その敷地 ｼ 人 ｬ に Ｍ ￆ ｴｊＮｬＮ校以上の公ＱｊｦＮｊｾｾｊＭ也をＨＱ ＢＨＱ ［ 保する

ill 築計Illij について、ロト白fl を総合的に 'I"J 断し、市街

地の ｅｚｩ 境改イ干に ｦｴ すると認められる場今に、処ｾ

l.主 iV. 法白059条の 2 にJLづき、一般的な作航中制限、

斜線ｩＡ制限の特例を必めるｩｉ ｾｊｊ 変である 。

II?l .f1l 61f!三 12}J 27E1、1] ，1において 「総令設. i !'11干可

i¥' ，l!I JJ が改正され、また II?H日62年 l l Jl 16 1: 1、改正

された処築 J，H ' ; 法施行令が施行されたので、それ

に11' ｾ、大阪 ､￯ においても、 ＱＱＯ［Ｑ 々の処ｾ，ｬｉ ￯ｬｬｪｪ をよリ

きめk .111かく，1'1' filli することにより、さらにw凶作J に

良好な処築" 十liIl jを" 尭導し、上地平'J !TJの迎切な 1:':jJ 交

化と di 街地環境の改汚を図 っていくため、 「大阪

一大阪市の要綱実施基準 ( !J，( f判ーーー・ーー・ーーーー

首i 1  作付H三.111111

'

民の緩和

m' ，宅地

2)  公IJ fr宅地の

26 挫築と社会/ 1捌 年 5 月号

di 総合設計治可取扱袋制」および il 百l災地基本」

を改正し、 i昭和63年 2 rJ l 0 日から尖泊している 。

2  . 国の「総合設計許可準買IJJ の改正内容

(1)  容積率の割増し 量の引き上げ

① nJI di 再 I J fHUi 主|に A められた 2 号地区等で、

地区，1， 1阿等によ って1'::jJ .fl'.f IJ J n を図るべきとされた

地区の場合、公 l)fJ 笠J也に応じた' ，'m.tft し祉を通常の

1. 251告に引き上げた 。

② !市打削{街}封如f打I地也{住上，宅も総手令干 E没J計l' (じ;，η刈川I[削'IIJ川|リIJ t' V: し:1'¥: 1;カが{'j泊i凶自t釘"，:常i

イ介ト設d計|の 1. 51倍白剖) の対耳匁t を、 延べ 1( !Ifl'iの2/ 3以上が

fi 二宅て" ある4: l J : 築物から、 1/ 4以 t が住宅である処

築物へと対象範IHI をJ広大し、その' ，，司令が1/4 - 2/ 3  

の場令について、住宅部分の ［ＧｉＧｊ 合に応じて ｾｬｦｉｊ￞ｾＱ し

141 を引きとげた 。

して必められないが、道路のi ' l i l l ' } J 'I [交通: &1: カ明し

く多い場令等公開空地が道路に抜しなし、ことが当

該公 ｬＩｦｊｾ ｊＭ也のＮｦｊ［Ｇ Ａｴ［ｌ ヒ Ａｉ 子ましし、もの 。 ＰＮＵ

イ 公 Ｑ Ｉ ト ｊ ｾ ｊＭ也のｊＭｴＡＡＮｾＡｩ (公IJfJ 空地が往!築物の民上

である場令には、その出 ＱＧ ＮｉＨ｛ ｩＩの ｲｾ ・ Ｕ さが、当該公

I)，J空地に抜している道路の路 rl !Iのd.5さと比べて

ＱＮ Ｕ メートル以上 ＱｾＧ ｦｊいもの又は Ｓ メートル以上低

いもの (地形上、道路からi皇統して145さかを化す

るもの及ひ甥 ｩ 合のコンコース、償附 ｩｊ�ｾ 必統 芸 号Ｚに ｩ 主

t持するもの等ljJ- 行者の平IJf必に i止するものを| 徐 (，)

0.6  

ウ ピロティ、アーケード、アトリウム等のill

築物又は処築物の古11分 (以下 「ヒロティ笥J とい

う。) によ って組われているもの (はり下 (はりが

ない場令には床版下。以下l司じ ，) 10メー トル以仁

のものでピロテ ィ等に縦われていることが公I l fJ 空

地の琉岐を向上させるものを| 徐 <0)

---------------------

はリ下2.5

はり下 5

111以上5111

」寸前

m 以上

31路師以又上はlイ)fJ秒MjEJ 後係で数続、す|1井j)，る0  6{ 凶1が

辺 以上 0.6  0. 8 

の公|井122地に むの

上長己よL外のもの 0. 4 0. 6 

オー・エム・ホテル日航ピル 近鉄堂島ピル

(2)  良好な公関空地に対する積極的評価

公 ｬ Ｉｦｪｾ地について、その機能、必 ｊ 栄による区分

を行い、歩道状公 ｉｊ ， ｊ ＺＱＺｊＭ也や大規十交な公 ｉｊ ， ｊｾｾ 地 主 干の

良好な公I)，J宅地については 、笑l前七1に一定の 'hlJ .T;t'/

しを行 っ たものをイ ｔＺ［［ＧＧＩＩ 公 ｉ ｊ ｦＮｊ ｾｦ 也何紡として作付 ｰＮ 仁

の'，I}IJJfl しを行うこととした 。

(3)  斜線制限の緩和に関する基準の改善

斜線ｻ制限の緩和 ｬ にｼ刻する現行の立 ｬｬｩｪ 投 ［ｩｴ ｾ )i 式に

よる， i判imについて、地表から 100 ＱＱＱ を起える ｲｾＧＮＧｩ 1.0、

部分については投53而梢のてい i'.Xを行うこととした 。

3 .  r大阪市総合設計許可取扱要綱J の改正

大|仮 di における 「総令設計許可取以袋制」 も、

主に、つぎの 4 項目について改正を行 った。

(1) 公関空地の評価の拡充

総千子 ＮＱ 生， ｮＧ ｩＡ ｩｉｊｊ ＮｦｬＧで ｴ 、公 ｬ 井 ｉｾｊ 世のＧ， Ｇｭ 合に応じて作

絞め'，'mmしが認められるが、今回の改正では、公

関空地についてその機能、効果による J干1iHi区分を

よりきめ制11かく行い、商業地肢における )t' 迫状公

Ｑｭ 宅地や大鋭校な公 Ｑ Ｉｦ Ｑｾｊ 也等の良好な公 ｉｊｦ Ｎ ｊ ｾ ｾｊ 也に

ついては、実 Ill i.fi1に - Aの'IYIJ TrIしをわー ったものを

イHJ ) 公1)，1なJ也IlliWとして谷約半の ;'m. p，v : しを行うこ

ととした 。

次サでは、ひ きあi き、以下の概要をご封lt 介する

(2) 共I'i l ! j "記内容 仙;' mJ l ' l し対象的拡大

(3) 斜線制 限の絞剃] に l則する JよiV，の改.. if.子

(4)  料税 制 限の級制lに| 則する宅地〉率的 ';1 きドげ

( 大阪市計画局建築指導部指導課 増田清生)
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協会所蔵資料の公開閲覧制度を控 えて
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百害
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舌き

空暴
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J 己! 山

「建築と社会J

Vol.1 No.l表紙

本協会では¥l r1有163年度事業J j-[ llij に法づいて、各f o [ [ 手持資料

を公開することにいたしました . 先ず、下tt; めに、当会の機関

誌である 'ill 築と社会J ( 大正 6 年 9月15 日関西建築協会制:

ょとして発行以来、本年 4 J 1 号をも って通巻793号を発行 ) を

会只を始的、広〈一般の万に公開し、閲覧、府1mに供するこ

とにいたしました .

すでに利用頻度が高〈、相当摘んだむ の もありますので、

現伝、修理中です. 従 って、公開閲覧制度開始までには、い

ま瞥ら くの期間を婆しますが、附始前には改めて制度内容を

会告でお知らせします.

なお、ご利用 の{ 匝に供するために本 JJ 号よりパ y クナ ンバ

ーの全日次を逐次掲載しますので、切り取り保存して孤けれ

ば幸甚に存じます. ( '1¥務局 )

. 関西建築協会雑誌( Vol. l No.1) 大正時閉 15日発行

口絵 新技されつつある中之尚一仰の述笠( 三 色版 ) 、新

装せる欧米町二大都市庁合( f命救 di 、*1l Ti di ) 、大販制日新聞

本社、住友銀行大阪市船場支町、大阪，li 1)L悔 lll'I lJ. U &四僑交

父 ｾｲ の 市 ｜ｴｬｭ 主 ｉｉ 物

発刊の』宇

都市大火 の危険ー ........ ー・ー ・.....・ e ・- ・・会只 片岡 安

家. f l j 問答. . . ー・ ・ ー 会 n ｾ野壮 一 日 ＱＱ

ｾｉＧ 殿主 ｉｉ 築と向天ヶ Ｑｊ［ｾ Ｎ Ｎ .  ・ ・ ・・ 会 以 披 江 悌

ｾｬｬ ｩｉｩと ｩｬｬ 築

議院主II 築調査会に就て・ぃ・・ e ・e ・ ・・ ・ if主敏 生

コンクリート ・0 ・・...・ e ・・会以大i J f . 生

空中の庭 l世1.. ........... ...... .  . . . . . . . . . . . . . . . . . .・.. . . ...... i f [ 藤氏金

ｬ 草分 ｦｴｆ｝｜ の爆発 ＧＱ ＾Ｑ ＧＱＧ ，調査報件、ｾｾＮ ..... .. m 4  SI) 災害，湖資委n会

会 報

rr- 本会の自'I i [ . . . . 第 l 回例会 特別 ｉ ＧｴＧｩ ｊｾ 会・ ｾＲ 凹

例会・ 百 ｾＳ 回 ｦｾＱ 会・・特 ｾｉｉ 理事会 ｾＴＱ 吋例会 ・臨時

役只会 臨時例会

広 告

秋山小林間1占. f J ' 繰忠商1古( 以上liiJ 付) 住築 '1>務所案内、 ill

築請負業. / ' i 案内、須賀商会、松尾和助問応、米国貿易会社、

大阪窯業会社、 7守雄省三、桜セノント会社、みよし組大阪支

出、前回閥会、大阪緩uJ 商会( 以上後十t ) コルク工業合資会

社{ 裂k 紙)

. 関西建築協会雑誌( Vol. l No.2) 大正6年11月15日費行

口絵 ・・新しき 三位大阪支m(三 色版 ) 、大正 5 年度l H 火場

分布図、世界松向町立 ｬｬｾ Ｇ k-Jl:Ti di ウールオース館、 II!車問剥l本

応、大阪府立物産陳列目 ｲｲ 、大阪築 ｩ 住 ｩｾｉ ｊｩ品、大阪築ｩｻＡＧ陣覧会主 ｉｉ

物、 IO月 1 R 点点 di 内に於ける台風依存の惨状、淀川北伴大

洪水町: Mi兄

災=-. ! : : 防備之1主要

議院挫築! 日i姐..・ e ・. . ・・. . . . . ・ 0 ・0 ・e ・e ・...・ e・・・会n 片岡 安

天下町秋 …  e ・ e ・e ・ ・・ ・会μ 甲南 生

神殿挫築と町天ヶ 11，( ( 本 iii f) ・ー ・ . . . . . 会口 被江悌夫

主II 築の経済l l I . ・... . . . . . . . . ・ ・ ・ 会 只 片 岡 安

住宅ill 築の改造ー ・ ・ ・. . .. . . . ・会只木野村吾

名士の住宅l l I .

加l仏 銀 行 頭 取 広 l向忠三 、大阪朝日新聞社長村山間平、災前

有，Ｑｾ電気軌道株式会社支配人小林 一三 、医学時ＭＱＺ木下京作、

近 江 銀 行 頭 取 池 田 経三郎 氏 談

家相]1問答( 域的)… …・ • • • • • • • • • ・会只 ｾｮ 壮 一 郎

部市と建築

自のJLI m，打、大姉r怖の雑踏より生ずる以; 車、 ill 築条例の制定、

主J t 築物の日間さと街路の幅只、都市計画雑話

淀川の洪水と河村羽賢

水の行衛 ー . .... •..••. ••• •..• . .. ... ・ 会 只 野 人 生

石と日本人. . . . . . . . . . . . ••.•. ー 会 只 大 虚 生

パ ｊ レテノ ン ｩ￯ ｾ ＵＢ ・・ ｩｬｬ 築史ローマンス ー 会 只 須藤i質金

風と水

火災保険半協定議と ftlillill 築

天満w.物 di 場災担晶玉主報告、!f ..... ・e ・ 。. . 第 4 剖11; ) 只会

各部11; ) 只会記，1¥

故会只松凹真作 ｾｪ

会報

附録 ・ ・ ドリ・ e ・. . ・・危険物品取締規則( 大阪府令 )

. 関西建築協会雑誌 ( V ol. l No. 3) 大正7年1月15日発行

口絵 .....Jg! ，匹に科i ! l されつつあるヴェニス di ( 三 色版 ) 、大

阪市及後続町村向学校負担区別伝染病発生比較炎、協災前向

点京国技館( 内部及外部) 、国技館焼跡的惨状、新装なりたる

住友銀行* 京支l目、東京銀行集会所の新館、，g! 飛行機の夜般

に科かされる倫敦( 俗峨 jニ改定砲型11破裂の線終) 、聯合J1L飛行

機の投下齢仰が小ＮＡＱ ｬｩ 細 ￆｾ ベー ｊ レ一地の鉄道駅に命 Ｇ Ｑ Ｇ して盛に

延焼しつつある光:Ji t、やl'戸垂Ilfl 出向の火災

保険法災地の也、務

国防上より観たる有 Ｑｉ ， ｉ￯ の防備 一一 主 ｉｉ 築条例制度のｾＮ務・…

会只 Jtl 珂 1i: 

在米所! 事 ・ .. ・・ー・ ・ ー 会日襟山f ) ' 望

謙院ill 築! 日1答 ・ ・・ u ・・ e ・ 0 ・会以 T N 生

ｬｾｩ 生時論 ・・ＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮ・ Ｐ ・・ Ｐ ・ Ｐ ・ＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮ ＮＮ ＮＮ ＮＮＮｾ｛城生

保健衛生調1i. 会に総て. 公衆保健法制定の52. 要、食民r . t 改

造( 住宅法制定)に就て

住宅問題

住宅に l刻する時代鋭祭

* ' 悶且大肢の Jた阿佐官官( ( . . . ..，jiJ 英王立ill 築学会同'1会長 エド

ウイ ン チー ーホール氏

才，上の住宅島t

大阪医科大学民佐多愛彦氏、大阪11) ，日新聞社長本山彦一氏、

ｾ有電鉄社長平 ｲｩ 敏氏、住友本庖支配人小倉. i E恒氏、日

本銀行大阪支日il 主 麻生二郎氏

r.J ld，と主J l 築・ ・ ・ 会只r . J 111; 研究生

東京町市区改正に就て、郎 'n生J l 築の取締、I mdi の美観と ill

物の色彩

家屋問題一兆凶リ ー ズ，1; の会合 ( 1916年 12月 2 日ピルヂ ン

グーニュース所載)

我校町生徒長成について ・ ・ ・ー 会只雌木! l Hj l

点京 di! Jf の主J l 築11' ，賛消 ・ ・ ・・ 会 只 武 問 J i. -

l五l技館災害視祭報告 ・・・・・ ・・ 会只 ｾ， ｴ 壮 一 郎

同校航災 'g悦奴所感 … ・ ー・ ー会只 A王子ヒ日目

神戸郵便川の火災に脱いて ・ ・ ・ 会 民 法 江 tl1i犬

1主しき家より H ・...... .. …..・ e ・.• • .  • ， •• •••. 会見 うき 生

" Ka・iのJg! ! ' i . . . . . . . ・・・・・・…ー. .....，... . . .. .・ ・ 会只 iJ(!' 長ln.金

束1mの友へ. . . . . . . . .・・・・ e・e ・. • • .  • • • • • • •. .. .. . 会日 '1'市 ，t  

Di I の光・・ 0 ・H ・a ・.......... ••••••• ••. ••• •• .... .. .. 会只野人' I o

三 国 「 セルロイド ｊ 会社工場災苫凋 ＱｩＮ 報告，ＡｾＮＮＮＮＮＮｾ 4 部1i! 只会

会報l

1:!IJf;，itfd'j.. ...... ・ー '，iiJ j，並行，1i 技師、! I I ! ;幹事IJl J日土木学会々 H

ヰルソン ・リュイス氏述

. 関西建築協会雑誌( V ol. l No.4) 大正7年羽20日発行

口絵ＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ［ドー閤ぷ Ｇ Ｑ ｜Ｇ 立附以図ｾｾ館内部 Ｈ 三色版 Ｉ 、北亜米利 ｽｊｉｉ

合衆問問会議 '1¥堂、テー ムズ河畔の英国国会議 '1¥堂、英同開

会議'1¥立件l セ ン ト・ステフェンス ホール及図; 空間覧去、独

j i ! ; 帝国1]) 会議 'I¥:¥;: 、明1"1国会議4¥堂、ダニュプ河畔の i W.J 毛布l

回国会議'1¥輩、郎市ill 築の今-:_T( 七、八 )

都市改良機巡熟成

我) 11の住宅改良第一策 ー・ ・・ ・ 日 。 会 只 ｊＧ￯ｬｾ ， ｪ 安

議院建築計同阿氾1似

会只の }11. ..........・ 0 ・... . . . . •• .• •••. •• . ••. . 会只夏" 1t '1:. 

f針生時J曲

室内換気の. E I ! 論と実験ーー チャーレス アイ ハパード氏述

議院ill 築l問題 ・ 会 民 片 岡 安

部市と主ｊｬｾＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ー ー会民自s，li 研究生

大阪北区大火災と倫敦大火 、大阪市街改良法、1 _ A 図的ポート

ーサンライト 1111電II: sdi

大阪，1; の細民{ 主屯に枕て 0 ・ 第 3 部委只 K .  U  生

戦争と主主ｾＮ・ Ｐ ・ ｈ ・ ｈ ・Ｍ・ Ｐ ・ ･ ・ ･ ・ＮＮ・ＮＮＮＮＮ 会只 大 康 生

欧州西苦11戦線に於ける歴史的建築の破唆

爆発に対する ill 物的強さ .... . .. ... . . . 会 只 谷本 ｾＮｻ［ｩｦｩ［ 沢

爆発に対する ill 物の強さ = 一点倫敦兵機工場燦発の状況

公共的築造物の管理II 又改善ー ーー ー会J1 ｾｭ 上 一 郎

大阪を立ち i且いて… e ・0 ・・・・・・・ ・0 ・・.....・ ・会員 まがt

晩の銭. . . ー・ ・・ー・ー・ー 会 只 野 人 生

間Idiill 築法令調査会設訟に l刻する挫ぷ

安 m合l曜の経験せる火災に就て m41m委H i庄江tl1i夫

会報

附鉢 都市計画・ ， ｩ￭ｪ ｫＭ ｊ ｴｔ￬市技師、［ＱｊｾＮＺｩと手 Ｇｉｽｊｉｉ 上木学会々 ｵ

ネルソ ン ・リ ュイス氏述

. 関西建築協会雑誌( Vol. l N o.5) 大正7年3月15日発行

日絵ー 白耳』皇国国会よi l ! 'I¥' 止、 n同同会決 '1¥堂、丙J i E 牙凶

Ｑ｝Ｉ 会ぷ ＧＱ｜ 堂、， ｧ ＡｩＸＺ帝国国会［韓併堂、 ｴｊｾ 牙平 ＱＱ 問 ｬ 司会決 ＧＱ｜ 賞、北

米イ干衆同 ｬ 長 ｬ 会議事堂、ｻ部劇同同会議 Ｇｉｾ 堂、 ｾｩｾｩ 利 ＱＮＱＱ 過会議 Ｇ Ｑ ＾

Ｎ［止、北陸地万 ｩｬｬ 築物的 Ｇｾ ｉ｛ 書、百 ＱＱ 市建築の今 ｮ ｾＨ 九Ｎ ト)

社会政策と住居改良

J比jjl の住宅改良第一策( 中)... .. .・ ・ー・ー・ 会μ 片岡 安

他山の石

英国に於ける住居及都市 ｾｉ 今回法令 Ｈ Ｑ ) ..... 

大阪町専問1 ; 学校教校 f)'1I轟 t買雄

ｌＮ ｉＱ Ｂｦｾ 他に ｬ 則する輿論 Ｍ Ｎｦｬ ｉｉ ， ｉ ￯Ｑ ｾｩ 生設備の欠陥 ー

Ｑ 世 ｾｬ の刷 ＱＲ［ＺＮＮ Ｎ ・ 0 ・ 0 ・・ 会u ｾ肝ｾ｛一郎

自II o] i と建築 e ・ 0 ・ 0 ・ 会 ｊｾ r.JI di 研究生

ｲＮｊ ｉ ， ｬ￯ｩｬｬｾ 法令調査会設置にｼ刻する ｩｬｬ ，，Ｑｩに続き勺ｽ，，Ｉの屯 ｵ 且と

よI 人の希望l 、南満鉄道沿線の. r ，II ，li ，I 1' 町、安政 J己i Joのl則西J也

記 Ｔ と全二年の江戸大 ｉ 也浪、米国的火災 ｈｬ ｲ ｾｾＮｴＺｪ

ｾｊｗ ， ｝￯ の交通問題 ＨＱ ) .. .... .. .. .. ...... .. . . . . . . . . 会以 f}' l I! 是正文

勺と建築 .•• •• •••• • •••• • .••• ••• ••• ..... . ..... . . . 会μ 4水ミ f ヒE郎
目

大阪市の細民住宅に車枕tて( 2 )ト.• • • •• ••••• •.. 会μ K.  U  生

1行a

4剖他J l 築敷I地也に就いて .............日......川...…-リ.. ….“ .. ….υ.. 会μ ｉ ｾ没 ｅ 楽 ｴ山 ｬＡ 雄 世

4往l主: 築と心. . . . ..... . ••••. • .•.•••.• •. • ••• •• . . . . . . . . 会μ 正 文 生

ポン ペ イの最後の日一一生J l 築史ロー 7 ンス

会u 1n雌民金

北水品紀行( 上 ) ・ - 会 以 野 人 生

学校ill 築と火災ー ・ー・ .t.r; 4 古IIU T .  N 生

会報

附録 r.J I，]i 計画ー 0 ・両IIj 紙Ti 市技師、 ' l E*.f '1加JJ 二本' 手会々 n

ネルソ ン ・リュイス氏i韮

. 関西建築協会雑誌( Vol. l N o.6) 大正7制 月 15日発行

n 絵ー 大阪; 主品川北停のfft 観(三 色版 ) 、*J W向等法院平

Il ，i図 ( 2 n大) 、紐i ' i 高等法院配:lit 図、 l世界I位向ill 築ウール

ウ庁ース自ｩＧ ｩ …・・Ｈ夜長 ｴＮ ＮＮ ・エ Ｇｉ｜ｲ ｬ ＧＧＧＧ ・ ｾｉ ｌ Iflit社。 I刈ffll ) 、1: II ，Ii

ill 築の今 tr ( 卜一、十二) 、大阪三越呉1l f ! l ，F， 1日似の焼跡

，Ii 区改正とr . J loli 建築

J草刈iの住宅改良第一策( 下) ー ・会U 1¥-1町 並j

兆rfil に於ける住居及都市3hifij 法令( 2  )  

ー大阪町専問決ヴ校教J限 0' 泌氏雄

大阪，[i の IJ!! U、処分問題( J ニ)・ ー大阪市技附i l'f'ITI 4' YJ 

ｦｊｗ のウＭＩレウォース ・ ピルヂングと ＱｾＱｪ 等法院

…会 ｊｾ OJ' 栄倣PJI

' IE*相Il JJ日向ill 築・ ー. . . . ・・・ 0 ・.......・ e ・-会 U 大l車 生

Ut1' i ，li の交通問題 ( 2  )・・....... . . ー・ 会μ 01雌正文沢

I: sdi とill 築 .•.•••.. •.. ー 会μ I:/I，] i 研究生

都市計阿と市区改正、物価Ａｬ ｩｾ と書 ｉｬ ， ｬｩｩｬｬ 築

ｩｬｬ 築博覧会の附 ｦｩｾ に枕てＮＮＮＮ ＮＮＮ ＮＮＮ Ｎ ＮＮＮＮ・ ・e 会H if 主 敏 生

M 人と衣食住. . . . . . . . ... . ....•• ••• .• ••••.. ー会以 ｾＧｦ 壮 Ｍ ｮｬｬ

大阪市の細民住宅に抗て ( 3)・ e  ・ ー会以 U.  K  生

守院生II 築の将米 ー.... . . . . . . ・........ ・e ・. . …会u 桜江悌夫

点大、Y控築史 ( 1 ) . . . . . . . . . . ・ ・ ・・会n 百t泌i i ¥: 金

」ヒ木山紀行( 下) ー ー ・ ・ ・ 会U N .  Y 生

川の. f l ll. ・・ ・・ 会μ 釣 人 生

f高イEJ t 々

三 越供ｬｊｲＮ ｭ 災 Ｇ Ｆｾ唱査報告，ＡｾＮＮＮＮ・・ ｮ ・・ ・ 羽目 4 ｭＩ 宮 ｾｕ 会

会鰍

附u ベネチヤ市建築条例

. 関西建築協会雑誌( V oJ. l N o.7) 大正7判 月 15日発行

11 絵 ー *J;'; ，]'i JLの内の悦範道路( 三 色版 ) 、新築の台北庁

〈号、台北 ､￯ の今昔Ｈ二ｾ十 一Ｉ 、Ｊ， ［ＨｲｉＱ 主張 Ａｨｾ 告の現状、仮定

大阪市改正街路図 ( 8 頁大 )

r.J ldiill 築改造的機運

J比同r. J 1市改良計画の将米 ( 1 )・0 ・e・e・・ e ・..・ 0 会u 片岡 安

尖 ＱＢＧＱ に於ける住居及都市 ｾｴ 同法令 Ｈ Ｓ )  

大阪高等 isj J ; 学校教授 f J ' 雌英雄

大阪市の保尿処分問題(下 ) ー .... . 大阪市技師 tt l Il#.! l J  

oj;:}.Jlf.U本と控築用材に続いて ( 1 )  会日 谷 氏蔵

前m市町交通問題( 3  )..... ーー・ “ 一 - 会以 f) t &轟正文沢

町日市と主s築・ ー. . . . . . . . . .... . ......会μ 間l 市研究生

ｩｬｬ 築学会大会に除ける郎市計画Ｎｒ ｩｾＨ 会所感、ポ点と大阪の

27 
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建築対照

都市と日光 ・・

改良住宅・ー

台北r I i の市区改正に杭いて

東大寺建築史( 2  )  

音楽の山

東京通信一 雄築学会通俗大会記事

東京市区改正条例の改正

会事世

間f録難民市l : I l 築条例

ー会Jl 牛村喜男

会 只 今 林 彦 太 郎 訳

会 只 野 村 一 郎

司会只 mi 証民金

ー・会只 江 都 生

. 関西建築協会雑誌 ( Vol. l No.8) 大正7判月 15日発行

口絵 ー・大阪市堺筋の高層建築( 二色版 ) 、紐背の市街鋭( 一 、

二 ) ( 二頁大) 、紐ri の建築(ー ~ 十) 、都市建築の今昔( 十三)

大阪市街系統改正

我図書日市改良計固め将来( 下 ) ー会貝 片岡 安

佐近の大阪港 . . . ・ 大 阪 市 役 所 港 問 部

都市計画と市 t，， (l0WI 隔Ii.. ............... . .. 会貝 お野壮一郎

技術家とは何ぞや 大 阪 市 港 湾 部 長 直 木 倫 太 郎

本手 ＱＱ 森林と処 ｾｊｈ 材に就いてＨ 2  )  会只 谷 氏j龍

若11市と建築 0 ・0 ・・ 0 ・0 ・e 会只 都市研究生

未来的紐育市街と第二築浴計画烏鰍図 ( 挿 絵) 、世界的記録を

示す紐T i の市勢、都市計画調査会成立の経過、明歴 3 年江戸

大火の記、明歴 3 年大火焼跡地図( 二頁大)

低廉なる職工住宅建築

日本的自 l市

ｾｅ 米利 ＱＱＱＱ の ＱＱＱＱ 盟住宅 Ｈ Ｑ ) ..・

ｾｅ 米利 ＱＱＱＱ の花・ Ｐ ・

赤阪大理石に就いて

亦阪金生山と大理石工場( 持 絵)

{ 弗寺建築の将米( 統 )・

建築業協会の消，む

会報

附 録 制E納市主n築条! 日11( 上)

会只牛村干q . 男

会 告 日 向 紳

会只 谷本多祥治

・会只 伊藤正文

会只 T .  T  生

会只 i庄江悌夫

. 関西建築協会雑誌 ( Vol.1 No. 9) 大正7年7月25日発待

口絵 大阪市娯楽地区随ーなる in頓堀( 三色版) 、1布教の

名 所( ー~八 ) 、都市建築の今昔( 十四、十五 )

救済事業調査会の設置

結抜病と住宅改良| 前提g ・・・ e  ー会只 片岡 安

政i l i : の大阪港( 2  ).. ..... .. ー大阪市役所港湾部

技術家とは何ぞや( 統 ) 大阪市役所港湾問11正 直木倫太郎

本邦森林と建築用材lこ就いて ( 3 ) 川 会 只 谷 民 政

貯材と運輸軌道( 持絵)

都市と建築 0 ・・ 0 ・ 会只都市町「先生

三十年後の大阪、数y丹市業油公会ど都市計画調査会、r . J 1市

計画調査会の経過

並米利1111の悶悶住宅( 2  ) ー

建築と趣味 ( 1 )  

米国に於ける職工住宅経営法 ( 1 )・

懸賞規定と審査只の態度 。

束大寺住築史 ( 3 )ー

{ 鼎寺泊I築の将来 ( 3 ) ...・

帝都通信 0 ・

を; の柱頭ー一一主n築史ロー7 ンス

時報

第 5 悶結紘子日Wi!li i 子会

故西村悩前君と高知県庁舎配j;t 図

会報

附 録 唆 f司国首} ( . f *lt 納市建築条令(下 )

会 只 谷 本 多 部rri

会只 香H革担3生

・会民 正与野月士一 日1

会 只 倭 )!!i 生

会只 m雌! 1t 金

会只 波江f郁夫

普通焚s J J P 丘 周 生

会只 まがね

. 関西建築協会雑誌 ( Vol. l No.l 0) 大正7年8月25日発行

口絵 大阪難i止僑北I1 より船場一 円を見る (三色版) 、巴

監の誇( ー~十二) 、郎市建築の今昔( 十六 )

社会政策的都市絞' 記

剖i市計画より見たる選制I(上 )・0 ・ 会只 It 間 安

最近の大阪港 ( 3 )  ・…. . . ・ 0 ・ー大阪市役所港湾部

党めたる戸( 上 ) 大阪市役所港湾音11長 白木倫太郎

本邦森林と建築用材に就いて ( 4 )  会只 谷 民 蔵

初市と建築 ー. . . . . ・会貝者11市研究生

三十年後の大阪( 2  )、帝都雑感

女流の住宅観

伝来的住宅を改良し て 候 爵 嗣 子 夫 人 西 岡 寺 新ー向車

IlI jl[R りの注文・ 0 ・0 … 日本女子大学教授 手塚かね子 談

衛生上より見たる住宅建築

東 京 女 子 医 学 専 門 学 校 長 吉 阿 弥 生 談

亜米利加の回閣任毛( 3 )  ー ー一会只 谷本多喜治

東大寺ill 築史 ( 4 ) ー ・ ・ー 会 只 須 藤 氏 金

28 建 策 と 社 会/ 1988年 5 円時

ｩｾ［ 寺桂築の将来 ＨＴ ) ー ・ ・・ 会. w i.止江悌夫

淀の流 ー 。. . . . . . .. 会只 i殿 水 生

事l' 戸市栄町に於ける火災に就いて 百i 4 官11委只会

時報

中米グアテマラ市の大地震( 伸絵)

米国に於けるプレーグラウンドの状況

大阪市改正の範囲、大阪府内総人口、大阪市内空気試験、尼

崎市上水道、堺市繋泉問題協定、保健調査会の調査方針

会報

附録 巴阜市挫築条例、巴里市街全図

. 関西建築協会雑誌 ( Vol.1 No. l l ) 大正明 月25日罪行

口絵 大阪市の表玄関たる梅悶停車場( 三 色版) 、f自林見

物( ー~卜ー) 、都市建築の今昔(十 七 )

郡市内外の住居欠乏

都市計画より見たる選者日( 中 ) • . .. ー会只 片 岡 安

最近の大阪港( 4 ) ー ー大阪市役所港湾都

党めたる戸(下 ) 大阪市役所港湾部長 直木倫太郎

本書11森林と建築用材に就いて ( 5  ) . . . ・ ・会n 谷 氏磁

北海道の林況( 神絵)

都市と建築 ・ 会μ 都市町f究生

三 十年後の大阪( 3  ) 、物価暴騰と救済事業

女流町住宅鋭

機側の尚子1草子は亡夫博士が創めました

ー法学時士米亡人 嶋山恭子談

お台所 '1' ，し、の私的家庭 医 学 博 士 夫 人 入 滞 常 子 談

西洋風にしかけた住宅の失敗

Ｇｾｲ 山学院教授夫人 左近まつ子談

! l l i 米利加の凹図住宅 ( 4 ) ・ 会 以 谷 本 多 # 治

建築の紙業と其技術に就いて・ 会 只 目 白 月 下

京高11古主n築 観( 1 ) ・ ー ・ 特 ｾｬｬｭＩｽ Ｎｑ ｦｾｦ 雌 ｩｮ 造

東大寺桂築史 ( 5 ) .  . . . . . . . . . . . ・ 会只 iI i i 事! n金

抑制と建築( 上 ). ・0 会只 波江悌夫

老ill 築 niji 的思ひ出一 一建築史ロー 7 ンス 会只 まがね

ｩｬｬｾｾｾ 間話 ・ 。 会 只 望 初 生

府立大阪工業試験所の火災に就いて !i¥4 昔日委只会

依名誉賛DJ J P安氷義章氏

会報

附 録 議 院 主II 築定、匠設計懸: t ' t 募集腕程

. 関西建築協会雑誌 ( Vol. l No.12) 大正7年10月25日尭行

口絵 ー大阪市南青11の娯楽地区( 三 色版 ) 、嘆f . 11と供者日( ー~

十一 ) 、都市総築の今昔( 十八 )

郎市ill 築と物価暴騰

部市計画より見たる選者 I(下 ) ・0 ・会. w 片岡 安

物価脱 i't と都市社会政策 0  ・ 都 市 協 会 幹 事 藤 原 俊 雄

本手11森林と建築用材に就いて ( 6 ) ー 会 只 谷 氏 蔵

illii可に就いて ( 上 ) 東京高等商業学校教J宝 石川文吾

書Ilrl ，と建築 ••• ・会n r. sjl ，研究生

三 十年後町大阪 ( 4  )  

名 iftEの住宅l J !

応 接1111だけを洋風に 陸 軍 中 将 前 陸 軍 大 臣 摘 瀬 幸 彦 議

入手主義を廃して

国 民 経 済 調 査 会 委 只 法 学 博 土 小 山 地談

経済衛生実用の見地から

貴族院議只 ￭ｩｾ 通信次官 内図書r ，官談

ill 築 と 趣 味( 2  )  ・0 ・ 会n 香 憧 轡 生

セントルイス市に於ける I也干w式都市計画条例

会 以 伊 藤 正 文

京者 ＱＱ 古 ｩｬｬｾ 鋭 Ｈ Ｒ )  ・・ 特別mJJn fJ fJI事前進

懸賞競技と思恕の推移 ー ー 会 只 媛 終 生

米国に於ける職工住宅経営法 ( 3 )  ー会以 ｾ野月士一自 ＱＱ

1貞1111と建築( 中 ) ••.• •• ••• … ・会只 披江悌夫

スコ y ト記念像一 一建築史ロー 7 ンス 0 ・0 会只 m繰まがね

東京 j削3 ・ … ・ 会 只 江 都 生

神戸市に於ける焼打ll' 件に就いて 自141m只 H.  1  生

時報

議院建築: t f 匠設計懸賞募集規筏

議院主n築芯: 匠設計懸賞募集ニ| 刻ス J レ質疑応答

臨時議院建築1;;)

ｾｴＺ 車記念絵函館設計図案当選者

会報

附録 巴阜市衛生警察令

. 関西建築協会雑誌 ( Vol. l No. 13) 大正7年11月25日 新

口絵・ ー大阪市中部の娯楽地区(三色版 ) 、平和の郁( ー~十

一) 、部市建築の今昔(十九)

家屋政策雌立の急要

都市計画と建築界的任務 会只 野村一郎

速河に就いて( 下 ) ・・ 東 京 高 等 商 業 学 校 教 綬 石 川 文 吾

紐育都市雑感 早 稲 田 大 学 教 授 内 藤 多 仲

本邦森林と主II 築用材に就いて ( 7 )  会只 谷 民 蔵

都市と建築・ - 会只 都市研究生

三十年後の大阪 ( 5 ) 、家屋問題の勃興

名流の住宅観

建てるまでと建て、から

歌舞伎座繍芸部長 中村歌右衛門談

夫婦で住宅の新工夫 日 本 銀 行 総 お 役 夫 人 梅 田 節 弥 子 談

事務所と私毛とを悶じ家にして

有i唱病院長有 iRi 司 氏 夫 人 有 沢 さ く 子 談

明治神宮外苑記念主II 築物懸賞当選図案に 4むいて

・0 ・0 ・・. . .会 只 大 盗 生

内訳明細性的添削に説いて. . ... ・0 ・ ・ 会 只 瀬戸 文 吾

京都古建築鋭 ( 3 )  ・…・・い. . . . 特別賛助只 伊藤日fiE

建堂閑話( 続 ) ••••••• ••••.••...•• •. 会 只 望 窃 生

時報

議院建築意匠設計懸賞募集ニ l刻スノレ質疑応答 ー談院建築局

建築業協会と建築材料及工手 IIIJ; 捌宜

会報

附録 巳皇市衛生規J l i l

. 関西建築協会雑誌 ( Vol. l No.14) 大正洋12月期 発行

口絵・ 0 ・大阪市中央公会堂観覧当日の僻. l I ! (三 色 版) 、大阪

中央公会堂内正I町 ・側I町 . i't賓室 ・中食堂 ・地下食堂、本会

t nl 回大会i函俗講師{ 会のその日 ( 一 、二) 、本会第 1 回大会晩

製会のその夜( 一 、ニ)

小住宅問題のt J J興

都市住宅問題ー

建築批評家の出涯を望む

家相論

都市と建築ー

三十年後の大阪 ( 6 )  

女流の住宅観

良いと感じたこと… e

大阪市高級助役 l刻 一

会 . Q 秋 水 生

会 只 高 野 壮 一 郎

会 只 都 市 研 究 生

...... 松同病院長松岡道治氏夫人 松岡事11恭子談

肝婆な重々の総造 .•• ••. 女子大学教授 井上秀子談

洋館に住んでよいと恩ふ ことは

. . . 護学博士木村彦衛門氏夫人 木村氷子談

京高11古建築観( 4 )  ... ー 特 ｾＱ ｊＱ空』り ｉｽｊｾ flf 藤i i ' l造

計画と設J十 .......... ... .... 会 ｊｾ 波江悌夫

l械の跡 0 ・ 0 ・ 0 ・0 ・...・ e ・・ 0 ・ ・ 0 ・ 会 只 野 人 生

大阪市中央公会堂建築工<1>1こ就いて ・会只 谷 民 蔵

関西主II 築協会第 l 回大会記事

時報

議院建築: i i ' 匠設計懸賞募集ニ| 則ス ノレ質疑応答( 絞 ) ー

臨時議院建築局

建築業協会と ill 築材料及工三f-Jl II; 測1' t (統 )

会報

. 日: 本建築協会雑誌 ( Vo1. 2 No.l) 大四 年1月25日発行
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昭 和63年 度 事 業 計 画

昭 和63年 度 に お い て は 、 更 に 飛 躍 す る 試 験 所 を 目 指 し 、 新 た

に 簡 易 振 動 台 の 導 入 、 土 質 試 験 機 器 の 整 備 等 の ほ か 、 行 政 施 策

に 基 づ く 骨 材 試 料 の 巡 回 採 取 と そ の 試 験 業 務 の 拡 大 、 デ ー タ 自

動 処 理 シ ス テ ム の 導 入 に よ る 試 験 業 務 の 迅 速 化 等 、 試 験 機 器 の

強引荷及び機能の向上に重点を置き 一 層 業 務 の 拡 大 に 努 め る 。 一

方 、 作 業 環 境 に つ い て も 松 僅 的 に そ の 改 善 ・鐙備を図る 。

ま た 、 自 主 調 査 研 究 を 推 進 し 、 技 術 水 準 の 向 上 に 努 め る 。

本 事 業 計 画 の 概 要 は 次 の 通 り で あ る 。

1 . 施設整備事業

(1) 建 物 . t 1' 1t 築物関係

業務の一元化に伴う工事用材料試験煉の改造及び老朽化した本

館施設の一部の改修等を行う 。

(2) 試験機Rf i : . 装置等関係

ア. 耐火 ・| 坊火試験関係

耐火試験用 i隔射百十の購入及び作業能率向上のためのガス配管

の改造等を行う 。

イ. 構造物試験関係

昨年度から継続して笑施している構造体様製、住宅用音11品等

の振動笑験を行うための簡易J辰動台の導入を本年度で完了させ

るほか、土質関係の基礎的な試験を行うための関連機器の主主備

等を行う 。

ウ. 音 ・熱 . ili1J 風圧試験関係

万能フィルターを導入し、最近急地している床術繋音訓1I 定シ

ステムの自動化を完成して試験業務の効率及び‘試験中古度の向上

を図るほか、多点 j品j変記録装置 ・複層ガラス耐久性試験装置等

の寅替えを行う 。

エ. 材料試験関係

設近の化学分析試験や建物調査の増加傾向に鑑み、 ドラフト

チャンパー及び鉄筋腐食モニタリングiJli I定装置を増設するほか、

試験項目の拡大を図るため赤外線方式C O
2

濃度計及び細骨材の

微粉末量 iJIIJ 定のためのS E試験装置の整備等を行う 。

オ. 本所 ・分室工事用材料試験関係

工事用材料試験結果のデータ自動処理システムを導入し、業

務の迅速化・省力化を図るほか、鉄筋ガス圧接昔日非破壊試験機

の新設( 本所) 等を行い業務の拡大を図る 。

2 .  2 附 帯 事 業

(1)  自主調査研究事業

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所在地・・吹田市藤白台 5 - 8ー 1 干565

電 話 ( 06) 872- 0391 FAX. " ( 06) 872- 0784 

業務時間. . 平日 9  :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  0日

土曜 : 9  :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  00 

昭和63年度においては、次のとおり行う 。

ア. 継続分

(ア) 骨材のアルカリ ・シリカ反応性早期判定試験方法の開発に

| 期する研究

(イ) 骨材のアルカリ炭間堂島反応性早期判定試験方法の ｉｾ 日発に ｬ 剥

する研究

(ウ) コンクリート中鋼材の非破壊腐食探査に関する研究 ( 大阪

大学鈴木研究室 との共同研究)

(エ) インバータモーター駆動自動制御静的加カシステムの開発

- 複数加力 fl，IJ 御の場合

(ォ) 憐j 口苦11の熱 tt 流率iflil 定方法に関する研究

( 日本建築学会熱小委員会の調査研究の分但 )

(ヵ) 耐火試験 l時における| 切火戸の漏煙量 iJIIJ 定法に関する研究

(材 サ ッシ及びドアの気密性と遮音性に関する実験的研究

イ. 新規分

(ア) 生コンクリートのアルカリ骨材反応性早期判定試験方法の

開発に |掲する研究

(イ) 硬化コ ンクリートのアルカリ骨材反応性早期判定試験方法

の開発に| 謝する研究

(引 地良却J のtJ 日速度記録の数値化と補正法に関する研究

(エ) 台風l侍の屋似瓦の飛散に関する研究

(オ) 地盤の物的n入試験に関する実験的研究

同 地 盤 の 標 準 i1 入試験においてロ ッ ドに生じる応力波形の解

析 ( 実験的研究)

( 扮仕上材料による床衝撃音低減効果に関する研究

(外 インテンシティ法による遮音欠脳部の定量的評価法に l期す

る研究

(2) 受託調査研究事業

関係行政機関又は建設| 鈎述企業等からの依頼に応じ、随H寺調

査研究のための委貝会を設置するなどの方法で行う 。

(3) 建築技術安全審査委員会等事業

従来から行っている建築主事の諮問に応じて建築物の音11材 ・

構造等の安全性を審査する 「建築技術安全審査委貝会」業務に

加え、本年度は、 「国際花と緑の博覧会協会」からの要請により、

同博覧会出展建築物等評定会議を設置し、その安全性について

の評定業務を行う 。

(4) 工業綴準化法に基づく公示検査事業

本年度も H乍年度に引き続き、大阪通商産業局管内の勺IS表示

許可工場」 について検査業務を行う 。

(5) コンクリート工法研修委員会事業

(6) 情報機関誌 ( f C B R CJ ) 発行事業

2 9  



、可I と地 の 逆 転

放 近 、 心 斎 橋 IfJ i の 南 に 近 い あ た り に な 欲 的 な 現 代 建 築 が ど ん ど ん 佳 ち 出 し て い る 。夫々者11市の中に「図」

になることを巧ーえて際立って臼立つデザインになっている 。 1I ' j o 年、束京の l'r 山通 り を 歩 い て 渋 谷 の ペ ン

ギンＮ￬ｲ￺りのあたり迄建物を凡て回 っ たことがある 。 このルートはいちいちｾ，前をあげないが、布名建

築 が 点 々 と し て 見 ら れ る と こ ろ で あ る 。 と こ ろ が 雑 誌 の 写 真 で 凡 る よ う に は 、 す っ き り と は 11肢に飛びこ

ん で は 米 な い 。 そ れ は 隙 li r J もな く ぎ っ し り と 縫物 が 建 ち 並 ん で 居 り 、 有 名 無 名 を 間 わ ず 夫々 周 り の 控物

よ り は 際 立 と う と し て い る 。街 並 を 「 地 」 と 見 立 て て 「 図 」 で あ り た い と 刷 っ て い る が 、 夫 々 競 っ た 結

:W: .jIJ びr . t 也」に逆転してしまっている 。 むしろ建物の中へ入って見ると、いい，建築家の手になるインテ

リ ア は 流 石 だ と 忠 わ せ る デ ザ イ ン が 感 じ ら れ て ほ っ と す る 。 恐 ら く こ の こ と は 、 一 般 の 人 々 に と って 尚

更そうであろう 。ファ サ ー ド を サ イ ン と し て 都 市 を 俳 回 す る の で は な く 、 い い イ ン テ リ ア を 車itl りに歩き

回 っている 。 東 京 よ り は 大 阪 、 大 阪 よ り は 京 都 の 方 が 未 だ 都 市 の 隙 fl rJ が 多 く フ ァ サ ー ド め 持 つ 役 ;II IJ は 大

きし、。しかしいずれ「図」と「 地」 の逆 転 が お こ り 、街 並 の 他 物 に は 31をもふり li 'J いてくれなくなるだろう 。

( K .  K )  

サイ ンデザイ ン

先日、東京の麻布界限を: iJ H 機 会 が あ っ た 。 外 国 人 の 主 婦 が 街 角 で 立 訴 を し て い る 光 景 や 、 ビ ジ ネ ス マ

ンが忙 し そ う に 歩 き 、 そ し て 若 い 外 聞 の 女 性 を 連 れ て 悶 歩 す る 日 本 の 男 性 を み る に つ け 、同|努 (J'.. J な 街 に

変 貌 し つ つ あ る こ と を 実 感 し た 。 2000年 を 超 え る 頃 に は 、 日 本 人 の 海 外 の 出国 者 は 今 の 3 倍 の 1500J J 人 、

又 、 海 外 か ら の 訪 日 者 は い ま の 10併 の2000万 人 に 達 す る と 予 怨 さ れ て い る 。

日本の布11市 に い ろ い ろ な 目 的 を も っ て 短期 的 に 滞 在 す る 外 国 人 や 長 期 に わ た り 生 活 す る 家 族 、 外 同 人 留

学 生 等 が 今 後 急 速 に 増 加 す る こ と は 確 か な よ う だ 。 外 国 人 も 生 前 し や す い 魅 力 的 な 国 際 都 市づ・くりが必

要 だ が 、 現 状 で は ま だ ま だ そ う な って い な い 。 その一つにサイン( 築内板) の未整備がある。道路、 !訳、

名 純 の 公 共 建 築 物 や 地 設 を は じ め 民 IHJ 所有のビルにおいても、外同人に分りやすいサインの砲やr H i ・充 実

をはかることが急がれる 。 ＴｊＩ［ｾ築物においては、屋外から建物への誘導サイン、建物の表示や 利 用案内 ・

業務案内サイン、 '1工両誘導サイン等の松市H i が挙け、られる 。 又、医l際 的 に 通 用 し て い る ピ ク ト ク ラ ム ( 絵

文 字 ) に よ る 処 物 内 外 の 親 切 な ぷ 示 も 大 切 で あ る 。 そ し て 洗 練 さ れ た テ ザ イ ン で 自 を 楽 し ま せ た い も の

である 。 ( A . I-I )  

風 巴 と 間 合 い

例えば冬、ぼたん汽ーが 降 り し き る 的 去 を 、 広 い 窓 越 し に 眺 め な が ら 湯 舟 に つ か っ て い る 一一一こ れ が 、 私 が

服t ! i ' o について思い浮かべる 一 帯 絞 れ な イ メ ー ジ で あ る 。硝 子一 枚 外 の 厳 然 の世 界 と、内 1H1J の あ た た か さ 。

この二 疋 対 比 に 、 風 呂 の 究 極 の 楽 し み や 、 そ れ を 可 能 と す る 浴 宅 の 設 計 の 型 it! 形がある 。

日本人とJ ! l ' t l . Ｑ＼Ｇ ， の紳はｾ Ａￍ Ｑ < 、人は生まれてまず: 最初に産湯を使う、そして人が死ぬと湯槌で身を泊める 。

産 i4 a や泌 ftuに 凡 ら れ る よ う に 、 円 本 人 は 身 を 場 に ひ た す こ と に よ り 、 人 生 の 始 ま り と 終 り を 阿 し て き た 。

私は夜だけでなく、特] にも風呂に入る 。 私 に と っ て 入 浴 は 、 一 日 の 始 ま り と 終 り を 告 げ る け じ め の 行 為

で あ り 、 そ の 芯 l床 で 大 切 な 立 l床 性 を も つ の で あ る 。昼 か ら 夜 へ の 変 化 、 言 い か え れ は ¥ 動 ( 働 く ) か ら

的 ( 絞る ) 、 j作から動へ変化する、その1 l ¥] 1 半いとして、風呂がJ 7え ら れ る の で あ る 。 と こ ろ で 風 呂 に も 能

の世界に通じるく美学〉が存イEす る の で は な い だ ろ う か 。 世 阿 弥 が 、 そ の 者 「 花 鋭 」 の 中 で 「 せ ぬ と こ

ろ が 而 門 き 」 と 言 っ て い る の は 、 能 で 言 う 間 合 い の こ と で あ る 。 こ の 川 令 い の充実という点において、

一 日 の 芥 ら し の 中 に 風 呂 の1i lfJ 11u . も決まるのではないだろうか。 ( K.  1  )  

億ションと Mans i on 、そ して兎 小屋 と兎穴

地上げ左足と称する職業を認知1 した束京では 1 日単位で‘ ユーズドビルの他段が釣り上るという日じられな

い 世相lを呈している 。 最 近 安 定 し た と い わ れ る が 、 山 手 線の 中て‘ 新築マンションが H 志 向 以 内 で は 購 入

山来ないと聞く 。 雑 言 うとなく H乎びはじめた億ションなる言葉も奇目以に抑かなくなった 。 いっ ぽ う 、 束

京 以 上 に 土 の 無 い ニ ュ ー ヨ ー ク の マ ン ハ ッ タ ン で は 、 日 本 よ り 甘 い 法 規制 の た め か ビ ル の 11I J は 谷 間 の ご

とく企なお 1P ，' i ; ぃ街路となるほど密集しているが、信ションの物件は少なく、東京の半値以下が相場と I:l. fl <。

アメリカではマンションとは呼ばず、 c ondomi ni umと呼ぶ。 ma ns ion と は プ ー ル を 併 設 し た 大 邸 宅 の こ

とである 。 来 京 で は マ ン シ ョ ン が 佃i絡 の 上 で mans ion になった 。 訴 か わ って昨年秋、 日本の住宅". ' j ' ; ，' 1i ' f

制 在 に 英 闘 の 学 者 グ ル ー フ。が 来 日 し た 。 終 戦 直 後 に 建 っ た 民間 の 密 集 木 1.'(" 住宅を訪ね、 2 K に 淑 子 孫 3

代が{ 主む様を凡て「日本の住宅は兎小 屋だと |却し 、ていたが兎穴もあった」と感想を述べている T V ニュ

ー ス を 凡 た 。 - * 京の億ションも兎穴も閏1 l < ' として取り組まないと解決は 11¥来ない問題であろう 。 兎プ〈の

敷 地 で ニ ュ ー ヨ ー ク の c ondomi ni umが 腕 入 出 来 る 見 せ か け の 経 前 大 国 よ り も 居 住 環 境 の lii J上 を 計 る こ

とが 、日 本にと って 兵 の 大 国 と し て 誇 る た め の 21世 紀 へ の 謀 題 で は な い だ ろ う か 。 ( T . M)



イT史以来の人の' : _ ; ; ; みを治ると」、

都市という生活の舞台の盗が川組となる。

人が集まリ住むとい う、ひと つのサ主体γ が

どのように継ノ氏、 1e } 訴させられたか

そこに 、 多くの人の行 ｉｬ､ Ｍ ｪ に対 するや Ｑ Ｇｦ Ｂ ［ ｾＧＱ がイｲＺＱ Ｑ Ｚ する。

市今* 凶の、行Ildi における人の生きざまを、

できるだけ鮮やかにH央しだすような行11 di のシーンを、

1111すステージをじっらえてみたい。

特 集

居住

このような立 ｉｾ ｉ のもとに、とリあえずフアース卜 ・ ス

テージとレて、行Il di の '1' でもや行11心砂と いう枠組みを

設定レ、その! 万 it にかかわる行11di のさまざまな役'Nりや

表情を、多くの人々のコメン卜を '1' 心に構成 してみま

した。

これからの都 市に おけるライフスタイルを求めて、" r ，j l

心居住砂に寄せる 1' 1山な氾lいをはぐくむ- JJ); になれば

と思います。 ( 制-!t幹・J¥- 111"  '11'( 人)

. . j >: り特集制! 駐車ト1>

佐野市1- $111:.¥他二 II I' I' 白 人 向 山 J U 千|刈博 .+rH!ANi Ｎ ｾ， Ｇｩ 水情鈴木克彦小 ｩ ， ｬ￬ 久ｻＭ刊 ｦｩ 出先，ＨＨ ｾｕ 様品



都 心 居 住 と は 何 か

東 孝 光

〈集ま って住むこと 〉は、人類が太古から追い続けてきた基本的な欲求のひとつであり、またそのことに

よって、人々はさまざまな風土にそれぞれ悶有の文明を築き上げることが可能とな った、と 言っ ても過言 で

はないだろう 。

都市とは、その出発点においては、この人類の基本的な欲求に基づく、集ま って住むことの具体的な現れ

であ ったと定義することができる 。やがて太古の集落から 、次第に発展してひとつの規模を持つようになり、

全体がひとつの意図的な構成を持つに至 ってはじめて、われわれはそれを く都市 〉 として明確に意識するよ

つになるのである 。

すなわち、初期の都市は、たとえば‘ 神殿や王宮 、城郭などを核として、集住のための特別な住居の形式と、

それらをつなぐ街路の意図的な柄。成とを組み合わせた固有の形態の具現化であ った。

都市にはもうひとつの特徴があ ったかも知れない 。たとえは. I都市の空気が白吐l を生む」 などと表現され

るアルプス以北のヨーロ ッパ中世末の諸都市は、城壁というI l 艮に見えるは っきりした境界を築き、その内部

に逃げ込めば外での封建領主による身分や生活の全的なれj 束から解放されるという魅力で、人々を慈きつけ

たのである 。 そのことが、やがて近代市民社会の形成への道を聞いたとするのはやや楽観に過ぎるとしても

近代以前の諸都市は、その後の人口流入が支え切れなくなれば、古い城壁をとりこわしてまた外側に新し

い城壁による囲みを拡張し、そして都市内の空間を再整備することを繰り返す歴史を、ほとんど例外なく所

有している 。 <都市〉は、絶えずその領域を明確に示し続ける努力なしには存続し得なか ったのである 。

しかし、遂に十八 ・九世紀の産業革命に至 って、 一層急激な人口の都市集 中が発生し 、都市の領域拡大と

内部の再務備の限界が極ま 1) 、都市 を固い込むという努力が半ば放棄される状態となり、ここに く都心と郊

外〉 という現代都市が抱えている悲劇的な構図が出現したのであ った。

注意しなければならないのは、早くからこのような構図の解消への提案がなされていたことである 。 たと

えば く回園都市〉のような理想都市の提案では、職場と住居を再び接近させ、かつ適正な去Q . 脱と密度で自然

と共存し得る築住のかたちが考えられていた 。にもかかわらず 、現実の者11市の急速な肥大化と結呆としてま

すます都心と郊外が引き裂かれていく大きなエントロビーの前で、これらの提案の多くはほとんど無力に近

く、せいぜい郊外の衛星都市というような方策に 一部が係り入れられた桜度で、都心と郊外を再び統合する

ブJ を持= ち得なか ったことを忘れてはならない 。

今日的な視点から見返すならば¥田園都市の理想像は、その物理的空間的な条件の充足のみにI l 民をや って、

現笑の都市が長い 11.1' 1日j をかけて帯航して きた者1I 心 の歴史的な芯、 l床、私たち の住み続けて きた場所 の記憶など

への 評価が欠け ていた、というべ きかも長11れなし、 。都心肘住の氾i:l !:jミ をIJJJ ｾ、 ｉｦ｛ す手がかり の ひと つ がここにあ

る。

や

ここで確認しておきたいが、 〈都心〉 とは、過去の都市の中心部で、永い年月の間に政治や経済、文化活

動などの結果が具体的な都市空間として蓄積された部分を 言い、 〈郊外〉 とは、その都心部と生活上密接な

|掲連を持つ人々によ って新しく居住されていく周縁部を 言 うということだろう 。

しかし 、今日 〈都心〉が論じられるときには上述のような歴史的替相の集 中する 旧都市 の中心部のみでな

く、その周辺を含んで今日でも都市的な諸活動の行われている部分、いわば く市街地〉全体を泌然と指し示

している場合が多いようである 。
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今日、われわれが都市の空洞化などと呼ぶ現象を論ずるときには、この広義の都心を意味しており、その

定義においてはじめて都心と郊外の対 比的構造が明らかとなる 。

たとえば大阪という都市域において、厳密な定義での都心 は大阪城から中之品一 ffi: を含めた行政 ・経済 ・

文化の中心的建築物の集 中する部分であるが、都心居住を論ずる場合には、恐らく J R  環状線に固まれた大

阪市の行政範囲の過半を占める範囲を 言 うことになるだろう 。

近年、このような広義の都心部でその居住者が減少し、したが って夜間人口が少なくなり、そのために生

活環境としての条件が低下し、そのことがさらに居住者の流出を招いて、結果としての都心部の荒廃と衰退

が憂慮されているのである 。

このよ うな現象の進行する原因の底流として、行政や計画者のみならず、居住者までを巻き込んで、都市

の各部分が、場所別にそれぞれ異なる機能を分担するのが本来のあり方だという、地区別機能分担主義の考

え ) j があまりにも行き iJ .主り過ぎているのではなかろうか。

それも、巨大化してしま った都市のスケールに引きずられて、都心は商業・経前活動や政治文化の中心地、

郊外は静かな居住のための場所という考え方が、現代人の間に棋強〈固定されてしま ったようである 。

したが って、最近のように日本の経済的な力が強くなり、たとえば東京が世界の金融センターの一翼を担

うかも知れぬとなると、たちまち業務地区としての高度の土地利用の必要性がl叫ばれたり 、都心の古くから

の居住者の、 一見条件の良さそうに見える郊外への誘導策が兵農民で、論じられたりする 。

しかし冒頭に述べたように、都市の本来的な機能は集ま って住むことそれ自体にあり、その集まることか

ら自然に人 |首! と集固め相互の不確定な嬢触が発生し、それがさまざまな政治や経済や文化活動の展開を生む

のであ って、最初から住むための場所、人と出会うための場所と区別して仕組まれる構造を持たなかったと

ころにこそ、者11市の本 J丘があ ったのではないか 。

むしろ今日 の郊外における問題点は、居住環境としての鐙備のみに偏り過ぎて、都市的な 利便施設や文化

活動を支える都市空間の不足にあり、そして反対に都心部の問題点は商業の機能のみを追求した結果が、無

機的で人間 l床の少ない都市を生み、商業空間としても活性化が問題となるばかりか、小中学校やその他の生

活関連公共施設の統廃合が都心部で問題になりつつあるとも聞かされるのである 。

このような状況のなかで、都心における居住の意味を聞い直すことは、たいへん有意義なことである 。今

なお都心に住んでいる人たちが、その場所にどのよっな愛着とこだわりを持ち続けているか、あるいは決断

して都心を離れた人たちが、それに代わる何を都市の外に見出したかなどは、この特集のなかでいろいろな

人たちから聞けることとして、私の考えや体験はもうとくには述べない 。

ただ、それらに共通して考えて欲しいのは、今日、 〈都心、か郊外か 〉 とか、 〈都市に住むか、自然の中にか 〉

などという命題での二者択一 的な議論の不毛なことについてである 。

私たちは、まず人間としての生存のための清浄な空気や水、 1百十けさ、空間の拡がりなどを必要とし、同時

に、集ま って住むことによ ってカを合わせ、他者から刺激を受けて自己を向上させ、共に文明化への一歩一

歩を前へ進めたいと、皆が等しく願 っている 。

問題となるべきは、この二つ、つまり個人や家族共々の安息の場としての住まいと、人間的な接触と活動

の場として の都市空間が、いつの間にか反対の方向に大きく号| き裂かれていることへの疑問を論ずべきこと

にある 。者11市居住の意味を間い直す意義は、それを再び近づけ、統合していくため の対応の院索の出発点と

してでなければならないのである 。 ( あずま たかみつ 往築家 ・大阪大学教段 )
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エッセイ

ネットワーキングを楽しむ

コンビ ュータ ・グラフ い クス 大 村ー 自告

大阪市内の都市) ，1:. {主j盆20年 。今住んでいる長肘は 241時間都市であ

る。 R 夜中でも、お好み焼、ラーメン、喫茶jおの食 'J O; : 、飯屋とやIJで

も食べれる 。午前 411寺までι¥fII j もしてもらえる 。11止も選択の '1，1;¥ヵ、状

くなる似の 5 11、子から 7 時の間でも、何か食べることはできる 。 81時

頃になると兵 っ11音になり、行'ill 1 J の選択tl ミがなくなるところは、どん

なところでも田舎と同じ 。遊びが一体とな った公私融合引生前をす

る者にと って、いつでも食べるところカ、ある、いつでも人に会う場

所カ、ある都市が、生活の最適の空間といえる 。

生前のスタイルが、住む場所を決める 。者11心の1' i t ' i 7 ンションに

住むことと、郊外の一戸徒住宅に住むこととでは、ｾ三十円の坊に対す

る4- え JJ が全く巣なる 。

家を買 ってしまうと、1 "1分のものとな った家の 中 を生前笠 IMJ とし

てとんどん充足させようとする 。 食べるところ、以るところ、干寺楽

をIlfJ くとこ ろ、人に会うところ、仕事をする ところ、遊ぶところ、

すべて '永の 中にためこ み 、身動さで きな くなってしまう 。閉鎖型 の

i王み方にるる

- } j 、街に住むことは、いつでもどこへでも移り住めるという気

持ちがある 。家の '.1' に 1'1 分の生活をためこむのではなく、街全体を

エッセイ

自由自在に都市を使い

楽 し む た め に

高11 ，打式| 一岡高 田 昇

私は大阪市内の天下茶出にある r'i い| 町家でずf ち、 25片足で¥' I ' i 塚山の

6  ｉｉｉｾￎ ひと問の木 Ｑ ＧＱアノ、ートで独立、その後ワンルームマンシ ョ ン、

2 0  K のマンシ ョン、そして 3 D Kマンシ ョンと移り{ 主んだ 。仕ーi午

場は Ｇｬ［ｾＧ に Ｒ km 以内という| 見j係 だ。 その体験から今! 必じていること、

それは II.¥'II ¥J と空間の ，，1I] j(LI の I'IOJ さということにつきる 。

34 建築と社会/ 19槌 年 5 月号

向分のものとして使う 。マンシ ョンでは充足しない部分を街に求め

る 。 喫茶府、ホテル、劇場、映画館等々を ｉｾ 分なりにネ ッ トワーク

して使う 。街を生活空! 日! として使えれば、家の中に何もいらない 。

{ 討を自分の家として使うためには、いろいろな場所へのアクセス

が迷いことが第一条件である 。 いつでも、すぐにアクセスできるこ

と。大阪市内であれば、地下鉄かタクシーがある 。f封に住むことは、

|羽放型の住み万になる 。

都市に住むのは、 24時間の飲食J苫と 2411与問の移動の向由とさまざ

まな人がいることだろう 。者11市での人とのつながり方には 二つの l師

がある 。一つは友だちになること、もう一つは新しい出会いがある

こと 。

長居に長〈住んでいると、新聞を売るスタンドのおばさん、| 携の

庖のおじさん、 {1i の人みんなと友だちにな っている 。 東京ではホテ

ルに{ 主むことになるが、 f封と同じように長〈使いこむことにより、

クロークの人、フロントの人々と友だちになり、 「住み心 地J が良

くなってくる 。 ホテルは 24時間関いているし、使いこむほどに友だ

ちができる 、まさに街の 中の "{!i" のようだ。

また、都市は新しい出会いの場である 。一対ーで話しているのは

ネ ッ トワーキングではない 。 その人のも っ ている Ｑ Ｍ ｔｽｾＨ 、その人につ

なが っている人々と、自分の持 っている 1Tiif 、向分につなが ってい

る人々が、その人と ｉ ｾ 分ヵ、 出 会うことで ［ｩ［ 月半しあうのがネ ッ トワー

キンクである 。 このようなつながりが生まれるのは都市だけだろう 。

街は人との出会いの空間 、生活の空間であり、街の{ わ、 JJ 井手が、

その街に住む魅力につながる 。

( おおむ ら こういち 大|以学院大ザ: 教佼 )

インタピュア ・小浦久子

Ｑ 日 ＲＴ 時間｝あ っ ても、 ｉ ｾｉ 分でド ｼ由 に使える ｈ 寺聞というのはせいせＧ

い 41時間l ぐらいである 。 そのうち仮に 211寺11-I J を通勤に貨やしたとし

たら、もはや半分の自由を奪われたことにな ってしまう 。仕 'J": とそ

れを支えるための11制限 、食事 の l時IHJ だけが大切なものとの巧え} ] か

らすれは¥そのことに疑問を感じずにすむのかもしれないが、もう

そんな H寺代ではないだろう 。 自由H寺聞の拡大こそ人! 日1らしいライ フ

スタイルにつながるはずだ。

日本の大都市とくに大阪は、そんな忠忽を全くどこかに忘れたま

まつ っ走 ってきたのだ。 ヨーロ ッノマ、アメリカのとの都市でも、夕

) ] 以後の都市生活が熟年にも高齢者にも 12かに彩られているのは、

何よりも都市に住み続けられるようにな っているからに述いない 。

私が今住み、働いている荷主長山界わいは、かろうじてそれに近い



コルティッソに住むロザリ

ーナの20年

者11市計四 CAT E RI NA NA GA MI NE  

ロザリーナは毎朝ヒ‘ルの ｭＮｨｬｾ にでかける 。 それは ＲＶ 階建てのカラ

スリ長りのビルであり、サンパウロの ｾＱ Ｑｉｉ ｊ ｬ［ ｈ 'や心業務地区に位前する

(ち なみにサ ンパウロでは現在 ｾＢＧｬ ｎ＠ J引の '1' 心業務地 I;{ が成立され

つつ ある) 彼久 のt五まいはサ ンハウロの歴史的都心と同 JUJ に、イタ

リア人労働{ i . を対象に形成されたコルティ y ソの '1'にある 。 コルテ

イ y ソはその歴史的都心に隣接しており、新聞やラジオ、あるいは

登記簿等には峨らないような業界に |掬する情報と人脈の拠点である 。

このコ j レティ ッソは、イタリアン ・ネオクラシ y クスタイノレの納

長い集令住宅であり、おおよそ 2000人ぐらいが住んでいると推 illtJ さ

れている 。元来の一戸建住宅も、今はさらに分割され、 一世' 貯が一

部屋に住むようにな っている 。住民は今や、イタリア人移民に代わ

って、京北地方からの元小作人を中心に職を求めて流れ込む人々で

ある 。 ロザリーナもその一人である 。彼女の日常生活は、同懐中の

マリアーノと五人の子供 ( 三人は笑の子で、残り二人はゴ ッ ドチゥ

ドレ ンである ) とー絡に、 21m'の一 間て‘ 展開される 。

7 リアーノは現在、近辺にあるビルの建てかえ工事かー行われてい

る現場で働いている 。支払いは日当であり、正式に職員として登録

されていないため、いつ1械を失うか分からない。 この工事現場に働

いている労働者のほとんどがこのよ 7 な状況におかれている 。 この

人迷の大半は来北地方から出てきて 2 - 3 年になるものが多く、大

都会での持らしに、まだ多くの希望を抱いている 。

@  

生前ができる一回を形成しつつある 。おいしい食事のできる応、良

い脊楽を聞かせるところ、気に入 った商品が見つけやすい席、夜お

そくな っても友人と溜れるサロン、特に用がなくてもぶら つと歩け

る道、立ち止まれる街角、そんな道具、主てがそろ っていないと都市

に住む意味がない。

もう一つの空間の自由さというのは、全方向性ということだ。阪

急沿線に住んでしまうと、その沿線ぞいに移動するか、それともい

ったん悔旺l に出るか、という 1T動しかとれなくなる 。だからたいて

いの人は近鉄沿線とか南海沿線とかはもうよその固にな ってしまう 。

者11市に生きる| 浪 1) 、その者11市がもつものをフルに自分に生かせる

ような住み )5 をしたいものだ。 しかし現実は、地価、環段、生活サ

ービスなどあらゆるところで不自由さが大きくな っている 。今切り

イタリアン・ネオクラシックスタイルの町並み

ロザリーナの場合は、こ の コルテ ィッ ソに{ 主むようにな って20年

になる 。今では名の知れたリーダーの一人である 。 自分の持 ってい

る情報と人脈を頼 って、マリアーノのような人が、峨を J史しに彼女

を再生ねてくる 。若い女性には家政婦の世話をした りする 。 そのため

には、自分が勤務するビルの '1' のいくつもの会社の中に顔見知りを

つくゥ たリ、あるいは、都心ならではのインフォー7 ルセクターに

関する情報を常に把出している 。彼女がそれまでもの侃験で、イン

フォーマルセクターでの仕 'J' i は一切保証されていないということを

よく知 っているからである 。

コルティ ッソの中での生前は 14Eではなし、。住民の出入りが激しい

ため、{ 主む環境に対する認識は的い。やむを得ずシャワーや洗泌場

は共同であるが、蛇口や屯紋は釘] らぬ li ¥j に盗まれており、毎日十去、

71 < を浴びる 。 こぎれいに新型されているロザリーナの住まいから一

歩外に出れは¥そこはゴミ恰て場代わりに使われている、出めき っ

た廊下である 。

家1 ' ( の価格からすれば、郊外で一軒家が借りられるが、あえてロ

ザリーナはコルティ γ ソを出ょうとしない。いずれは、市の行政が

スラムクリアンランスを ｾｊｪ 血することになるカヘロザリーナはまた 、

他の中心業務地区付近に、他の大勢の移住民同様に 、新しく、コル

ティ ッソを形成するであろう 。高11心に住むむことは 、彼らにと って、

生存の必然的条イ牛であるからである 。 - m: 文は日本Mf ー

一一このエ y セイは、1' 1. . がブラジ J レ11<1サンパウロ州サ ンハウロ di における スラ ム

問題に| 到して淵伐したも のにも とづき ます。日本では現品、都心に住むことは一

つの 社 会 ＨｊＨｊ Ｑｉｩ ＱｊｉＢＱ と し て 凡 ら れ ますが 、サ ンハ ウロでは、日本 で は現 ｉｉＮｾＮ 点では巧え

られない生活械式があリ ます。

( カテリナ ・ナガ ミネ 地域，l [ - I，hj . 処築研究所海外技術者研修' 色、 ブラジノレ)

エッセイ

かえのタイミングを失 ったら、もうチ ャンスはいつ把えられるかわ

からない。

( たかだすすむ C OM訂同研究所代ぷ)
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市 場 た る 都 心

WI"{: 中. 安 在 j各

す { ｉｾ＠ ， 

この吋i も、l ，i，'，':IJ ' i の川合に qj - くと、 Ji.11 場( l i . l l ごとに立つ d1場 )

と，'i' ，会うことができる 。政 )J とともにいちに集まる人びとも変わっ

たけれど、まだ iTながらのj瓜jJt が伐 っている 。ほしい物売りの声、

サーカス ｦｎｽ ､，ｾの ｬ￬￭ｩ の符 ｈ 予ひ Ｉｬｦ 、屋台で久しぶりに会った人びとの

楽しい) l . - f …・ 。 さまさまな Jおが飛ひ、交う li. LI j必は、必 (1. (([ 、山) 村

氏の Fト'.i!li・ '1". i;ri  ｾＧＱ を交換する場ばかりでなく、、ｼりしな円常生活坊を

逃れ、好奇心を il: l. j ) i させる似り場ーであ った。 人びとが生川のために、

また! i } (，i' 心やi QL びをボめて ili くから; 台' り%ま ってき た、あの胤り場

では、だれもが主人公なのである 。

l'i ll 心、そこは Ji. LI J坊のような雌り場である 。 行11心J;JTU:は 、スーハ

ＭＷ ーケ ッ トや Ｈｊｉ Ｇ￭Ｚ ｊ ， Ａｾでの ｘＮＺＨ ぃ物と述 っ て、みずから主 ・ 治Ｚになり

うる l i .H坊での千( 6きのようなことなのである 。

給与生前、物質生 ili のII ，j J -.、 行1I di  ｾ Ｑ ￬［ｪｊＡ ｉＡ 、地 ｩｬｬｬ ｩ ｊ Ｑ ｜Ｉ 協は、布 Ｑ ＱＱ 日〈のｽ丙

住地を郊外へ郊外へと迫い，'1' ，し、 1故郷心( セ交1，外の J;r;-f主立識を悶 7れさ

一一一一一一一工ッ巳イ

たくあんのはなし

古111主fjlJ のスハイヤ一間 ・ 処 築 芝
静 代

大| 似の点1) (1'宇 IIr] ! J i 品目見は大阪にはめずらしく 坂道が多〈、 A- L. の家の

ｬ￬￭ｪ の ｪ 且も急、な ｬｽ えである。 Ｊ［ｾＨｔｴ ちの ，｛［ＱＮ 、にと ｊ て、 ｊＩＭｩ ［ 立のあるＡ氏以は

なつかしい このあたりは、大 li ーから人ヵ、以111%まって 必 らしてい

た ｉｾ￭ 、つまり仰心なわけで、， Ｑ ，い例わしゃ処物が伐 って いるのも私

にと って jJ; 心J也がよし、 。

36 

せた 。郊外J，J} 住の定ポには、交通網をはじめ若Ildi 下部構造の主主備の

［ｩＺ 月Ｎｾｾｾが大きいＧものの、も っと 似 ｩｊｊￍｉ を探 って 見ると、情報手段の発達

により人びとの好者f 心の減、千子旦I ! 性、平IH!l2'lt に似也いたプランナー

や研究者による住屑空 II¥J の均質化、それに i:le う都心 、郊外 、地 )j の

区分を併とした居住地計画に 1ft: 凶があるのではないか。結巣、 rlil:易

はスーパー7 ーケトに、銭iJ)il ; j : ユニット j駄目に、近所 H¥J の留守番は

オートロ ノク に管わり、住宅地は自然発生的な 11汀から開発業者の手

によるっきられた町。に、居住者は主体からはずれ、単に利用者 、

お客と転然してしま ったのであ る。すなわち、人びとはみずから願

った生活の場から1 "1分がl疎外される結栄を生んだのである 。

都心に戻ることは、居住の場にかかわるところから本来の居住へ

意識が戻 って きたのではないか。 日11/11自の歩行者天国の笑現、そこ

で向然発生的に起こるさまざまなノぞーフォーマンスやお祭りは 、人

1M'! 生活において緊張と興奮を迫る機会を求めている都心居住者の、

小さな身問えのように比える 。 さまざまな人間、多様な空間とイベ

ントがあり、参与も観戦も傍観もできる、すなわち、だれの干渉も

排除した精神的自由が満喫て‘ きるところに都心の魅力がある 。

計画という大義: ? " 分により、向然発生的に繁栄してきた盛り場を

取り締まることなく、 利便性を求めて rl発的コミュニティー上場を併

とすことのない、 ｊｪｾ 11 ｪ 必のような Ｑ ，Ｇ ［ＧＨ ト ＺＧＡｾＯｉ Ｍ ｜ ｊ は巡られるのだろうか 。

Ｍ ｉｾｴ 文は日本，，Ｏｦ ( アン ージェラク 京都大Ｂ，Ａ大Ｇ下院時 Ｑ Ｚ ，［ ｾｦＧ ｅ 、総回 Ｉ

都市の、ある 'l[ なし日の的京一ソウル束以 il ，'1

自の前の釣お11が、 ':VJ 8  11寺、金正午、タ点IJ 日の入り時にゴーン ゴー

ンと打たれるのも、本当に j且L怖があって気にいっている 。

そして、ここではたくあんをつけることができる / というのは、

背の出物J哉のようなものを台所の外に設計した 。 コンクリート幣で

図 った物入れのついた北側の小さなベランタのことたが

さて、 12月1' 1" 旬、ほどよく干した大半Hを30本ほど仕入れ、木の-

J 卜降、ぬか、嵐、調味料を用意した 。問題は屯イ {だった 。大きなI ! 'l

物; r，はどうしょうか? いろいろ与えた末、1 I i 一日 11M日に -f f : j J とと散歩に

ゆく大坂城から、しばらく ig' りてくることにした 。令計 20旬以上は

あるイ[ を 2 、 3 コ拾って、 n転 'Il のカゴにいれ、前後に ー子供を釆せ

て、ヨタヨタ坂をのぼりくだりして、やっと削ってきた。

イ{ 共も寝，' i t ，十まった夜中に作業を始める 。ぬかと大似を交互に併に



く都市一世> は都市に自己

実現の場を求めた

大阪 rli 役所 岡 田 信 幸

ポクは 20数年米の ms rl i'! :_ i(fi  f ' i ' で‘ はあるが、高11心 肘 住 者 ではあ りま

せん。が、 1M心府{ 上J と百えば、ボクの級友の一 家 が、世IL i 皮から

れで 5 分ぐらい( f，定歩で20分ほど) のところに住んでいるので、よ

く- J t ( 終' 必 'I( に来り i笠h て ;(1めてもらう。一一彼の家は、今ではめず

らしくなりつつある. 1 ( J 1 t 'I' 21滑 . Illl ll 1，5 聞 の 8 'Iq: 民民が 6 快 伐 っ

ている一角の内の、 2 r
I
に犬婦と [-供 3 人に lせ視の 311上代で住んで

いる。 よくげiめてもらうのはボクだけでなく、いろいろな友人

たちヵ、 ( 全 IJ <I から ) 集ま ってくる。それは、 者11心の似不1Iのょいとこ

ろに住んでいるということもあるが、{ 皮の家族の、大阪のド川の人

'1'1'1まる山しの気さくさによると J41、j っi L るが、とり 1っけ l社，rJlの f正イ1:ヵ、

大きい 。その「お ! 手はん」は 、70歳を組えているがまだか、泌さんで

11;れ、ており、休みの日にもとび位! って いる行動派である

彼女は、昭和1初期に小学校を卒業してすぐ回合から大阪に 11¥て、

tz"l' 本公をし て 川? ? へ !I: j忌リなど をしていたか、今はらう亡い( 魚

屋で丁税指公をしていた) 税父さんと見合いをして世怖を持ち、 2

人で'f(" 屋で 1効いて、 'il l ( 後すぐ今の家に借家で入つてのち払い 1; げて

もらってすうっと住んでいる。この「父吋たち J の大阪( 行11会) に

出てくる過 ｎ 、 Ｑ Ｑｩ 与の大ｼ以てマ〉行 ｉ ｬｲｬｬ 生活のノ、ターンが、 ｉｾｪ ifi 以降の

近代布Ild1 ' 大| 阪を文えてきた行lidi ，111 たちの、行[1di への: 1¥1'1 とn! ldi' j:_

i1 i のハターンの 1[ ，( 形であったと忠われる。また、 'i lXHij の J.: 11J;i の di11r

ｉ 也は日本 ーの ， ＺＧｾＧｬ 色、皮自 ＱＱＱ ↑ ｩ 社会て世あり、 ＱＱＶｫｭ ( 昭 19) の11![ 以をもっ di

屯の発達により、都市生前 = I行11心1j I ; ' 住」であった

}  Ｑ＿ｌｾ駐車恥パうイ

共同住宅北側スケ ッチ

つめていって、故後に大似の柴を倣きつめ、本訟をして呪イ i をのせ

る あとは JKがあがってから、1 f ( 1 i を少しずつ粍くしていって、じ

っと f-!); つこと l カ月

1  )  1  ＧＱＧーはにた くあんカ、 ［ｴｩ かった Ｏ隣 ｪ 丘一 ｉￎＩｪ に ｉｾ じりまわリ 「うまい Ｏ

大阪 ・ ＱＱｾ ｦ｛ｊ抗 ｴｾｬｾ にもこんな家並みが残っているが ＮＮ Ｈ綱 ｾｭ 加初

戦後、 '60年代からの，rU'/ lぇ大 1111 の工業化を主制! とする ，': :i1立経済

成長は、 I1 本ダIJ 1: .，) 全体の、とくに 三 大都市| 些| を 小心に; ' ; _' . ; i l i な行Il dl 化

をうながし、行 Ｑｉ ， ｉ￮ に ｬ 産業ーと人 Ｑ Ｑ を集 ｉ ドさせることとなった。当 ｉｉ ，ｾＧ、

IlJ 合から部会にあこカ、i L て、また、しかたなく都市生 i(fi .ti にな った

山二少年が 地 )j から郎会へ" 埼い tHされるとは、 18111: 紀 以 米 の r ?illrll

は人間l をJ ' J rll にする j という近代に対する幻危! が、明治以後の日本

の; [ i : 代化においても 作i凶I(J に(F. (，: するということであり、また 、明

治以後の近代化ヵ、山村の余剰人 11 をl'iI lrl ' i の工業社会へと l吸収したと

いうことである J ( 松本他ー)

1M心 肘1主の魅) J J というか I ｍ､￯ に｛主む ｊ という立， ｩｩ ｜ＧｩＮの ｊｊｾＨ 点は、

〈行[Idi 一 世〉に おいては、n ! l diに流入してきたときの心的なリ状 i)/' が、

11m心 l，r}( i : Jの JJ;¥点を r14行していた のではないか ? と思う 。

部会へのあこがれには、近代文明 ( =都市社会 ) へのあこがれと、

日IJ の新しい枇界へ解政されたいという ( =I I 由への) あこがれがあ

るが、それは、行11けi を 1'1 ｌＧＮ災現 ・ ｊＧｊ己表出の ＲＴＷ として ｾ ｉ ミきて いこう

として流入してくるのである 10年ほと。前に ffzちの叩ゆii J という映

Ji III があ ったが、その「然」は 、打[1心の魅力そのものであり、行11心 は

「然」の ＧｉＺｾＧ 打ちの場である。その目 Ｑｉ 心に肘住したいというホ ＴＺ げは、

現実の行Il di ' U円において、少なからず以切られてしまう の だ が ・・ 。

Il]j iれから 'i 史的までの近代n I I di 形 成J切のく布IldJ ー l止〉のf - ! J I，は、 JJl_

(1:、 l' . IIrI' i 生活の くよ 11り で あ り く二三 世〉である。彼らは [ - 供のとき

から幼児体験で、 Mdi' l ' . i ，' j が身についている ー ) j 、i滅後の1何度成

長期jにr. l idj へ流入してきた行Ildj 生活〈新一世〉たちの布Ildi への氾! い

は、 i主う! 必党であろうと忠われるがー ー。

U; か た の .1' ゆ き 大 阪dj r. li di ｴ ，Ｚ｣Ｎ ｦｾ ￎｩ＠ Juj ti!: .11 ;1!;，l主..1' ，ぷ)

工、ソ包イ一一一一一一

と一人悦にいっている。今年の冬は、カラスブロ y クとメタリ γ ク

タイルの外装に大十'1{ を50本| 二してみたいなあ と思っている

川 ｩ 汽みの大 ｊ 以城 の がは、 ｾｾｭｳ きｩｌいに洗 って、 Ｒ Ｉｊ 木、キチンと

J じの場所にi ! 6 した

今、がの ＧＶｾ リ ;Jj' くの公 1..1のくちなしの，f t ! ( 込みのドに午. えている

ノ、ルノノゲシの新月ーをつんで、コマアエ、 illl いためをした 大 阪 城

公1..1のつつじのM込みに '1: ，えているカラスのエンドウをとって、i I

の身にしたり 、ノ 、ルジ ｊ オンの ｾＧｩ } j をとってお以しにしたり、どれ

もみんながの作りがして行かョた

こうして、大| 似のド1 ' [ . ん '1' で、. fl、と r ! J 七にと J ての行li 心の作らし

を心から決しんでる

しば しすよ 的水合ＧＧＧＧｈｬｬｾ長 ＱＺ ー ＱＧ ， ｦＶ ， ［ｊｲ iヂド)
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変 貌 す る 過 密 都 市 ・ 香 港

新日 Jix ・芥i必llii :{I:μ 牛 尾 好 孝

? 号: 泌を訪れた人が筒かされることは、帆柱のように林立する高層

アパート併ではないでしょうか。 これはまさに人口過密都市香港の

象徴であり、また芥 i住人の11，よ大なエネルギーをも感じさせてくれま

す。朽: ; 必は芥 i必! ; ; を含めた大小 236 のJ; ，j と九il包斗土! 斗からなり、而*ii

は*};t 布I1の約半分、人口は約 550 万人、人 l-I ' l長)Jr約5100人/ km' で、

世界でゴ誌も，:':j < 、とりわけ) L 簡の深水J歩は 16万人/ km' 以上とギネス

フ ックに計上されています。

当然、このような過街都市ですから、庭つきの家というものは非

常に少なく、お令持ちも含め、ほとんどの人は中向! 習のアノ マートに

住んでいます 。 他のＺｬ 三 ｩｩＧ ｪ Ｇｦ Ｇｩと比較して、住宅 Ｑｾ は異常に高〈、東京

並みで、 - 11[1ーのアノマートを 紋数の家族が使用していることも珍しく

ないと聞きます。 ( 主毛・)¥"h'1がこのような状況であるため、住居はた

だの絞る場所という感じがします。繁栴街、レストラン 、娯楽施設

は平日でも佼 i!t くまて' 普段必姿の人であふれかえり、われわれは香

港という都市のノ、ワーに圧倒されてしまいます。

このj f ! ! J 密行Ildi が、 1997年の rl Ｇｩ ｊ ， Ｑ へ の返辺を持え 、大きな変 ｾｩｴ を遂

寄港j;4セントラル( 中広v地区オフィス{ 封( ビクトリアピークより)

一一一一ヱツセイ

A  MA  TTER OF  CHOI CE 

エ γ セイスト EL I ZABETH OL l VER 

必は、能勢に住んでいます。周I!t- Iを山でかこまれた農村です。 し

かし、大阪、神戸、京有11の布11心 lこ、 '11で約 1 11キli¥lで行けます。 リビ

ンクールームからは 、妙凡山と、その制 ＧＺｾＡｩ Ｇ に 点イ Ｑ Ｍ Ｎ する ＱＲ 家が見えます 。

わの JJ Z と、 I=l: iの後の川のせせら ぎの1 i : が大きく 聞こえる的かな所で

す 。 Ｑｴ ・ ｊｾ から の ｨ ￢ り道、峠を越えると空気 の ｬ 床が述います 。 夜空に
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げようとしています 。 質の良い ｭ ， ＧＺｾ 府アノ ｦ ートの大宜供給によるニ

ュータウン 、新界地区における新工業地司? 、そして香港島のオフィ

スビル街の形成、それに伴う鉄道網、道路網の整備。 これらすべて、

人口過魯: を前提として、炊い土地をいかに有効利用するかという観

点から計画され、実行に移されています。アノマートは 20- 30階が一

般的、工場は数附往て、道路には 2 附処てパスが走り、オフィスl 1i

の ｭｾＧＺ ｪ ｊ 胃ビル鮮はニューヨークのマンハ ッ タンをＮｩＱｦ氾Ａさせます 。

このような都市づくりがずf 々と進む中、欧米の金融機関がアジア

の統柄本部を束京から丹治へ移す現象かおき始めているそうです。

これは f寄港が、東京と比 E絞して経貨が安くあがるというだけでなく、

この都市づくりにより、高11市の利便性( たとえば、空港が近い、職

住接近、使利な交通機関etc.) を高めつつあることもその理由のー

っと思われます。

新聞によれば、寄港政庁は「われわれは年間 1 億香港ドル ( 16億

円 ) を使ってコンサルタントを履い、 10年以上の視野に立って、布11

市づく りのデザイ ンを ttl いている 。アジアの中心としての魅力を維

持するために ...... J と言っています。前点力を秘める中凶という大

|玉|をパ ックに、? キ i佐は今後ますます成長するでしょう 。 そして、ア

ジアの経済の中心が米京になるのか、香港か、注目していきたいと

思います。

( うし お ょしたか 新日本製鍛株式会社中悶銀行香港支杭ピ J レユンJc船長)

香港島の高層アノマート群 ( Nort h Poi nt  ＼ ｾｴ Ｎ角 ＩＩ

は、 I誌が降るように車nいています。都心では、とても味わえないも

のです。

ｬ ｢｛近、十数年住 んだ集係から Ｑ キロほど自 ｦｾ れた所に ＭＱ Ｑ｛ｦ 家 を建て

て砂り住みました 。 水道もｾｲｌ公もなかった南向きの斜面です 。完 成

するのには、まだ 1 年 Iill ほどかかるでしょう 。前の家は、土地が130

坪ほどの占ぃ良家を買 ったものでした 。 しかし、犬が1常11寺いるもの

だけで Ｕ 匹、ｾ￺Ｇ ｩ 数匹、ポニ一、山羊、鶴、家 ＱＱ 鳴と、動物が ｨｧ えると

手狭になりました 。犬が定 1) ，氾るためのスペース、近所への迷惑な

どを巧ーえて、ここに移り住んだのです。動物が幸せに生活するのを

よ Ｔ るのが私の故大の楽しみの一つですが、これも初心で得るのは ｾｦｅ

しいでしょう。

山の中の _ 1p. 1家で淋しいだろうという人がいます。とんでもあり



天 津 の 住 宅 環 境

制I} i rJ i役所 ・J. iij 州 当 j: ，(I・μ 楠 本 利 夫

今の中国で、 「家」といえば、通常はアノ三一トの1 H1泌をさす 極

端な住毛不足の 中国では、 「土地付き一戸建て住宅」は、望むべく

もない。 30歳前後の新婚者用アパートは、 15111'位 j立の 1 K が 11
1
心

中国語で部屋のことを「房間J といい、この )j} It l J を予に入れること

は、日本では忽! { 象できないほど 、むずかしい 。 11
1
1玉| では、役所や会

主1: など、勤務先のことを「単位j と11乎び、この単位が「ゆりかごか

ら必場まで」生活の面倒をよL ることになっているが、結婦にも、I j l

位の上司の許可が必要 、房 I}IJ ももちろん単位が佳設し、{ 共給するこ

ととなる 。

天ゅのような大都市では、房間が絶対的に不足しているので、 }j}

/l jJ を入手するためには、 「走後 門J ( ウラロ、コネ) が必張。b5111J

配分の縫| 肢をもっ人は、通常、単位の位台 lj 牟長( 庶務部長) クラスの

人だが、何.:J';. にも 、ふだんのツケ届け、人間JI 長l係がモノを言う rl'l国

では、房間入手にあたっては 、 l ' i : _ i l l な外国製品がモノをコう 。最 近

のfl l場では贈答品は、日本製のラジカセではまだト分ではなく、 11

ｾ製カラーテレビだという 。 平均月収 Ｑ ＰＰ 元 Ｈ ＳＵＰＰ 問 Ｉ .f .1U交の中怪|

一庁Ifll ，山1，のスホ

のノ、フォーマンス。

?ー党の i尭が切lタ 2 li.!1も行 っ

たドーナツとカフェオーレ

のお! 市は、r . l 1心のスイート

スポ y ト。

u 多き川辺の r1i い 1将司には

ジ守ズが似介います

ニューオーリンズ( アメリカ)

リ氏、文 NA OT O. T A NA K A  

人工自的リに造ら 1れLたI沌屯にむ n然のt紋kカ、やさしい|除注 を

必とします。

二人だけの 11ーいささや きに酔うカ ッ7 1レや

無羽 ＱＤＮＨ に ｩιｾ ＮＺ 子供述が印象的でした

ポートランド( アメリカ) 炉

ません 。布11心やニュータウンに住む友達などが、週末はもちろん、

しょ っちゅう遊びに来ます。高11心やニュータウ ンの生活では 11出ij1.こさ

れないものを求めてくるのです。 それは、美しい空気や、 !H の 11
1
で

動物とい っ しょに必らす生日だけではありません 。

日本のニュータウンには、イギリスのサノ〈ーブ ( 郊外の住宅地 )

のような歴史がありません 。 イギリスのサノくーブには、そこに住む

人たちが長い年月をかけて作り上げた個性があります。 円本のニ ュ

ータウンは、どこへ行っても 同 じようなコンクリートの111で、人び

とは、数部屋の壁の 中 に閉じこめられています 。 設 ｾ Ｇ ｉ Ｂ こは、学校や

ショ ッピング ・センターなどには十分な配慮がされても、そこに住

む人たちの文化的、社会的交わりへの配J.r.'d: が足りないのではないで

しょうか。

では、月収の 10倍以上もするカラーテレビは大変な i'l ，[ [ 品だが、{ 主

' ちを入手するためには背に肢はかえられないので、コ ッソリ、上司

の家に届けるという 。

単位が挫設するアパートでも、そのすべての房 /l IJ を、その単位の

従業以に分配できるわけではない 。 というのは、水道会社、ガス会

社、 1正公会社、はては郵便局までが、当該 ij l{立に対し J万川の ;li lJ り当

てを要ボすることが多いからである 。 この安 ;Jとを m汗すれば、水道、

ガス、川公の供給はいつになるかもわからないし、郵便が配迷され

るという保証もないので、単位の点任者は、どうしても妥協せざる

をえない 。 なにしろ、 ，/ 1 ｲｉｉ では「仕 Ｇｊｾ は ｴ 制以」なのであり、これら

の水道、屯気などのサービス会社も、i ' l L . の他|肢を主娠しているの

である 。 もちろん、仰f I 以は f伝統につながるわけである 。

ノミilr の術を歩いていると、 rf矢田ー大会」というタレ必を 比かける

ことがある 。}Jj 間の流. i J . ! l rJ i 土あともいえよう 。や っ と1主毛を予に入れ

ることができても、その) j } I /¥J が日V) め先から i返すぎる場介など、少し

でもＮｩｊＮＡｬｾＩＩに便利な場所にある ｉｊｽ 川と交換する 相 手をさがすわけであ

る。新聞紙大の紙に、自分の) ) } /l IJ とJむ望する} ) } / l ¥] をよ見でJi- き、紙の

凶すみに訂を泣いて、 - 11 11] 、道路に) J 裂かけて、さえ: f免fl l l 三があらわ

れるのを、じ っ と作つわけである 。 100 人以 |二の人が道路に紙をひ

ろげて座りこみ、それを n転 l/ i . を押しながらひやかす人波をみるの

も、娯楽が少ない天il t! !J イ1:はの数少ない楽しみのひとつ。

(く すも と とし お 神戸市浴符 J.. Ｉ 総 Ｇ￬ ［ ￭Ｇ ｬｊ ｦｊｾｬｩｬｬ 情報対策 ｡ 謀長 ・ ｬｩ￭ｪｪｬ ｪｉ，［ ・ パバ経済

貿易連絡 ' Jq: i ) 所長 )

エッセイ一一一ー一一ー

者日心についても同じことがいえます。 たしかに、そこには、すば

らしい博物館や美術館、テノえートや良いレストランがあります。 し

かし、 ..Ii い町並みが取り域されて新しい ll.5府ビルが往ったびに、内

い閃｛がも っ ていた Ｔ 虫特の生活の ｴｽ いも、Ｍｴ ａｾ 、 ｬｾ られていくように忠

われます 。 そこに住む人たちが n分たちの11汀を作り上げていくイメ

ージは汗かんできません 。住民のIIrr づくりはどのように巧えられて

いるのでしょうか 。 ｉ ｊｩ ｉｾ 文 は ｕ ｬ�Ｚ ｬｬｨ Ｎ

(エ リザベス ・オリ バー エ γ セイスト、イギ 1) ス)

論間十
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下 町長 屋 コ ー ポ

ろじこおと }i 仙 ・処 築 谷 口 康 彦

H自利58年以から J j0H泊長 l互の位て伴え更新を illi めるキャンペーンを

住宅 ・ 有 Ｑ Ｑ 市 ｾｈｾｻ ， ｴｩｩ 公 ｼ 苛 Ｑ カサ ｦ ｩ め て Ｔ 年、クループのよびかけが始められ

て 3 年、 I;"J 倍野から; j ; 、いて約10分 、H:ij 住性t令 J也で長屋の伐る大阪の

下 IUTの 一 角 ( 111林野庁街合跡地) に、 H乍年 10 J - J 、グループ分設住宅

、ろじこおと。が光成。 15世，H? 、総勢55人が生活を始めています。

地区の周辺は、 )H攻災地区でもあり、 Jj 或Ijii 長屋に代表されるよう

に、地域の処物はｾ 何化 が ｩｬｬｩ んでいると 同 ｈ 寺に、薬局 の ｪ 市日 ｩｦｴ には、

必、ん l)j の紙おむつより、大人の紙おむつのほうが目立つほど老人の

多いところでもあります 。 しかし、市場の! ! 反わい、 J苫頭て、手焼き! 計1

日本的な も の を一 心に、

まちに. • 

Wi 学生 P R A S HA NT PARDESHI  

ぷは大阪外 ｉｉｉｾ 育大 ＧγＺ の Ｑ ｉｮｬ 生で、いま ｉ 吹日Ａの ｩｗｾｾＺｦ￬ にある留学生

会自Hに} ，I: 休しています 。 4I l 符の庁Ilhl に住んでいますが、全部で50人

( うち女性は 3 人) の比一同 '1三1円です 。 それ以前は点京の下 1111 、木場

で生吊したことがあります 。 円本の抗11会は、交. i J . 自の{ 必はよいのです

が、物11日iが! 日j < 、とくに右、たち十11学生には生活しにくい所のようで

40  

餅をが' t < 爺さん、手入れの行き }III いた路地等、 ihらしさを卜分感じ

させる袋ぷはたくさんあります 。

やろじこおと砂では、勤務の布11イ干て。rJ i 内と 11] 外で 二重の生活をし

ていた- w 刊ーの転入に代表される都心不IJ 使派とともに、 2 - 3 0年前は

もっと所公がみなぎっていたであろう当地域の長屋で育 った団塊の

世代の Ｇｉｾ 入が数多くあります 。 結婚と ｬ 百 ｊｊｉ 与に、さらに周辺部に移り

住んだ都市肘住第二世代が、第三世代を引き .iili h て、トIj び戻ってき

た住まいでもあり、ここでは、年必いた長屋地区に現代長屋を埋め

込み、年」必Eいた人口に釘第5三t也!!

しつつあるとも言言. えます 。

しかし、ここ数年の地価の上占ｾＭは大きく、一般では手の届かない

と忠われるほどマンション側絡が上主1- しているなかで、街に住み続

ける年寄りと、そこに生まれ育った有Il rJ l 屑{ J 第二世代の II らの手に

よ る 汁1i おこし w により、第二、第三のホろじこおと。が生まれ、

街がれ返っていくことを期待したいと思います。

( たにぐちゃすひこ 住宅 . llI lrli 経科i I 公円j . 株式会社IY:，I商都市強制ii センタ一山，I oJ )

掛 Ｎ ｾＺｪｩ ｾ :  f. 執一 雄

す。

私はよく旅行をします 。 日本名I也を旅行しましたが、人' 附として、

点京の人は冷たい感じがします。むしろ出子干の人の }J がやさしい気

がします 。 インドでは、長いれ '11旅行 11' 、い っ しょの! 市にな った人

とは、たいていうちとけて心から訴をすることができます 。

インドでは、法律によ って、大都会から凶合へ、 A 、 B 、 C のゾ

ーン分けがなされており、この1 i I ( i によJ也、 1'i 金が安くな っています。

企業の立地状i } 1 ，も故近では、 A ゾーンから C ゾーン} J li'J へ動くこと

が多いようです 。

大人 11 をかかえるインドにと って、 ;j -，教制度とあわせて、家族市11

J交の問題も大きな謀巡iです 。 1: : 1- 1戸の般家族 ( 小家族 ) とは比較にな

らない大家族制の 11' て‘ の生活のあり )j が特徴的です 。 また日常使用



及。)h-t
事業主体 住宅 ・都市税制ii公団( グループ分設住宅flnlltO

構造組以 R C造 5 階，法、 15戸

{主毛而fl 'l 60 .1601' / 戸- 114 .8801' / 戸

ｾｊｕ ｴＡＡ ｬｦｴｩｦｬＧ ｬ＠ 647 .05n"  

必 ｴｾ 瓜 ｩ 1'11 452 .  63m'  (建前!iLtニ69 .95%)

延 J..!<luifl' l 1. 414. 28m'  (符fi' l率218 .57
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百 五 石 田 |親子の住宅関係 |

ｾ竺立 Ｑ 旦 Ｕ 分j  F  6  円'1 住 宅 ろじこおと

ｾＳＰ＠ 6  一一一一一一 6

~4 5  4  ( 8 )  F J F J 斗 ( 9  ) 近居
6 0  t - - 2  近居

三 〉フ¥可 ( 3  ) 同居 ・

liIIJ ・市| (  )  1;1 u : 附鳩町

長 屋 ・借 家 ｾｩ＠ 市 内 居 住 ( 1  ) 一 一 一 一 1 ( 2 ) 市 内 居 住
11 企亀完< : r-- :，_， ＢＧＧＧＧｏｾ＠ ，. ， 1  _--- ' I 

，砂 ・ 向 車 外 居 住

6  公 的 借 家 3  (2) 市 外 居 住 ( 2 )  _ _ _  ー--- ( 1 ) 市

民 間 借 家 5( 41 1  

マンション 2  ( 2)  近厨は自転車で往来できるまでの距離

ｾｩ＠
入居者のプ ロフィール

している言葉もはぐらいあります。まちの 11
1
に '1ーがゅうゅうと以そ

べっていたり、1 : 1 4，人のように刑を飲む判' 1 1

f

tがないことも、初めて

インドを訪れた人にとっては、 印象的なこと かもしれません 。

このようにいろいろな点て¥日本の都市とは機相|が述うインド i玉|

内の都市も、ボ ンベ イはイギリ スの 、ゴアはポル トカルの ;jf; ｾＮｾｾｾを � Ｇ［ｾｬ＠

〈残し、歴 史的背対 を物語っています。私のふるさとは 、ボンベイ

から離れたプーナという大変怖かな 問で、ちょうど日本でいえば京

都 のイ メ ージに近いようです。仏教に興 味 があ ります ので、 ｾ， ｫ 多〈 、

お寺の多い京都が好きです 。大阪はそうい った点であまり好きでは

ありません。

者11心に住むという体験か らすれば 、私の場合、比較的都心より; 切

れた紗かな21i 岐にいましたので 、いわゆる都心の胤り場で. i 0 : ぶこと

エッセイ

にはあまり魅力を感じませんし 、実際 、今の生活の 1- 1
1

では 、大阪 の

初 心 である仰 LLI などには lれていくことは少ないです。七I - ' f s: で生前し

てみて 、 H，+ : では、交j 1 l ) の似のよいこと、行イみのよいこと、 iJR勾Eの

美しいこと、よく働〈人カ、多いことなどを 術! 必しましたが 、 どちら

かと言えはアメリカの }J をlirJ きすぎた 'L ijfi! 必' 1' ，j : t こ、マヒしている! 必

じがします。もっとアジアの他の凶々に対する足II 解に努めるととも

に 、 もっと ｕ 本的なものを大 切 に 、 宗教やｾｾ＾ ｻ伯、し つけを よ ｕ ￕＺすべ

きだと 思い ます。インドはかつてはイギリスに支配されていたけ れ

ど、今 、n分たちのインドを大切にし ています。住みやすく 、魅力

ある n分 たちの生活環境のt1lJ ill の [1-
1
に、も っとい日本的なもの

η

を

大切に、そして実現していくことが必袋だと思います 。

( ブラシ守ント ーハJ レテ#_:，..- 大阪外|司; ゐk: 1:!. ，{: 生、インド) ーインタピュア・田中直人 一
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Hear t  Wa r e を 都 市居 住

計画に生かしたい

総領事 ・建築家 徐 礼 信

シンカ‘ ポールの発展の袋には、住宅政策の成功がたいへん大きな

役割を来たしているということを見逃せません。 シン方、ポールは、

1959年に向 ifi III となり、 1963年にはマレーシアの一部として、 1965

年にはシンガポール共和国として完全独立を巣たしました 。その|時

代は失業率も向く、他の大都会にも ｟ｬ， ｩ られるように汚〈、居住 ｊ Ｎｊ［ｾ境

も良いとは 言えませんでした 。1959年以米指導者であるリ一首相は、

国の発展のためにはまず生活の安定、そのためには続前の安定が不

可欠だと々え、独立後、政H' . f はまず家の供給に努めました 。

その結果、シンガポールでは現代86% が政府の H D  B  (ハウジン

グ ・ディベロ ップメント ・ボード) が建てた住宅に住んでいます。

I衣食足りて礼節i を知る j という諺がありますが、まず休むところ

が俗保できなければ安定した生活が望めません 。生活がある程度安

定してくると、さらによりよい生活を求め、向上心 ・働〈意欲が自，1，

いてきます。 また、まちの治安も良くなります。 必い行政指導力の

もとに実現した良好な住f.J; i筑こそが、今日のシンガポール経済の基

盤とな っています。 シン方、ポールは、国土が狭い ( 622. 6sqkm : 淡路

島とほぼ同じ ) のですが、土地徴収法などにより地佃! の高騰もあり

ません 。 また、厚生年金の住宅への優先制! 資等住宅購入を奨励する

制度もあります。

土地の高度利用は余儀ないことで、住宅はお府がほとんどですが、

シンガポールは !，y，・ぃ悶ですので、株化を大変重枕することによ って

コンクリートのかたいイメージのまちになることを防いでいます。

また、住宅供給がその ｈ 寺代 ｈ 寺代に応じた ｉｦ ｾ でなされることについて

も迎応してきています。泣ることが急がれた 60年代の住毛は現イ巨で

はそろそろ怨て伴えも始ま っていますし、日齢化社会に li'J けての計

画も忘れてはならない問題で、す。最近では、都市のアメニティとい

ったことに力が注がれ、ビジネスエリアは夜も活気があるように工

夫されています。住 1，' ; エリアではコミ ュニティセンターで趣味を通

じての住民間のコミ ュニケーシ ョン の場をつく ったり、文化 l面の充

実を図 っています。

しかし、都市府住を巧えるとき故も. i l l 要なことは、スペースが広

いとか狭いとかいう| 問題にとどまらず、 「生 前 の 中 の 余 祁」 を生み

一一一 一 エッセイ

都 市 と 図 書 館 と 私

制 学 生 率IJ 京 華

rl' 同は、現代化が日本よりず っと立ち遅れているので、交通、通

信などいろんな前から凡ても、布1¥市と J也) j の差 が大きい。 だから大

学の卒業生が| 玉|家の配li f:，に l立l市したとき、併が「天南海北」とい っ

た大都市に配置されることを熱望する 。 ここに 言 う「天南海北」は、

本米の「世界 '1'J というような立 l味から離れて、 「天i I ! . 、南京、上
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出していけるライフスタイルのデザインをもバ号えた計画をすること

です。知識の部分を Sof t war e、技術またはそれを使 って出米たも

のを Har d war e と呼びます。 しかしこの二つだけでは都市居住の計

画は完壁だとは 言 えません。私は、さらにへ心のウエアーかつまり

Hear t  war e (ハートウエアー ) ということが研究され、計画の中に

いかされていくことが必要だと思います。人の心が充実するようで

なければ、すは、らしい居住環境とは言えません 。

今の日本の技術の発展を与えると、ホームトロニ ック ( 徐氏の創

作語で、住宅内のエレクトロニ y ク ・メカトロニ ック化) が世界で

一番最初に実用化される国は日本だと思います。 日本ではまた建築

の職人達が校術百i . 和lj 神而の岡田において世界でも士J( を見ないほど

に優れたものを持 っています 。 この点から見て、今後、日本の住宅

は日本の工業製 1日と同僚、ますます機能性にすぐれ、かつ仕上げの

美しいものにな ってゆくでしょう 。住みやすいス ペースや高 rf.! ，i 'tの

物から利便性、快適性が待られ、その余裕の ):1
0
からハートウェアー

を生み出し、そして実際のデザインにそのハートウェアーをどんど

ん反映させていくということが都市居住ということを考える上で非

常に重要なことなのではないでしょうか。

( スイ ・レイシ ン シンガポーＯレ共和国大阪駐イ Ｉ Ｚ 総領 Ｇｉｾ ・ ｹ ン ガポ ー ノレ共和国 Ｉ

インタピュア・ 高田佳子

海、北京」とのことを指している 。 こういう心情はひとつ情報のこ

とを取り上げても、者11市と地方の情報の時間的、量的な差を考えれ

ば納干与できないこともなかろう 。

私たちが、も っともよく利用する情報源の一つは川物であろう 。

書底、図書館などは私たちのこういう要求をある程度満足させてく



や っ ぱ リ 人 聞 が 好 き だ

処築 井 口 勝 文

「住む」ということは、その町なり村なりのコミュニティの- _Q

に ｊｭ わるということであるからして、当然そこの向治会なり ｾｉｔ 内会

の一日としてのお付き合いをしなければならない。 これが 「住む」

ということの前提である 。都心であろうが、郊外であろうが、こ の

ようなコミ ュニティの一員としての rl 党と実践がなか ったら 「住ん

でいる j ということにはならない 。呉J命がイ正ることは承知の うえで、

今はまず、こう 言い切 ってしまう 。

このようなコミュニティとのカ‘ かわりを 1) ，( きにしては、行II'L、に fj::

むことの魅力、 j彪カが. { E るとは私には巧えられないからである 。

戦場に近いとか 、美味しいもの、楽しいものが手近にあ って似利

であるというようなことも、雌かに布11心に住むことの魅力であるに

は泌いないが、 4虫り身の遊び人であればいざ知らず、」佐もイlご' ) 、物

心ついたチ供もいるような家庭人の日常生活にと っては、そんなこ

とよりも隣近所の付き合いの万がよほど重要な関心事でもあり、ま

たI市白い。

天神祭りにはかなわないけども、郊外の町ても求める楽しさは- Mだ。

れる 。私イ|占|人にと っては、都市に住んでも っ ともありがたいものは、

りっぱな図計館の存在である 。私は北京で生まれ、上rlJ j. て“大"' ! : 生 i1i

を送り、そして日本にくるまで、南京のある大学で教只をしてきた 。

職業柄の関係もあ って、図、! ? 館はねにと って不可欠のものであり、

生前の一部分でもある 。 もっとも、小学、向 '1' の学生生活をあの文

化大革命の兵っ最中に送 ってきたものだから、学校では勉必らしい

ものはなに一つしなか っ たが、図 ｩ Ｇ ｾＺ￟ 千［ばかりにＮ￬ｲｦＱ っ て、大学に人 っ

てい っ たようなもので、それ以米、図、 Ｑ ｾＺ￟ ｦ｜とは切り自 ｉ ｾ せないｼ対係に

な っ たわけである 。 図主将官は日常生活とは刷出 ｉｾ されたような存イ ｩ ー で

あり、り っぱな建物、広い空間、無数の占物など、私には魅力が! 必

じられ、すきなとき、いつでもその足でh図-i11: 館へ行くことができる

のは一番以ーしいことだと思う 。北京図当官官、上海図占館、南京国，! ?

「おはようございます」、「こんにちは 」に始ま って、 iti 脈絡然 の

おイナき令い、| 幼犯協議会や公民館、 P T A に! 日年会、 k，，} 人会、」主人

云ーのお付き合い、お名寄りのｻ上皮、所によ っ ては辺励会、 ｬ 町ｼ人 ｊｩｎＱＢＧｾ 、

沢一名運動、選挙運動。 そんなこんなのしがらみではi米仁が った人 liil

| 剥係の l面白さ、わずらわしさが織りなす人I i ¥H失係があ って こそ、 「住

んでいる 」 という' 夫! 必がイピる 。

その実感にさて、行[1心と郊外でどのような誌があるのか。

一般には、新しいH汀 ( すなわち郊外) であればあるだけ人 11¥11比j係

の しがらみは羽〈、，' ' j い IIrT ( すなわち行11心 ) であればあるだけしが

らみは強いということにな っている 。 事実そのi I l i ' ) 、，' ，い IlrTのいか

にも強そうな人! 日11見l係のしがらみは、{ 労から凡ても魅力 (1旬、 l底力的

と言 うに十分だ。

生前が商売に、 iff i:，'，5が ' U，!j に、いつの1mにか何もかも 一紡にな っ

てそこら中が述命共同体にな ってしま っている 。一度でいいから、

こんな関係で天判明寄り の船校側lに乗 ってすたりの気分に Wハ、しれてみ

たいと思う 。

人間関係のしがらみの伯さは、人 U ¥，皆J立に比例する 。 そしてまた、

l町の歴史の長さに比例する 。

l町の歴史と、 j伎役f な人川| 見l係を楽しむ心がイ1: ってこそ始めて、百11

心の生活が生気を 'rll びてくる 。 r.II心}，l Ht はフ ァッション ではないの

だ。「や っぱり人 1mが好きだ」 という、今や数少ない' i ミ粋のIIIr の人

nnにだけ、長[1心肘住の j泌| 生の楽しみはもたらされるのであろう 。

( いのく ち ょしふ み 株式会社竹 Ｇ Ｑ Ｇ 工務 Ｑ ， Ｑ［Ｑ 井 Ｇｊｾ ， ［ｉ Ｇ ｉＧ ＧＧｩ 本部次長 Ｉ

ｦｴ ＧｩＧ｜など、大きな図 ， ｉｽ Ｚｦｩｲｾ はみな大都市にあるので、 ｦＱ 、はこれからも布 ＱＱ

di とはt誌を切らないだろう 。

円本にきてから、大阪以外に京.f，l Hこ住んでいた 。);( nrs 大学の図占

館にはずいぶんお世 ｊｉｾ にな っ ている 。 数多くの ｪ 滋， ｬ ＿ 、すばらしい設

備とユニークな雄物には感心した 。小之! : ，) あたりに大阪府( ?  )ヰ; 図

』: 官官があるときいているが、住んでいるところからでは尚以のj J f j : i f } J

1正tドにはあまり来る気がしないのと、 f1. '1白惚学生のため生前に忙し

いのとがあ って、まだ一度も行 っていない 。

大阪の権回あたりは行 ってみたことはあるが、生市場というより、

会社のかたまりのような感じを受けている 。せ っせと歩〈サラリー

マ ン 胤の人々、ぎ っ しり ｩｬｬ てられた ， ＧＺｾｊ 冒ビルは印象的だ っ た 。

l山; 文は 日本J ( リュウ キョウカ 大阪外|玉111ft 大γ二人;γ- 院'J ぅ、中 IJ;J)
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ら力クヨユ

建 築 家 ニ ュ ー ヨ ー ク Ilj :i: .{1 以 林
和 久

日本への出娠から帰る折の飛行機の: 容にマンハ y タン j誌が現れた

とき、東京の持つマ守休の知れるさ H とは対極の7 ンハ ッタンのれ分

かりやすさ。にホ ッとした安堵を感ずるようにな ったのは、最近の

ことである 。マンハ y タン jみだけがニ ューヨークシティ ではないけ

れども、出という存在やセントラルパーク ・タウンタウン ・ミ y ド

タウン ・ハーレム等の 明確 な市民放によって 桃成 されているこの都市

は、全体が了解可能なあるやEの記号性を持 って いる 。座標 ilirtl のよう

に配置された街路によ って 椛成されている 7 ンハ ッタンのあ る一点

に住むということは、一気に全体に住むことができるような錯覚を

与えてくれる 。例人にと っての都市の出来事をその座様車III に埋めて

いく うち 、者11市がドl分のー音[1にな って くる鈴党をこの街は与えてく

れる 。

都心に住むことの魅力 ・雌力 を間われるとすれば、どの者11市に |浪

らず 、向 分の存イ仁の "1_'に行li 市 を取り込み 、1:' :1分と都市を錯覚する こ

との陶僻感にこそあるのではないか? 布flrli が持 って いる文化の一片

を自分も持 って いるという感tl が布I¥rli 肘住者の誇りであり、また現

実に者Ilrli 文化を形成してきたものである 。

以前勤務し ていた建築 'JI 務 所の友 人に、南米の政治動乱から逃げ

てきた主主築家や東欧から亡命して米た建築家迷がいた 。彼らは生き

る場所としてニ ュー ヨークを選び、ニ ューヨークに住む こ とを誇り

とし、自分の存伐の一吉11をニューヨーク の存イi と重ね合わせていた 。

ニューヨークでは資本と的事院を求めてあらゆるも のが自 由と競争の

無秩序の中で渦巻いている 。 ここに生さることの醍醐 ｬ 床は、その ｩｾｾ

の放にサーフィンボート‘ に釆るように浮上することにあるのだろう 。

しかし、被に来れる人はごく少数であるにもかかわらず、誰もが願

望の片隅に保ちがしける。

現イ正、私はニ ューヨーク郊外に住んでいるため都市肘住者を向私l

する資絡はない。また 、大|仮 ・東京 ・フィラテルフィア ・パリ ・ニ

ューヨークほかし、くつかの都市を転々と1 u 汚を伴えてきたこともあ

って 、一つの都市に白分の一斉11 を同一視するにはやや限めすぎてい

るきらいもある 。 しかし m布Ilrll はアジテーシ ョンであ る" という大学

紛争当時工l にした言葉は、姿を変えてニューヨークでは生きている

ような気はする。

問われるも のは、その都市の持つ存在感である 。その者11市の持つ

存Ｎｻ｟ｅが ｾｾＨｦＮＡＡ であればあるほど、その都市に住むモメントも大きくな

る。ニューヨークはそんな街である 。・・ただし危険 をも含めて

( はやし かずひき 株式会社日独設計ニ ューヨ ＭＱＧ Ｑ ｾ 務所Ｉ

44 

ｾ向山市一ｾ山崎山内山崎 ｖ 明日時山司山内山内山司占 Ｗｩ ｴＱ ￯ のスポット即日吋

，'i- < 大きな宅には、刈j をわたる胤がシンポノレfご。 l

そびえる! 日'iJ 宵ビ ルの "'1こも アノ、ートはある。 l

少し街へ tHれば、そこは太陽と紋の美しい i  

r.! i心のウォータ ーフ ロント 1  

よ

シカゴ ( アメ リカ )
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記 憶 に な い 都 市

フリーライタ- Di ane Durst on 

War  destroys mor e t han bui l di ngs and bri dges. .. wi t h t hcm go the 

memor i es and dreams of  the pωpl e who bui l t t hem.  Nearl y  every maj or 

ci ty in J apan was destroy巴d in the  frre bombi ngs of  WWJ I ， a  fact of  whi ch 

the peopl e of  Osaka (at least those that ar巴 ol d enough  to r巴member) are 

onJ y t oo pai nful l y aware.  Vi si tors fr om abroad who r巴member cities like  

Tokyo， Osaka， Nagoya， and Hi roshi ma before  the  war  Ill arvel  at th巴

amazi ng speed wi th whi ch the peopl e of  J apan havc  rebui l t thei r citi es in 

just over four short decades.  Sai d onc f onner Amer i can soldi er recentl y， 

returni ng to Tokyo for the frrst tirne  in forty ycars，“ ] t 's  not  the ci ty 1  

r emem ber.. .  1  don 't recogni ze anythi ng. . .  it's a ∞mpl 巴tely di fferent 

pl ace!"  

If you  dropped a  moder n J apanes巴 teenager down i nto the mi ddJ 巴of

prc- war Tokyo， the response  woul d probabl y be  the same.  What  is 1巴ft to 

help t hcm remember the  past ， to help t hem underst and who they are， 

how they got  here， and where they are goi ng? Whet h巴r as a  resul t of  war  

or urban redevel opment ， the big cities of  J apan- like  mod巴rn cities  all 

over the  worl d - are suffer i ng f rom loss of  memor y.  

Natural l y， not aJ l  memori es are pl easant. S ome  we  try our best  to 

forg巴t. But  wi t hi n the wealth of  m巴11l 0ri es J  apan 's l ong  past hol ds  are 

many  of  great vaJ ue. 百le 位 fety and order of  even  the bi ggest  cities  in 

J apan arc  envi ed  by citi es all over the worl d.  But  this safety is a  resul t of  

centur ies of  cooperati on bet we巴n nei gh bors living  in close q  uart crs  in the  

old  machi nami ， wher e mut uaJ  support  and a  sense of  c ommuni t y respon-

sibil ity devel oped as a  l1l eans of  survi vaJ in har sher  ti rnes .  Thi s spirit is 

lost when  p巴opl e 釘 巴 forced to live  in the  t ype  of  i mpersonaJ ， hi gh-ri se 

( mansi on)  apart ment  buiJ di ngs that are bei ng bui l t every day in citi es all 

over the country. A meri can ci ti es became dangerous pl aces to live  when  

thc old sense of  nei ghborhood uni ty in places like  Ne w Yor k was  lost to 

the so-caJ l ed “ moder n"  apart ment-bui l di ng  lifestyle  in whi ch no one 

knows thei r next -door neighbor. 

The beaut iful tradi ti onaJ  ci tyscapes that wer e not  lost  in Worl d War  

11 are now rapi dl y bei ng 白 山 町ed by devel opers and l and speculators， 

and J apan' s 111勾or cities are all becol11 ing characterl ess， modern l11etro-

poli ses bui l t 1110re for cars than for peopl e.  111e  Shi t amacl u di st rict ， one 

of  the onJ y  “ memories" Tokyo has left ， is  di sappear ing  rapi dl y now 

wi t h the short-si ghted ey巴 for overni ght profi t of  the so-call ed  “'j iage-ya "， 

or speculati ve land devel opers.  Soon Tokyo Stat i on BuiJ di ng， the  last 

sym bol  of  the ci ty 's  ol d charact er and fl avor ， wilJ be gone as well .  I  n  

Osaka， i rnmensc i nl provem巴nts have  been madc  in recent  years throl l gh  

bcauti f i cati on proj ects i nvol vi ng the  l andscapi ng  of  t he rivcr banks  and 

and eith巴r f i ndi ng new uscs for th巴m，or renewi ng  their ori gi nal  func-

tJ ons.  

Seat tle， Washi ngton， was  one  of  the  first cit ies on the  West  Coast  to 

restore an ol d secti on of  t own in thc ear ly 1960s and 70s.  It was started 

by one  busi ness l1l an who deci ded to try to bri ng  the lif ，巴 back to t he 

downt own di str ict by restori ng an  ol d bui l di ng， and hopeful ly recapt ur-

ing  the pri de that bui l t the ci ty in the frrst pl ace.  No w， peopl巴 f r omt he 

suburbs  have moved back i nto the ci ty， and busi nessmen who havc 

op巴ned of f ices in the  restored Pi oneer  Square district are maki ng  a  profi t 

in an area that was once a  sl um.  T he  cri rne rate has dropped， b巴cause

peopl e now take pri de in thc neighborhood ag釘n

In Seattl e， the  preservati on movement  was started by pri vate bl l siness-

men， archi tects， and local  ci ti zens 一一 NOT by the city government  

(although the ci ty government  di d muc h to hel p AF T E R the  benefi ts of  

hi stori c preservati on were brought  to their attent i on by the pri va te 

sector).  Once the  support  of  the people has been  voi ced， the governl l l ent 

can  suppl ement  the preservati oni sts ef forts， wi t hout  spending  mor e ci ty 

f unds， by off ，巴ri ng tax incenti ves to busi nesses and privat e  i ndi vi dual s 

who are wi l l i ng to restor e  old bui l di ngs.  

One fi ne example  of  the possibilities  of  hi stori c preservati on on th巴

pri vat e  level  in J apan can  be  f ound in Kyot o at the new HA NBEI - FU 

restal l rant inside  the old Ky o・machi ya of  the Kyo- f u shop ne釘 the Shi j o-

Keil1an train stati on sout h of  Goj o-dori .  Rat her than t巴ar down lus  tradi -

ti onaJ  bui l di ng， Mr.  Tatsuj i  Tamaoki  deci ded to turn part of  the int 巴nor

i nto a ∞nt emporary restaurant that intr oducesf u as the  main ingredi ent 

in a  classic kai seki bent o l unch. Gucst s wal k through  the noren  curtai n， 

down the restored tori ni wa， and past the kamado， on thei r way  to t he 

mo dern restaurant inside. A  visit to HA NBEI-FU  gives peopl c a  gl i mpsc 

of  what  tradi ti onaJ Kyot o lifc was li ke， cOll lbining  element s  of  moder n 

convem巴nce，such as modern li ght i ng and heati ng， wi th tradi ti onal  

mat erials and des ign  

Ar cl utects pl ay an i nl portant rol e  by offeri ng  new ideas to thc publ i c 

for ways in wl uch ol d bui J di ngs can be r巴cycl 巴d. Certai nl y， archit ects  

must  be  sensitive  to the needs of  moder n soci ety when desi gni ng  new  

structures or remodel l i ng old ones.  T he  tradi ti onaJ machiya are of ten  

dark and poorl y insulat ed， bllt thes巴 are probl ems that can  now b巴 over-

come  by cr 回 tive use of  ne w materi al s and techni q u巴s.

Changi ng l i festyles， new buiJ di ng materi al s， and moder n conv巴mences

are  aU i mport ant  consi derati ons .  But  the lessons  lear n巴d by trial and 

error over a  t housand years of  hi story in urban  J apan are 巴quaUy val uabl e 

tool s for future  bui l ders. What  wer e  the tradi ti onaJ element s that have 

last i ng va1ue? T he  human scaJ e， th巴 si mpl i ci ty of  design， the irrepl aceabl e 

beaut y of  naturaJ mat 巴rials，the hi gh level  of  craf tsmanshi p， the  sensi-

tivi ty to the  sωsons， the cl oseness of  c ommuni ty， the  safety of  the ci ty 

streets - aU these element s  are still to be fOl l nd in what 凶 Icft of  t he 

tradi ti onal  machi nami  nei ghborhoods in cities all over  J apan.  

Today' s archit ects  have a  responsi biJ ity to stl ldy the past ， Icarn what  

ele加加E町印r町nent s ar民re0ωO山f日last i加rn山n

th児巴 g巴印n巴匂ra剖1 gre伐eni ng of  the cα 1I旬y s幻tr民c巴t“s. But  wha幻t i凶s being  done  tωo r民e- the fl l ture， yOl l ng peopl e can  look at thei r citi es， feel  thc thread of  セ

cycle  the f ew r巴mai ni ng ol d neighbor hoods  and tiJ e- roofed bui l di ngs that  

di d mi racul ousl y sur円 ve the Second Wor l d War?  Even preci ous anci ent  

Nara， wi t h it s  treasury of  f abul ous templ es and arts， has let the promot ers 

persuade  t hem to destroy hi stori c l ands to buiJ d  sprawl i ng  parki ng lot s  

and t emporary st ructures to house the  comi ng SiJ k  Road E xposition. 

Kyot o， whi ch was saved  f r om the bombi ngs of  WWI I ， is anot her sad 

exampl e. E veryday， touri sts are hear d  to remark that the anci ent  capi taJ  

city has lost it s  f ormer character and style.  Ne w concret e  bui l di ngs ar 巴

bei ng t hr own up every day wi t hout  any consi derat i on to the  rel ati onshi p 

bet ween the ne w st ruct ure  and the existi ng tradi ti onaJ bui l di ngs that 

surround it 

111e i rnportance of  recycling  ol d bui l di ngs， bot h soc凶 J y and 

economicall y ， has been the subj ect  of  much st udy in the  U. S.  for the  past 

25 years.  Ol d n巴i ghborhoods that were f ormerl y r undown and 

economi cally depressed have b巴巴n re-vi tal i zed by restori ng  ol d bui l di ngs 

hi story， and lI nderstand th巴 tradi ti onal vaJ ues that made t hem safe. イ

Bri ti sh archi t ect  Gra巴me Sh3f1kJ and said，“ A  ci ty wi thout  old bui l di ngs is 

like  a  man without  a  memor y. "  And ma n wi t hout  a  memor y  is  doomed 

to wander  the st reets， conf used  and alone， tryi ng to r emem ber how to get  

back home.  h; '，止:{.t Ｇｾ｢Ｇｻｾ＠

( ダイアン ータス| ン 7
1
) ーライタ一、アメリ: ウ{ j - 決 1LI )  

戦後 10年のI : : Jに、 l  け ｬ 本の ｅ剖都 ＱＱ ，川Ｂ山 Ｑ［ は近 ｦ代 ｾｲＮ 捌 ｒ間 ＱＮ恥州Ｎ，川， Ｑ市 Ｑ［ とな ｴり ｪ人、 ｱ似 ｬ世 ｾ ｉ前 ｆ町的 ｬ山Ｈ ，削 ＱＱ μ ははとんど ｩｬげ川 ｬＧ円 Ｇｪ えてしまつた

今むわずカか‘に下 ｅ町 ｉ に伐る ｬ除持近ｽ戸内所Ｂ苛ｾｪＭ十的コミユニテイ ･ぶむＢ川ぷ Ｑ拙 ｅ が，ム

た1山Jr.1佐l色乙みがm消Y円l えつつある E悶郎11，市Ii i紋占化や j夫E化{は立 i泣且んたが、〆今トてで，は! tu; ( も大院えも例刊のない近

代目I>rli になってしまっている 過 l 、の .letf: を火いつつある

ぶー1" て' は y アトルで、 60年代から初めて ，Ii いiJ r の保 {t: 内成主Hj"f}J がJ ( ! i IJ ベースて' 始まっ た

人々 が( i ' み、働さ、 Ji E いこなすことで、，1; ぃihがU1のJ f リを 1[. リ似した

u: い時IIIJ をかけて仏われてきたむのの良さはヒ ューマンスケール. J " i 然のぬくむリ、収

入の技、コミュニティ等 析しいぷ材 . ｴｈｾｲ と， Ｇｩ いむのを ａ 剃 ｬ させて ｊ Ｎｊ ｭ のむのを Ｑ ＱＧ

っていく ' 1' で、 IJ . ' 史を 1打の 1[ ，に組み込んでいくことが、 ill ! l ' !京の mr ではむいたろうか .

A 世:t'J をζ 〈附 1j 1 に" 己しました ー I. h薗 分 科 会 }
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となる 。顔のある街にいると、 .._...... y 、， 日常性と非日常性がつくる生活のシ

ーンにときめきと安心 --1 ｉ 、ｾ がある 。ラ ンドマークと し ての 都市、 パフォ

ニューヨークは不思議なふろしさ。呉質なものも、新

しいもの古いものもすべて訪れるものを 包み こむ。 街

の寛容さとエネルギーがすべてをクロスオーバー して

tilJ りだす不思議なパワーに、人は4Fを追う。そして、

記憶に刻まれた都市の俗宗に出令 った| 燐尚、向分の在

ることに輿千ff を覚える 。

都市の建築 ・ひろば ・ミセ ・道路のつくリだしている見慣れた シーン。

それでいて、明臼の夕、恋の予感、見えない未来、生きるドラマ に

無 l浪の広がりと可能性を与える 。それが街の息づかい、ラン卜" マ ーク と

しての都市。

V 蛇.300メー 卜j レwグリコの. nホ反にとまどう 世界の人が行き交う通り ーシドンゼリゼ通一
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写必と文とまとめ

小i甫久子+ 高田佳子+ 田中直人

何でもない市役所のオルゴーj レIki' l汁が 11時を

特け" るとき、世界中から人が* い米る 。ほん

のわずかなパフォ ーマン λ が終わると、いっ

せいにビールのジョ ッキを空け始めるこのま

ちは、ビール祭りもどのまちより bイT名だ

このまちのビーj レ祭リは、世界のビーj レ祭リ

をイメ ージさせる 。

行Ilrli のシーンー一一一一

生活のひとこまが、i ! i の中に顔をのぞかせる 。さりげないかたちが生活の舛台

としての都市に彩りを添える 。舞台としての都市に j己を i吹きこむ。

111が当たるの? ーケj レン大盟主主前宝クジプ智易一
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笠 IHJ の持つサイン' 1 '1、アメニティ

が人を引きつける 数限リない出

会い、すれ与がいがつくリだす摩

様熱。無数の可能性が都市のパワ

ーだ。

笑いpisがあがる や11戸大九，jij ー

ポンビドーの噴水前 泊中1l 劫iにゆれるネオン

ｾ一一云

牛、オートパイ、人力点一二 4 ーデリーー



夜のタクシー・ラッシュ オッ 卜ット ー.. * を縫う I1I liij Poli ce man とパスーローマー

行Ilrli のシ一、

スベイン階段の思い出

初めてのローマ、街全体がファッションであり、天井のない美術館であリ、歴 史の教科; ' ｾＺの よ

うなこの街で、 地図をは るのも忘れてパスの 中か らその l町並みに 見入 っていた 。冬の日差しに

包まれた，J干い挫築の 中か ら、それはまるでク レパ スのように 光郷 く空 Ii¥] として忽然と 収れた。

私はパスを ｊｉｾ ぴｼ峰リ、無遊病者のようにそこに Ｇｊ Iき寄i . ! られた。噴水のある広場の) ) [ I 'J からは 、

この階段は妹台のよ うだった 。たくさんの人が階段に肢をおろし、人を 凡ている 。そして 同H寺

に比せている 。ここに座っていると、この階段と広場、そこへ続くファッショナブルな通リの

つくリだす募間気が、 ドl分自身を も中に包み込んでくれたことを発比し 、たまらなく脱しく、

そして安心するのだ。; 放が l:l.fJ こえてくる 。フラワーシコップや似顔絵民もすべてが風景として

溶け込む。 しぱらく、 H寺間の中でさまざまな出来

舛 1台今だと気づいた 。

卜レビの泉にコインを投げ込んだ私が、ことがローマの休日という映|苅に もでてきた有名なス

ペイン階段であるということに気づいたのは、 2 }ft 日にローマを訪れる i!i: f)i i どった

生活市のパワー

床のパターン

街角の時計

ーニューヨーク ー

ローマの市場

ｾＮｉＮ ｜ｊｊｬ ｉ ，行場
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モ ノ グ ラ フ

施 設 分 布 か ら み た 都 市 居 住 論

相 原 士 郎

A 都市居住の魅力

どうも郊外のニュータウンは l味気ない。 それに比べて都心のマ ン

ションは 、通勤時間は短いし、買い物は便利 、それ以上に絡しいの

は、ひょいとエレベータて、下へ|峰りると、亦チョウチンはあるし、

パチンコ昼はあるし、なんでニュータウンみたいなところに住むん

やろ、という都市屑住礼讃派は、意外に多い 。 これまで主としてニ

ュータウン計画を研究テーマにしてきた筆者にと っては、少々耳の

痛い話て唄ある 。

しかし、これは何もニュータウンが惑いのではなく、ニュータウ

ンを計画する方法が間違 っていたのではないかということに遅まき

ながら気がついた 。 そこで、ここ数年来、 「高Jlr行の魅力はその多機

性とi 1μ l'性にある J という仮説のもとに、 都市の魅力をニ ュータウ

ンに、いかにして持ち込むかをねら って都市のさまざまな機能の山

間分布を研究してきた 。

小学校 歯科医院

喫茶庖 提容院

研究といえば何か難しく聞こえるが、要は、性格のことなる地域

で、さまざまな施設や業砲の数を調べたり、地図にプロ ッ トし比較

分析するとい った内谷のものである ( 図 1 )。

その一端をご紹介したいが、その前に、施設分布にまつわるいく

つかのお話をしておきたい 。

1  . 地上げ屋のテクニック

地上げ屋旋風がひところ大いに話題にな ったときにその中心とも

なった東京都港区では、銭湯や八百屋が次つぎと姿を消してい った。

なぜそのようなことがおこ ったのか。通常は 、都心の夜間人口の減

少から経営不振になり閉業に追い込まれたと考えるだろうが、この

場合は逆で、地上げ屋が底地買いの li 攻略として、住民の生活そのも

のを壊しにかかり、その手段として日常生活に欠かせない銭湯や八

n昼を 買収してい ったのである 。港区の人 口は約18万人でその 10%

が銭湯を利用していたといっ 。 ところが、銭湯がなくなり 、いまま

市場 ・マーケ ッ ト

クリーニングl吉

魚屋

o  l km 

-

図 1 既成市街地( 住吉区) における各種施設の分布
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て 5 分で行けたのが20分以上かかるようにな り、結局生活ができ

なくな って引 っ越していかざるをえなくなってしまったのである 。

港区は内くから下町的性格が強〈、高齢者が多いことからも、大変

厳しい状汎に追い込まれてしま ったのである 。地上げ屋にと っては

一 軒ずつ説利して貝収する予聞がはぶけて効率的な方法であ ったの

だろう 。

下Il rr の魅力というのは、たとえ住宅のよ見院が小さくても、周りに

さまざまな生前施設が充笑し、それを気が向くままに利用して生活

をエ ンジョイできる仕* J I . みカ、できていることだろう 。 この仕組みが

壊されてしま ったのである 。

2  . 補 完 の 原 理一一ー多 機 性 と 選 択 性

ms ，行肘住の魅力をわれわれに教えてくれるサンフ。ルの典型は、パ

リだろう 。 そのアノりレト 7 ン購入のための悩報誌に、 「アノ マルトマ

ンの所イE地域の状態」なるぺージがあって、教会いくつ( カト リッ

ク、プロテスタント、オーソドックス等) 、ユダヤ教や回教のi - L.J+

立の行無 ( ない場合は一ばん近い町の名) 、病院、クリニ ック、消防、

銀行、郵便局、笹察、学校( 小、中、高) 等々々、ずらりと( アパ

ル卜? ンからの徒歩距離も) 記されているという( 犬養道子 : セー

ヌ左岸で : 中央公論社 )。

「住」 とは、つまりそういうものであ って、 「人間が屋恨の下に

入ること」だけではないのだ、と犬養さんは指摘する 。

ｊ Ａｦｴｾ呂がなくても銭湯にゆけば入浴という行為は充足できる 。 立派

なシステムキ y チンを自宅につく ったが、それはステイタスシンボ

ルとしての機能を来たすだけで、食ょ削まもっぱら外食にたよる家族

の訴を聞いたことがある 。 I シェイクスピア全集」をすべて喫茶j苫

の席で翻訳した東大の小田島雄志教授にとっては、喫茶庖は、立派

なf!?斎であったにちがいない。 これらは、生活とは、住居のなかで

完結するものでないことを示す例である。

j逆に、こんな話もある 。アラブの金持ちの豪邸には、プール、デ

ィスコ、ゲーム ・ルームなどあらゆる余暇を楽しむ施設が準備され、

そのかわり、都市にはそのような機能を持った地設は一切ないとい

うのである。

ｾするに、人 Ｑｉｉ Ｑ のさまざまな欲求をどこで充足させるかは不雌定

で、1I ;' f 代によ ってもまた、地域性や社会階層によっても異なるので

ある 。

3  日 の 丸 弁 当 型 と 五 目 飯 型一 一集 中 か 分 散 か

ガウディは 、ここ数年、最も興味を持たれている建築家の一 人で

ある 。彼の代表作であるサグラダ・ファミリアはその特異な形態で

イ1 " * ，な未完の大聖堂だが、その建設計画の段階で一つの問題が持ち

上がったということを、何かで読んだ記憶がある 。 巨額の費用をか

けて巨大な大型掌を建設するよりも、小さな教会を各地に数多くつ

くれ、という反対運動である 。結呆的には大聖堂派がj勝ち、世界的

にイT名な処築がつくられることにな ったが、このような、 一点*LI-'

311か、分散型か、という問題はさまざまなケースで間われる本質的

な概念である 。 どちらが正しいか、容易に回答できるような問題で

はないが、都市計画や建築計画では、計画理念につながる重姿な概

念であることにはちがいない 。

千氾ニ ュータウンに代表される計画的な街の商業地設などの立地

が計l肉的な地区センターや近隣センター内に| 浪られ、自然発生的な

既成市街地にみられるさまざまな施設の混在や施設選択の多様性に

欠ける、といういわゆる「センター主義」批判l もこの集中か分散か

という問題につながる 。淡泊な味の日の丸弁当か、複雑な味の五目

飯かは、人それぞれの好みだが、都市の魅力は、その多様性と混在

性にあることは間違いない 。

4  . 混 在 と 複 合 の 魅 力

「文化とは COMPL EX である 」 ということを数年前に A3峨守ニ

ュータウンを訪れたときの疑問から、痛切に感じた 。

ご存じのように、内 ｊＧ［ 誕寺ニ ュ ータウンはワンセンタ ｟ｊｾ ｟ ｲｬ のわがｉｊｩ ｉ

を代表するニュータウンとして有名だが そのタウンセンタ一地 区

に立派な多目的ホールを持 った市民センターが完成し 、ょ うやくニ

ュータウンとしての体裁が務ってきたのではないか、と興味を持 っ

て見学にでかけたのである 。

センタ一地区の敷地のスケールは東西 100m、南北5 0 0 mて¥形状

は南北に細長〈 、そ の北端に市民センターが、南端にショ ッピング

センターが、その 中間 に診療所、郵便局、屯話局が配されるという

レイアウトとな っている 。 この配置計画における最大の疑問は、夜、

ホールでのコンサートなどの催し物が終了した後、鋭省:は H行い 1m夜

にほうり出され、いったいどこで家族や友人との楽しい語らいを持

つことがて与るのだろうか、ということである 。

自 ＱＱ 市の魅力の一つは、観劇→レストランでの食 ｾｊ｜Ｎ →パブでの語ら

いとい った行為にたいして述統的に応えてくれる空間がiV!1JHI されて

いることだろう 。 しかも多機な選択性を持って。 さまざまな機能が

悦然一体とな ったところに文化が生まれる土袋があるのである 。

ｩＧｩ ｬ￭ｲ 打の集般の魅力を創出しようとしてあえてワンセンタ ｟ｊｾ を採

用したこのニュータウンに幻滅を! 惑じたのである 。

では、本物の者11市はどのよつな構造にな っているのか。 その施設

分布をニュータウンと比鮫することにより明らかにしてみよう 。

B 施設分布比較論

1  . ど こ で 、 な に を 、 ど の よ う に 調 べ た か

調査対象として、 9 つの性怖の呉なる地域を選んだ。 大阪市の北

区と南区は都心の蹴り場を含む典型的な地域、住吉区は r'i い! 守然発

生的な街で大阪の原宿と H乎ばれる日級住宅地を含む地域、 i D反と紬

ｊ 也公園は土地区画整理由 ｊ Ｇ，Ｎ業により ＱＩ ｦＮ ｊ 発され、地下鉄駅の ｉＩｾｊ 設後急速

に発展してきた地域、狭山ニュータウンは、民 ｉ ｦ｜ ｊｬｪｦ Ｎ ｊＹｾ によるニ ュ ー

タウン、千里、泉北ニュータウンはいずれも 、新住宅市街地1I日発・Ji.

::t による公的開発のニュータウンである 。

これらの地域で各極の施設や業純の空間] 的な分布を調べるのであ

るが、その調査方法が案外雄しし、。収H寺点のものだけであれば、所

在地が記"説された各組の資料で s調べればよいが、その地設がいつで

きたのか、また、過去に存在していたが、今は姿を il 'i したものまで

調べるのにはいったいどのようにすればよいか。 いろいろと汗労し

てみーえた末、過去の職業別' ; I l 話帳が近畿屯気i l Ufi 局 ( 税 N T  T ) に

保管されていることを知' ) 、それを利用することを忠いついた 。ゼ

ミの学生諸君の大変なこ' 協力により過去にさかのぼった、れ純の施

設や業種の所在地を調査することができた 。職業別' ; r ; : 話帳による ) j

法には、登録もれや職業分矧基準のあいまいさなど、全面的に信頼

できるものではないが、各般の施設や業経を総令的にとらえるには

現状では故も適当な万法だろう 。

2  . 施 設 や 業 種 の 数 は 地 域 に よ っ て ど の よ う に 変 わ る か

ここでは、地設や業師の数に焦点をあてて分析することにしよう 。

ところが、それらの数は、当然、 I也械の人口や IIII .h'[ の大きさによ っ
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て変わるから、それぞれの地域を比較するためには、指標化する必

要がある 。そこで、地設数などを地域の人口で| 徐した値を施設原単

位と JI千び、こ の11立を もちいて 比較することにした 。

与地域の地設 jj;L単位( 人口 1 万人当たりの数 ) を まとめたものが

表 1 である 。 この表より、つぎのことが明らかにな った。

@  幼維園、小学校など一昔11の公共的施設で・は 既成市街地とニ ュー

タウンではほぼ |古lーの水準にあるが、それ以外は、あらゆる地設に

おいて北区、南区、住吉区などの既成市街地の他が ￯ｾ :)い 。 とくに、

初心の北区、南区が高し、 。 この思! 山として都心における夜間人口の

減少によることも J f えられるが、昼間人 u に対してもやはり r: れ、水

準にある 。

。ニュータウンでも 〈狭山〉が 〈千里〉や 〈泉北〉 に比較して高

いレベルにあるのは 、 前者が民間Ｑｊ ｾＱ 発のニュータウンでいろいろな

ｭｾＱ Ｑ￬やクリニ ッ クが向然発生する余地が残されているのに対して 、

後者は、新( 土法によリ開発されたニュータウンであるため、計画的

につくられたセンタ一以外のところで発生する余地がま ったくな い

ためである 。

@  とくに都心において数の多いものは、喫茶問、食堂 ・レストラ

ン、パー ・ ｩｩ ｒｪ ｴｾｾ 、 ｴ 主 ｾｦ などの遊興 ・ 娯楽地設である 。 人口 ｬ 万人当

たりでみると、 l喫茶病は、 〈北} 348席、 〈南} 320問、食堂 ・レスト

ランは 、引け 705[ ，句、《南) 1032倍、パー ・州場は、 〈北) 568J 内、

〈南) ＵＷＴ 応、雀 ｾＱ は 〈 北 Ｉ 581苫、 〈南) 49J 汚などとなっている 。

@  生活密・=i {f ｊｾｾ の地設と々えられるクリニ ッ クが立外に都心に多い

ことである 。 とくに術科医院は多〈、人口 l 万人当たり 〈北) 39医

院、 〈南) 36医院で、 〈住有〉の 61常総肢のイ直である 。 これは、術

科の忠者が、サラリーマンや学生で、) j 重量UJ ・通学: 途上によく利用す

るためだろう 。

では、これらの施設や業種は、人口の定/ JYj 状i 7 t ' . とどのような関係

にあるのだろうか 。 その発生ｾｦｅをみてみよう 。

3  . さ ま ざ ま な 施 設 や 業 種 の 発 生 過 程

各地域において過去にさかのぼって、 5 年ごとに新たに発生した

施設数、消滅した施設数、スト ックと しての存在数、人口 l 万人当

たりの施設数 (施設原単位) をグラフ化した結果、人口定着と施設

発生の関係は、施設や業種の種類によっていくつかのタイプに分か

れることが分かった 。

表 1 各地域の施設原単位( 人口 1 万人当たりの施設数)

地域 北 区 南 区

緑地公園

施設 夜 間 人 口 企ml 人口 夜間i人口 昼間人口

保育所 l . 8  0. 2 3. 4 0. 7 0. 9 

幼稚園 l . 4  0. 2 1. 4 0 .3  

小学校 2.0  0 .3  2. 6 0 .6  l. 3  

内科 ・小児科 3 .4 0. 4 5. 4 1. 2  2.7  

歯科 39. 0 5. 1 36 .3  7. 9 4 .9  

市場 4. 3 0. 6 6. 0 1. 3  0. 9 

青果物広 34 .7  4 .5  24. 3 5. 3 3. 1 

食料品庖 62 .9  8 .2  43. 2 9. 3 

酒庖 2l .  9  2.9  24. 0 5. 2 3.6  

喫茶庖 348. 8 45. 7 320. 5 69. 3 9 .3  

食堂 705 . 4 92. 4 1032. 7 223. 2 8. 0 

理容院 30 .6  4. 0 28. 6 6. 2 9. 3 

美容院 45. 7 6. 0 65 .5  14. 2 

クリーニング 16.2  2.1 15. 7 3 .4 3.1 

キャバレー 11. 0 l . 4  15. 2 3 .3  

ノ〈ー ・酒場 568. 2 74. 4 574 .0  124 .1  

麻雀庖 58. 1 7. 6 49 .2  10. 6 

江

タイプ分けした結果をまとめたものが、 表 2 、表 3 である 。夜間l

人口と昼間大口の差が大きい北区と南区と、それ以外の地域に分け

てみると、つぎのことが分かる。

北区・南区

ストック数の経年的な変動は、表 3 に示すように、夜間人口並行

型( スト y ク数が夜間人口と並行に噌滅するもの ) 、昼間人口並行刑

Ｈ スト ッ ク数が昼間人口と並行に地滅するものＩ 、 人 ｵｾ 眠中日開型 Ｈス

トック数が人口と無相関なもの) の 3 タイプに分知できる 。

@  小児科医院が夜間人口並行型であるのに対して、内科医院、昨[

科医院は昼間人口並行型である 。 これは、小児科医院は地域居住者

に箆: 治しているが、 内科や歯科医院は 、サラリー7 ンや学生の! 心者

にねらいをつけていることを示しているといえよう 。

@  幼維図 、小学校などの教育焔設は人口無相関とな っている 。経

営効率的には、夜間人口並行型になるのが、望ましいが 、通学距自f[

などの問題により廃校するのが困燥な状況だろう 。

@  生活施設であるため、夜間人口並行製になるのではないかと巧

えられる肉屋、酒屋、青果物底、クリーニング屈などが、昼間人 u

並行型、あるいは人口無相関型となっているのは、興味深い 。おそ

らく、サラリー 7 ンの会社帰りの利用やサービス業の利用に依存し

ているためと考えられる。

以上のように、都心では、喫茶脂、パー ・ 酒場、 ｩ 笠 ｾＱ など、仕 ｉ ｬ｜ ｬ

人口に依存すると考えられる遊興的施設の集績が大きいのは当然で

あるが、生活密着型の施設のスト ックも多〈、これが布11市居住の大

きな魅力の一因ともなっているといえよう 。

住吉・江坂・緑地公園・狭山 N 丁、千里N. T、泉北N. T

表 2 のように、人口の定着のスピードより先行して地設が発生す

るもの( 先行型) 、人口の定着にほぼ対応して発生するもの( 並行型 ) 、

人口定着より遅いスピードで発生するもの ( 後追い型) の 3 つのタ

イプに分かれる。

@  占くからの自然発生的な街である 〈住吉〉 では、調査地設のす

べてカ、並行型か後追い型に分類され 、先行型がみられないのが特徴

的である 。経済的な経営効率からは、後追い型が有利であるためだ

ろう 。

。都市計画などによって比較的計画性のある 〈江坂) ，<林地公園〉、

また 、計画性の強い 〈狭山 NT)、 〈千里 NT ) 、〈泉北 NT ) では幼

稚園、小学校などの教育施設が先行型となるが、多くの商業施設や

ま反 住 吉 区 狭山 N.T 千里N. T. 泉北N.T

参考値

東京都 大阪府

2. 5 0. 8 0. 5 0. 8 0 .9  l. 1  l . 2  

0 .9  l. 0  l . 1  l. 1  1. 2 l. 1  

2. 0 0 .8  1.0  l. 2  l 目 3 1. 3  1. 3  

4. 1 4 .7  3.0  2 .5  2 目 8 9.7  7.7  

8. 1  6.1  2.0  l . 8  l . 3  6. 5 4. 3 

4 .6  l . 5  1. 0  1. 4  1. 1  0. 8 0. 6 

5. 6 4. 5 2. 5 2.0  1. 6  7. 0 4. 6 

7.6  2. 5 2 .4 1.6  3. 2 3. 3 

3. 6 6. 8 4 .0  2. 0 1. 9  6. 4 7 .1  

41. 2  33. 7 5. 7 5. 0 2.0  15.8  12. 3 

46. 3 33 .8  5.0  159. 0 134. 5 

15. 8 9. 7 2. 0 l . 5  1. 3 9. 8 10 .0  

14. 2 4. 0 2.0  l . 4  13 .0  12. 1 

3.1 9 .1  1. 5 l . 1  0. 6 11. 3 10. 1 

4. 0 2. 7 

7.0  4 .8  

.  色 、， 且ー. . .. . •• 
ー""， ・_.‘ "  "‘ .  

Ｎ‘・・ｾ，ｾＮＮ｟Ｍ ｾＭ 同 日 』ー H .  
.- .'  .. ‘.. .... r .，.__ ._ _  .. 咽

2  ) 参巧 fr(U;l 1附干1J 57i ドのf 1( ( で、 l UJ ・83. ' 84 よリ切出した .
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表 2 施設原単位( 施設数/ 1 万人) の経年的変動パターン

変動パターン 緑地公園 江 坂: 住 吉 区 4先山N. T 千皇 N.T. 泉北 N.T.

幼稚園 幼稚図 幼稚園 ilJ 手!fr 園 小学校

仁三亙

小学校 小学校 小学校 小学校 7 ーケット

内科 ・小児科 食料品庖 内科 ・小児科 マーケ y ト

青果物1苫

美容院

並 行 型
マーケ y ト 内科 ・小児科 幼. fj 主図 歯科 内科 ・小児科 幼.fj fr図

クリーニング 小学校 食料品応 歯科 食料品庖

1卦 聞S理3きS母 時 刊-

内科 - 小児科 t西庖 湖底

マーケ ット クリーニング 美容院

i首庖

食料品庖

後 追 い 型
歯科 幽科 歯科 マーケント 背呆物J苫 内科 小児科

Eトョ正

食料品庖 マーケント 青果物庖 酒応 食料品庖 歯科

理容 ・美谷院 迎答 ・美容院 喫茶庖 喫茶庖 理! 答 ・美容院 7!?染物庖

クリーニング l喫茶J i 5 理! 答 ・美容院 辺容院 理II 容院

喫茶応 j酉庖 クリーニング クリーニング

j阿j苫

表 3 北区と南区における各種施設のストック数の経年的変動パターン 表 4 各地域の住宅付き庖舗率( % )

北 区 南 区 業 経 IT Ｑ［ｾ＠ 緑地公園 帝塚山 狭山 N T

夜 間 人 口 並 行 型
小児料内科医院 小児科内科医院 全庖i Wi 85. 5 67. 1 84. 3 74 .6  

、
飲食庖 93. 8 75. 6 86. 5 78. 0 

、

、

施設欽、

、 食料品庖 65. 9 67. 6 66. 3 61. 1  

、

ノ、、
衣料品庖 89. 5 70. 0 85 .2  77. 3 

、

夜間人口
、、

、、

時間
日用品、文具合庖 80. 8 81. 8  100. 0 

人 口 無 相 関 型 保育所、幼雄図、小学校 保育所、小学校 電器、家具、布団庖 90. 7 80. 0 92. 3 88. 9 

夜間人口 市場マーケ ット b歯科医院

立三

柄鹿、議局 市場 7 ーケ ット

キャバレー 魚屋、喫茶庖

麻雀r，可 食堂・飲食m

美容院

/  
パー ・酒場

、、、、

時間
麻雀庖

美容院、理容 l市 94. 3 78. 3 89. 7 70. 6 

クリーニング! 市 100. 0 100. 0 88. 2 71. 4  

建設、不動産 88. 3 76. 0 88. 2 77 .8  

診療所 100 .0  54 .5  100. 0 94. 4 

昼 間 人 口 並 行 型 内科・その他医院、歯科医院 幼株図 薬、化粧品応 84. 6 88. 2 44. 4 

郵便局 内科 ・その他医院

i ' f 来物庖、. ( ( ( 昼、肉屋、食料 郵便局
盤、教室 96. 3 52. 6 84. 0 85. 7 

ょ:
品応、喫茶応、食堂 ・飲食底、 背果物底、肉屋、酒底、食料品広 時計、眼鏡、玄石目号、

81. 0  57. 1 93 .3  

洋服庖 洋服庖

理容l苫、美容院 薬局、理容庖

クリーニング応 クリーニング庖

時間 パー ・酒場 キャバレー

医療施設は後追い型、あるいは並行型て、ある 。

以上のように、先行型となるものは、一昔ISの公的施設のみで、大

部分の民間による施設は、後追い型となる傾向がみられ、資本主義

社会における経済の論理が明! 僚に現れていることが分かる。

4  . 混 在 の メ カ ニ ズ ム 一 一庖 舗 付 き 住 宅 の 分 布

これまでにみてきたように、者IS市の既成市街地では、生活密着型

施 設 や 遊 興 ・娯楽施設などのスト ッ クの量が計四的につくられたニ

ュータウンに比べて格段に大きく、これが都市居住の魅力の大きな

理由のひとつであるといえるだろう。

では、なぜ、このような差異が生じるのか、そのメカニズムにつ

いて考えてみよう。

ニュータウンの近隣セ ンターの商業施設などは 、広告l日間の競争が

なく、物価高やサービス低下、早い閉庖 11寺聞など、顧客からの不満

がたえないが、この最大の理由は、商業施設などの立地をセンター

内に制限し、しかも 1 業 種 l 庖告i I i あるいは 2 庖告ili とい った規制 が 影

響しているものと考えられる。センター 内に 専 用 庖 舗 を 計 画 的 に 設

ける場合には、経営者の保護の意味からもこのようにならざるをえ

カメラ1i 5

荒物、金物庖 90. 0 100. 0 

事務所 35. 0 84. 6 

ないためである 。 一方、都市の自然発生的な既成市街地では、さま

ざまな施設や業種の立地の自由度が向く、しかもいわゆる「パノマ ・

7 "7 ・ストア j としての経営形態が多くみられることであり、その

物的形態としては、その多くが住宅付ーさ底知I i だということである。

図 2 は萱島( 京阪萱 1

1
;占駅付近) 、紋地公園、干「f 塚 山 ( 住吉区 、阿倍

野区) および狭山ニュータウンて快調査した専用庖告IIi ( 0 ) と住宅付

き 庖 舗 ( ・ ) の 分布図である 。

萱島は虫食い的に乱開発された住宅地で、文化住宅が多〈、一方、

帝塚山はブティ ッ ク、ギャラリーなども欣ゐ二する高級住宅地て¥ハ

イセンスな者IS市空間を形成しつつある地域である 。

自然発生的な既成市街地において、いかに多くの住宅付き応舗が

居住地の中に悦在して分布しているかがよく理解していただけるだ

ろう。比較的計画性の強い狭山ニュータウンでも、民間による開発

で規制がゆるいために、住宅付き庖告ili の自然発生がみられ、千里や

泉北 なとマ〉公的開発ニュータウンと大きな差異を示している 。

表 4 は、業種ごとの住宅付き庖告i I i 率をまとめたものである 。 クリ

ーニング広のように高い値を示すものから、建設 ・不動産業のよう

に比較的低い値を示すものまで、業般によ ってその値は呉なるが、
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帝塚山駅付近

① 

句、.

200m 

緑地公園駅付近

① 
‘ . 

ｾｾ山ニュータウン 冗

ｾ＠

200m 

200m 

図 2 住宅付き庖舗( ・) と専用庖舗 (0 ) の分布

全般的には、 6 0 %以上を示すものが多いことが理解できるだろう 。

C 多様性の原点一一都市

都市の持つ最も素晴らしい特質は、無限の多様性である、として

近代都市計画の手法であるゾーニングを痛烈に批判したのは、ピー

タ - .  7 " ( / イクだが、その典型が既成のニュータウンということに

なるだろう 。

「ニュータウンを舞台にして r*m雪j が将来書かれると思うか」と

54 

いうのは面白い問いだが、それを可能にするのがこれからのわれわ

れの仕事であり、その原点は都市の多様性と混在性にあるといえる

だろう 。

*  

最後に、資料閲覧にご協力いただいた N T T 関西総支社の方々、

調査を行った野口みゆき、泉克也、菊川みゆき、寺西弘育、五宝久

充、石川ヒロ子の諸氏に感謝の意を捧げたい 。

( かしはら しろう 大阪大学助教授 ・工学時士)
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都心居 住・スポット

大阪の

衝と人

- 大阪三郷を中心に明治22

年、大阪市がスタート 。

・市街地の拡大が続き、大

正12年には環状線の外へと

広がりはじめる 。

・昭和 19年、市電の路線延

長は 116 km 、 l 日 140 万人

の人々を運んだ。

「水の都」は「煙の将II j と

なった 。生産と生活が一体

となり、まさに 24時間街が

活動していた 。

・者11市の成長は、都市に住

み働〈人々の増加と一体で

あり、人口 WJ支が故大とな

る。

資料作成とまとめ 2  

岡田信幸 き

( 大阪市都市整備局)

小浦久子

( 総合調査設計)

市 街 地 の 変 遷

t" .  

• 

市電路線図( 戦前)

ノ

市街地面積の動きと人口

市街地
市 街 地

年 次

面積 ( ha )

市土産人口{人)
人口密度

( 人/加)

1699 364154 206 

1764 422359 238 

明治 1 1868 281306 160 

20 1887 2660 472247 309 

33 1990 881344 260 

40 1907 4040 1239373 300 

大正 4 1915 1460218 330 

12 1923 6550 1301500 

14 1925 2114804 260 

昭和 5 1930 2453573 255 

15 1940 9030 3252340 280 

20 1945 1070300 

25 1950 13470 1956136 140 

30 1955 2547316 175 

40 1965 15960 3156222 190 

50 1975 2778975 155 

60 1985 2636260 

牟 大正 14年以後、詑川・大和川など水面相当2∞Ohaを減.

建築と社会/ 1捌 年 5 月号 5 5  
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凡例

+  0以上ー50戸未満

o  50以上- 100戸未満

. 100以上ー

.は締心地区

密室il 0，0- 4. 9%減少

仁コ 10. 0%以上減少

• r都 会j が人を引き寄せた時代。 r都会」

=  r働〈場J =  r住む場」としてさまざまな

人々を呼びこんだ。

・ 「都心」の成立と機能特化が進む。業務地

化することで、人が住まない街ができた 。郊

外へ郊外へと、住宅地が広がる 。

・再び、街に人が住み始める 。 r都 心J を街

として使いこなす人々が、都心居住の魅力を

みつけ始めている 。住み方の多様化が、都心

に人口を呼び戻している 。

rzz;ヨ増加

際室] 5. 0- 9.9 %減少
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今年 4 月から 10月にかけて開催される“ なら ・

シルクロード博" のための展示館の一部として、

図 1 、写 真 1 に示す規模、形状の 3 館の木単材の

組み合わせで精成される木造格子ｾシェルがお見

みえした。( 計 画 設 計 菊 竹 消 訓 建 築 設 計 事 務 所)

もともと木造格子型シェル構造は西ドイツの締

造家フライ ・オ y 卜一教授らによ って開発された

締造形式で、 図 2 の概念図より説明されるように、

等間隔に組まれた小断面の木造裕子材を強制的に

曲げて曲面を形成するもので、最も軽量な シェル

構造として、自由な形状による大空間を実現する

ことが可能である 。 しかし、本構造物の設計、施

工においては、シェル曲面形状設定、木造絡子材 なら館

の初期曲げ、面内外側性の確保、接合部詳細、木

材の品質管理および施工法など難しい問題が含ま

れており、建築物としては海外でも数少なく、わ

が国においては今回が初めての試みである 。

1 5 8  

木構造シェルーなら・シル

クロード博から-

久 徳 敏 治

はじめに

構造概要、材料特性並びに建方施工

図 l に示す木造格子型シェル 3 館、すなわち上

段のなら館は蚕のまゆ玉を模擬した形態で、長さ

62. 0m、幅32. 0m、高さは立ち上がり! i . i ( 2. 7m)  

を含む13. 7mの双丘形、中段のテーマ館は天山北

路、天山 I箱路によ って囲まれたさを聞を模擬した長

さ104. 5m、幅38. 8m、高さ 15 .2 m、下段の総合案

内所は勾玉の形を表した長さ 39. 5m、幅15. 0m、

高さ 6. 7 m の空間を構成するものである 。使用し

た紫材は主 lこ4OmmX 7伽 mの奈良県ー吉野産スギ材で、

『 テーマ館の綬要

1 . 建築概要

敷地面積 10. 7∞M 

建築面積 2，I24nf 

延床面積 2，107nf 

階 数 地 上 l 階

軒 高 さ 2 目 7m

最高高さ 16. 0m 

2. 精進概要

小 屋 組 す ぢ 材 に よ る 格 子 シ ェ Jレ構造

屋 恨 P V Cポリエステ Jレ繊維布

支持摘造 鉄筋コンクリート箆精進

基 砲 連 続 基 礎

写真 1 木造格子シェルの内観

写真 2 木造アーチの建方施工
写真 3 アーチとエッジプレート緩合部

に

を

る

包

子

せ

メ

格

さ

メ

た

形

形

れ

変

方

ま

制

形

正

絹

強

方

ロ

-

V

A(

格面平

2方向の格子材を

1本のボルトで接合 、
、
r

'

図 1 木造格子シェル展示館 図 2 木造格子シェル構造概念図

図 2 に示すように 4 段に交1 [ 1こ組み合わせ、 50cm に示す基本統計立を示し、たとえば曲げヤング係

間隔の俗子組みで強度、剛性を確保している 。紫 数は平均90. 2 t/ cn1と、 一般のスギ材の70. 0 t/cn11こ

材の材料特性は、 1000本余の材料試験結果、 表 1 比べてきわめて高い値を示し、良質な力学特性を

表 1 ならシルクロード博

材料賦験結果
4島田X7白血 N= IOOO 

JJi 目 平均値 様偏酋差畠
必小f直| 最大値

幅 (mm)  7l. 1  0. 4 68. 5 72.3  

成 (剛 ) 40. 9 0.2  39. 9 41 .8  

平均年輪幅 (mm) 2.9  l. 1  0. 9 6. 9 

試験I l # 合水率

7.4  2. 8 3. 0 27 .4  
( 略)

!t 丞 0. 36 0. 03 0.27 0. 47 

最大節径比 例) 26. 4 8.6  
。。

69. 2 

曲げヤ ング{係，i 慣数の
90. 2 13. 8 34 .9  149. 7 

曲面設計

規則的な網目格子を用いた格子シェル幹事造は連

保有している 。 統体シェル構造に比べて、一般に面内せん断剛性

建方は地表面にで長さ 4 mの素材を交互に仮組 がきわめて小さいため 、曲面構造物であってもそ

みし、 4 m平方の絡子をアーチ方向の所定の長さ の力学特性はシェル構造よりむしろ一次元的な絡

に接合し、クレーンにて吊り上げ、曲率を保ちな 状アーチ構造の特性に近いものとなる。格子シェ

がら両端の立ち上がり壁上に橋渡しする( 写 真 2)。 ル構造にとって軽量 ・大スパン構造物の実現のた

その後、単体アーチを接合し、設計図書に明記さ めに少なくとも常時の荷重状態に対して二方向ア

れた曲面空間を構成していく構法によっている 。 ーチとしての最適な幾何学形状の選択が重要な諜

また比較的正確な角度が要求されるエッジ部分は 題の一つであり、基本アーチ形状について軸 ・曲

アーチの形状補正を行った後、正確に角度を保つ げ歪エネルギー比に基づく最適な軸 ・曲 げ剛性比

エ y ジプレートと調節機能をもっ接合ボルトによ に関する検討も行われでいる。アーチ断面の経済

って緊結し空間を締成( 写真 3 ) 、その上面を透光 性と合力学性から、 曲げモーメントカ刈、さく圧縮

性の塩化ピニールコーティング ・ポリエステル繊 軸カ卓越の状態を最適とした場合、一線分布荷重

維布で覆う 。 に対するアーチの愚適な構造曲線は、懸垂鎖模型

建築と社会/ 19僻 5 月号 57



実験などにより容易に想像し得るように、反転懸

垂曲線となる。以上の結果より、曲面の基本設計

は懸垂線アーチに基づいている。

初期曲げ. 応力

木造格子シェルの形状設計では、その施工法に

関連して、格子材に発生する変形および応力度の

検討が重要となる。シェル曲面面外の 曲げのほか

に、シェル曲面と格子曲面の不適合度に応じて、

格子材にはシェル面内の曲げおよび振れが強制さ

れることとなる 。二方向絡子交点ボルトの接合状

況の極端な例を 図 3 に示すが、二方向独立に絡子

法線を取り得る場合( 自由交点) と格子法線がシ

ェル曲面に一致するように拘束される湯合( 拘束

交点) の二つが考えられる。前者の場合には、待

子材にシェル函内曲げがほとんど生じない。後者

ではシェル曲面の述続性は満足されるが、倫子材

に曲げおよび振れ変形が強制される 。現実的には

交点、ボルトの按合状況に応じて両者の中問状態と

なり 、図 4 に示すような三つの法線ベクトルの差

B方向

格子方線 z・
"  曲商法線 n

M β.  B方向格子

戸ト- 1-

整一一

孝 弘方向格子

(a ) 自由交点

t  ｅｾ］ＱＱ＠

匿彊

メ毛針 1  

日方向格子

G方向格子

(b) 拘束交点

図 3 格子交点状況

企画: 日本建築協会

図 4 幽面および幽線法線ベクトル

異の大きい部分には、絡チに面内曲げあるいは振

れが強制されることとなる 。

構造実験

わが国最初の木造俗子シェル構造の木施工に先

立って、施工法および榊造特性犯爆を目的として

小声射英なモデル似を試作し、各種の実験殺認を行

っている。モデル棟は写 真 4 に示すように、辺長

写真 4 モデル練外観

12mの正方形平面で、シェル部分の高さ 2. 5 m 、

実榊造物と同級の懸垂形を基本として幽函設計さ

れている 。絡チ素材は幅 6 c m、成 3c mのスギ材を

両 }J 向とも 2 段組みとし、設計曲面の曲率、|土径を

スギ材の曲げ強度を晩み 7.5 m 以上としている 。

組み上げ時の筋工誤差は、設計曲面に対して/ ] < 苧

および鉛直それぞれ最大45mmが観測されている。

また、動的な構造実験として、常時微￭ｉ ｾｊ および変

位強制による門由振動実験を実施し、その結果、

一次振動数 5. 9 Hz と予怨以上の岡IJ 性カ河'(fi 保されて

いること、減衰定数は 5 %程度を持っていること

カ句在認された。

おわりに

「燃える J r狂う J r腐る」という木材の欠点を

克服すべき技術的改良がようやく実りつつあり、

きわめて魅力ある木締造の時代を迎えている。そ

れにしても最近の生活空間環境の尖鋭化は人間の

ストレスに大きな影を落とし、不安を訴える人 U

が噌える傾向にある。このような環皮121化に対処

するためにも、機能面と感性の両面から木造が見

直されており、適度の温度調盤機能、木肌のもつ

個性的なパターンと適度のゆらぎ、反射率や残響

カ刈、さいという視聴覚的効果、無機的な材料には

ない温かく、やさしい接触感覚などが、生活空間

の笠かさを験し出す決め手として期待されている。

( ひき とく としはる 株式会社竹中工例大阪本町)

設計部専p' ]1宣
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外壁? 冒涜

飯塚五郎蔵著 川ｾ圃 ｬ ト ＷＴ 判

. 内容紹介

1. 外壁の系絢 柱の家と壁の家/ 外 壁の造り

かた/ 其墜と大壁/ 外壁仕上の昭和史

2. 積む壁 煉瓦の壁/ 石造の壁/ 各種プロッ

ク壁/ 校倉の壁

3. 塗る壁 日本壁/ 西洋左官術/ モルタル塗

/ 外壁仕上げ塗工

4. 張る笠 木造板張/ 窯業系防火サイデイン

グ/ 金属板外壁

5. 貼る壁 タイル貼/ 煉瓦タイルと煉瓦貼/

ガラスのタイル/ 石貼

6. カーテンウオールとパネル 金属カーテン

ウオール/ ガラスのカーテンウオール / P C

および A L C張壁/ プラスチックのカーテン

ウオール/ サンドイツチパネル

…司 1"-"""' """ l ¥.  ..-四 7. 迷いと決断一 一賢者の選択 塗り壁か乾式

な 情報 と 知識 が 得 ら れ る よ う に ， い ろ ー 十えｾずう 壁 か / 外壁仕上げの満足度とクレーム/ 外 壁

い ろ な 材 料や 部 品 の 専門 書 や カ タ ロ グ 巨司e : s : 二辛到 の耐用年限

に あ る 知 り た い 部 分 だ け を 収 集 し た . 竺 プ エ ヂ よE口 -- - ー ー ー

最 も 適 切 な 材 料 決 定 の た め の 指 針 を 示 回二コ十「同司 ・咽r _  . . _ J I・・・・l ・_ L  

し に す ぐ 時 立 つ材 料 ・構 法 の 実 用 書 」h 唱 I  T  Ｂｉｾ＠ I ・I I s.. ｾ＠

最適な材料選択の決め手 ! v - - v  v  v  v  v ・

〈目録進呈〉 6 学芸出版社

〒600 京都市下 i同院東入
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新しいガス給湯機

西 川 辰 也

安全性、経済位、設首位、操作性、快適性など

のニーズに応えるため、最近のガス給湯機の技術

開発には目覚ましいものがある。

1 . 超コンパクト型給湯機

現在、家庭用の給湯機では給湯能力の大型化が

進んでいるが、一方、最近の住宅事情から、設置

の省スペース化が要求されており、よりコンパク

l ELl 法 当塵ヨ雪国己主J3亘で豆

と;;¥ ｅｅｅｅｅｅ ヨ ＱＱＱＧＮＢＺＺｾ "' 11011 "  f ヨ 回 配 五 五 百 司 町 立 コ

- ゐ"' ; l . I} 開始、自動停止

. lit し，・

図 1 全自動風呂給湯機の沸かし方

流れを工夫した新しいバーナーを採用して高負待

燃焼を行い、バーナ一、燃焼室のコンパクト化を

はかっている。

また制御部品、ファン、ガス ・水・空気の通路

等の椛成要紫についてもコンパク卜化しており、

たとえば、ファンモーターの D C化、電子制御部

品の小型化等、各要素の大幅な小型軽量化を図つ

ている。

表 2 は、趨コンパクト型給湯機の一例として、

大阪ガスの商品の概略仕様を記す。

表 2 趨コンパクト型給湯織の一例

. 6 動車・E

2. 全自動風呂給湯機

・遣い鍵き闇暗~自闘停止

・偲" Ui!勘a筒

最近の温泉ブームに見られるように、若い人達

を中心にパスライフがファッションイヒしつつあり、

共働き家庭は帰宅後の家事の合理化のため、また

中高年曲者層には健康のためにと、パスライフにた

いして、より高機能化、手11便性の向上が求められ

ている。とくに主婦は、家事労働の中でお風呂を

沸かすことについて常に不満を持っている。お風

呂の水の入れすぎや沸かしすき・は誰でも経験し、

ひやりとしたり常に気にかけておかねばならない

面倒なことである。同子一一ーと式 |3同 O町 内 )

トな給湯機をという要望が高まっている 。 このよ | 本 体 す 波 ( mm) I 高さ 510X幅350X奥行l ∞ | そこで、これらの不満を解決するため、ここ数

うなニーズに応えて、従来タイプと比較して体積 |重 量( 切) I  15. 0 |  年風呂の自動化が急激に進み、その普及も目をみ

| 係 議 能 力 ( 号 数 ) I  16号- 2 号 |  

比1/ 4までコンパクトにし、設還バリエーシヨンの | 標滋インプット ( Kcal /h) I  3ゅ， 0∞ |  はるものがある。

zifiL2;; 誌 は ? ; 現 場 施 工 性 l; よ山山H夏吋jittJ l  に33??設;;;;Jiftf??

表 1 は、同能力 ( 16号) の趨コンパクト型給湯 I  I  ガ ス I  ｾ山 ｌｐＩ 日 Ｈｐｔ す ｂＩ ・ Ｑ 湯温は常に一定に維持され、お湯が減ったら自動

機と従来タイ プの給湯機との虫盆および外形寸法 I  I  I  (6C 仏 ) 肌 (PH -B) |  的 1: 湯が足される という機能が望ましい。 図 1

1  ｾ＠ ，..1 給 水 I 15A (P TすB ) 1 ＱｊＧｊ ｜ＮＮＮＮＨｾＧｾＮｾ￨＠ 'f L G J  

を比較したものである。 I接 続| 給 湯 I  1州 P T MB) |  に、全自動タイプの風呂の沸かし方を示す。

表 1. 給湯慣の仕織比較 I  I  慣 を詞 I  ａＨｾ＠ l I ) ( l V  1  全自動風呂給湯機は、 i弗き上げ方式によって 2

l又
題コンパク卜 超コンパクト

従 来 型

型A ( 繍型) 型B ( 縦箆)

丞盈 14kg 15kg 24kg 

外形

高さ 34缶四 高さ 51伽m

× 幅45伽m × 幅35伽m XI偏48伽m

寸法

× 奥行10伽m × 奥行10Qnm × 奥行19伽m

現在商品化されている紐コンパクト型給湯機の

ノf ーナーの燃焼方式は、全一次空気燃焼方式とプ

ンゼン燃焼β 式に大別されるが、お: f A { o ! j 燃焼を行

うために、前者は二段階の熱交換器を採用し、後

ｾは低一次予混合気の流れと強制拡散二次空気の

写真 1 ベランダの残り壁( 左…旧宮イプ、右・新宮イプ)

写真 3 凹凸のある外壁

タイプに分類できる。

写 真 1 - 4 は実際の設置例であり、左が従来タ ① 自然循環タイプ 浴室に隣接設置するタイプ

イプ、右がおコンパクトタイプにおきかえたもの で、従来の風呂釜と

である。ベランダの残り壁、狭い通路、凹凸のあ 同じ権造をしており、

る外壁、隣との狭い空間において超コンパク卜型 施工方法が在来工法

給湯機がすっきりとコンパクトに設置されている。

超コンパクト型給湯機の要紫技術は、給湯機の

みならず、風呂との来用機や給湯暖房機にも応用

可能であり、すでに風呂との来用機は商品化カf行

われている。さらに今後ますます広い範闘での応

用が期待できる技術である。

写真 2 狭い通路

写真 4 ' " との狭い空間

と閉じということで、

施工省に受け入れら

れやすい。

(図 2 参照) 図2 自然循環タイプ

② 強制循環タイプ 集合住宅では、浴室と風呂

釜の位置が離れるケースが多く、また、戸建住宅

でも建物の美観上あ

るいは 2 階に浴室を

設 け る な ど 、 同 様 の ザ

ケースが上旬えている。

そのため、浴憎の湯

をポンプで強制的に

循環し、風呂釜で沸

き上げる方式である。 図3 強制循環タイプ

(図 3 参照)

今後の開発動向として、

① 浴憎の自動排水、自動洗浄まで行う其の全自

動タイプ

② 風呂の浄化、殺菌により年中浴仰にお湯をは

ったままの家庭用温泉風呂

等が考えられるが、単に機器単体で考えるのでは

なく、美容、健康、レジャー感覚まで満たせる快

適なパスライフを実現するための新しいシステム

の提案が必要と思われる。

( 川 村 山 大 阪 ガ ス 株 式 会 側 開 発 部 岡 町

水チーム副深長 /  
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本 社/ 神戸市長田区浜添通4丁目 1番21号 宮 ( 078) 671- 5071 ( 大代表)

東京 (03) 865- 2217/ 大 阪 (06) 555- 2550/ 名古屋 (052) 242- 1127/ 福岡 (092) 44ト4451
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施工材料の頁

1 5 9  

屋上駐車場用防水工法

池 田 定

最近、建物の有効利用の面から、屋上駐車場や

下地追従性能 : S A工法は、下地 クラックによ

る防水層の破断事故が生じやすい低温下でも、優

れた下地追従性能を発得する 。

表 2. 下地亀裂への追従性
( ""，)  

lx 
熱アス防水 シート防水 S A工法

A- l  I  A- 2 

粘Jす層付

S A- 5F  

きシート

20t  10 8  30以上 30 

o t  8  7  28 21 

- 1 0 t  2  2  26 18 

耐衝型車性: くさび形の重量物の落下衝撃試験に

おいて、一般の熱アスフアルト防水工法と同様の

耐衝撃性能を有する。

表 3. 耐衝撃強さ (0. 5RX 8. 3kgの落下テスト) (an) 

立体駐車場が附加l しているが、屋上駐車場防水で I  :.l:.l I  ? O I  1 0  I  ? s  I  ? s  I  ネオ・ルーフィングG H- CH敷般

は、従来の屋上防水での要求性能以外に、振動等

に起因する下地亀裂に対する追従性や押さえコン 接着性能: ネオ ・ルーフィング G A - Cの粘者層

クリート打設に対する耐衝繋性、耐フクレ性が婆 が、熱アスフアルトの熱で融若し、安定した接

求される 。 カを発得する 。

S A工法

今回紹介する屋上駐車場用 S A工法は、 ゴムア

スフアルトシート( ネオ ・ルーフィング GA- C)

を用いたシート防水と熱アスフアルト防水の上に

アスフアルトコンクリート押さえを施した複合防

水工法であり、シート防水の持つ優れた下地追従

性能と、熱アスフアルト防水の持つ耐外傷性能、

水密性能を: l J t ね備えた新しい工法である 。

当工法の駐' ド場周f上織としては、コンクリート

打設用の一般{ 上織とアスコン打設用の脱気f上械が

あるが、最近ではアスコン打設仕様が地加してお

り、近鉄上本町駐車湯や大阪市交通局中津営業所

の大型パス駐車場等で採用され、注目を集めてい

る工法である。

表 1. アスコン打般用脱気仕犠

工程 S A- 5H F 工法

① ネオープライマー G A R

② ネオ・ルーフィングGA - CH

③ 7 ス7 7 ) レト

④ アスフアルト Jレーフイング

⑤ アスフアルト

⑥ アス 7 7 ) レ卜フェ Jレ卜

⑦ 7 スコン打設

f時考: G A- C HはGA- C の裏面に脱気府を積層したものであ

る。また、アスコンのj事さは5白mm以上が必要である。

S A工法の特長

本工法の特長を具体的に述べると、ゴムアスフ

アルトシート( ネオ・ルーフィング G A- C ) のf寺

っすぐれた伸び特性に基づく下地追従性の良さに

ある 。 さらに、この G A - Cの裏面に特殊脱気層を

設 け た G A - CH を用いることにより、アスコン舗

装を防水層の上に直接打設できる点にある 。加え

て、施工のスピードアップ、工期の短縮が可能と

なり、 トータルコストが低減できる 。

買値 4・.  
到匂. 接着院験結果

(Kgf/2缶1111)

gs {立 熱7 ス工法 S A工法

ジョイン・ト昔日 2.8  4. 8 

下 I色 昔日 3. 2 5. 0 

立ち上がり部 3.2  4 .3  

施工性能 : S A工法は熱アスフアルト防水に比

べ積層数が少なく、防水重量の軽減と工期短縮が

計れる 。

表 5. 施工性能比較

1，∞Onf での施工性

5人 X 5日= 2 5人・ H

5人 X 4 日= 2 0人・日

経済性: 従来仕様( 熱アス防水+ コンクリート

押さえ) に比べ、本仕様 ( S A 工 法 +アスコン押

さえ) は、抑さえ層の厚さが低減でき、白地材も

不要となり、 トータルコストの低減が計れる 。

表 6 . コスト概略

、ー- - - - -
従来 i士織 S A工法仕様

防水層 A-2 SA- 5HF 

1上

コンクリート舗装 アスコン舗袋

1品 押さえ府

(厚さ lω 叫 (厚さ6伽時

防水層 3，450 4，100 

コスト コンクリート 2，5∞ アスコン 2，白川

材 工

押さえ層

目地材 日加

(内1m) A  ロ 6，450 6，1∞ 

近鉄上本町駐車場での実施例

S A工法の工程を写 真に示す。

① 下 地m帰後、ネオ ・プライマー GAR塗布

②ネオ ・ルーフィングGA - CH敷設

③アスフアルトルーフィングおよびアスフアルト

フェルト施工

@ 防水完了後、アスフアルトコンクリー卜舗装

⑤完成

アスフアルトコンクリート舗装

完成

あとがき

木工法は、昭和56年の発売開始以来、種h の 現

場で採用、施工されてきており、是近では大型駐

車場での採用がm加している。アスコン舗装の駐

車場では、脱気材の設置等でm十、施工段陪での

計画的検討が必要で、ある。

今後は、性能の向上、コストの低減等にj主力し

ていきたい。

( いけだ きだむ 三ツ星ベルト 株式会社建材事業部技術課)
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テトカッパー防水

・:ii;fii71Riiffi 叩 25fj;コ;l:::
カツパー防水帯 ;;;;ぷム うtうテ

f : : ? : 竹 之 内 ・ I I祭器
i I I I i I I . お申る次第カタログ進呈

奥 ヒ工業株式舎枇
本 社 東 京 問 中 央 医 姐1事8- ' - 9 電話03 1571)  2703 

k 阪' " 隅PI i 大阪，J i 淀川区東三国6 - 1- '1 電 話 回 (391) 1081  2  

2奇玉材a健所 埼五県袖川市東 1- 3- 30 電踊0' 87(7' )28' 5 6

" ' * 出蝿所 神様川県" ' * 市金問 259 電甜0' 62 ( 21) 1761 

Z古用品彊所 名古附，I i 耐区 ri'>.町33 電 話052 (811 )  3660 

九州刷機所 佐賀悌怯賀郡' " 富町太平絹富地' 50 電 話 回52 ( ' 71 回 同

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター株式会社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 符 町 l ー 12 日 生 ピ ル 霊堂 (943) 6571代 表

東京・倹浜・盛岡 ・仙台 ・水 戸 ・静岡・岡崎・ 名古屋・富山 ・大 津 ・京都・神 戸・広島 ・高松・福岡他全国主 要 都 市

詰品三官史観認可 I J I シヲ Jl 歩9J l

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 色 彩 豊 富 責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングルフフフターケアー/

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

J皮板規俗 S ノj、波 . S 大 波 . Y i . 皮・ボ ックス波 . wジャンボj皮・V デ ッキ

S Y ジャンボ波 ・ボルトレスルーフ B L ・其の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・工キゾスター( 強制) )

ボーロイド( 断熱材) D. G. K. ※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

轡市 I J I !J 9J l J 9J l 製造跡式会祉

大 阪 本 社 〒660 尼崎市昭和南通り 3 ー 26 松 本 ビ ル 屯 話 大 阪 (06) 412- 5131 (代)

大阪支l苫汲工場 大 阪 ・九州、1. 名古屋・広ぬ ・東条・メ1) 谷・姫路

東 京 本 社 及 工 場 〒335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484) 42- 3115(代)

支l苫及工場 東 北 ・東京 ・関東・熊谷

体育館屋根フネンシングル

62 

ト

.  



空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 投 ，i l-'施 工

φ 郡朝日Z 業 社

“  

本 社東京都港区浜松田T 卜 25- 7  Ｑｾｕ 古 Ｈ ＴＳＴ Ｉ ＶＱＷＱ Ｈ 大代Ｉ

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 名 古 屋 - 中 国 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛岡・償浜・商事問・京都 神 戸

震 災 羽 汚 禁 処 毒 設 計 施 工

φ 語 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 席 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151問

点打Ilrli - * 山区大手日大路正面上ル' i ( ] : Jii J;r (，11561局4944間

神戸市中央区下山手通 6 - 2 - 8 電 話 神 戸341応 5 8 9 2

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ己撚武会社

志E ・7<恒志社 〒 550 大 阪 市 西 区 江 戸 場1丁目 9暑251; 電I t ( 曲)441-8231

耳 東 本 社 〒 104 東京邸中央区銀座2丁目 2昏17号 電 肱 (03)535-5251

宜 社 名 古 担 福 岡

主 底 札 制 ・ 仙 台 ・ 締 淘 ， k . or 千 葉 情 浜 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 天 理 ・ 岡 山 広 島 。

高松ー熊本

営 揖 所 帯 広 ・ 函 館 膏 議 ・ 秋 岡 ・ 盛 岡 附 情 ・ 畳 野 静 岡 豊 田 ・ I_ - 富山

楓 井 ー 草 加 ・ ! ! 山 怯 山 高 知 北 九 州 ・ 鹿 児 島 邦 覇

出 積 所 細 川 ・ 福 島 ・ 松 江 徳 島 民 崎 。 宮 崎

海 外 支 底 シンガポール ・ホ ンコン スリランカ

筏 術 研 究 所 〒 ＳＵＴ 埼玉県人間郎 三芳 町大字北永井 ＳＹＰ 暑地電 ＱｾＨＰＴＹＲ Ｉ 日 Ｍ ＱＵＱＱ

空気調和設備 I' X " ¥ 産 業 設 。J，i

給 排 水 設 備 ( J 吉、 l 水 処 理 施 設

常 気 設 備 マーｾ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 円 谷 泊 二

取締役大阪支底長 堀 ( [ 1久治

大阪支庖 大阪市- * 区北浜 2 - 22 'l !Uii 06(202)  3071 ( 代表)

本 庖 ;.R: J;r 郎千代田区石楽町1 - 4- 1 11! Jli 03 (502)  6111 (大代)

支 盾 名古屋 ・九州・北海道中 国・京北 ・北陸・四 国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 ，j立，i I- /j 血

4  

令 三 建 設 備 工 業 株 ま 奮 社

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 悔 田J 3 番 5 号 mJ l i ( 352)  1  1  3  1  (何

本 社 Ｊｊ［ｾ 邸中央区日本橋蝋殻町 Ｒ - 2 2 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 償 浜

。

社
内

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

株式会社 三 発 空

大阪市東区城見ツイン 21MI Dタワー

東京都新宿区西新宿 新宿住友ピル

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号

仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 1ft 10 号

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番目勾

広島市中区紙屋町 1 丁目 2 昏22 ;手

術岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号

札制・機浜・京郎・神戸 ・松江

野森・秋田・盛岡・字係官・千葉・川崎・富山・板井・高位・

下関・熊本・鹿児島・沖縄

調
旬 結 06- 949- 1371

電路 03- 344ー 1911

ｾｬｩ＠ 06- 363- 1371 

1苫0222 - 61- 3002

ｾｬｩ ＰＵＲ ＭＵＸ Ｑ Ｍ ＸＵＷＱ＠

1苫082- 247- 4535

Jli 092- 761- 3795 

営 業 所

出 g長 所

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 諌 結

倒 的 よ さ 腕 へ 蹴 で 挑 む一 一 一

f i  株 式 会 社 書 研

町防 ・ ー ー 一

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピルL 2 階)

郵便番号542 電話大阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナンス部 電 話 大 阪 ( 06 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 庖 東京都千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピル2- 4階)

郵便番号102 電話東京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

商昆は空気ですo ¥ '  ｾ＠
掴 聞 熱と空気のエンジニア町一-

L 丈/ J E君主位

空 気 調 和 / . 下¥ 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 『てつ7 設 計 施 工

第ーエ索株式会ー私

大阪支庖

大 阪 支J苫 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

- 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒 100 東 京 郎 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

「 冊 凶 副 鵬 、 空気調和設備 ｾＱＱ
fiii 言十施工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 熊 工 緩 織 亘 書 舎 極 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443) 8  0  7  1  

本 社 東京郎中央区京矯 2 丁目 9 T  E  L  (562) 1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 領 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5- 11- 12 ，屯 06- 313ー1846

大 阪 営 業 所

牧 方 営 業 所 枚 n 市甲斐悶東町 9 - 3 電0720- 49ー2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中1ft 6 丁 目 8 Is: 4 号 電話大阪 (458) 3628番

支底・営業所 福岡 ・京都・天理・川西
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Board&Sl ate 

⑨日本写植印刷株式会社

三 室 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

2依 社 千530 J . : . 似，j ; .t 1>( 内.R1i1l 2 - 6  - 8  ( 吐ピル) T E L  06(364) 1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

車 京 宣 庖 〒105 ｾ＠ J;( 附 港 1>( lij 惜2 16(ニ& ー 柑惜 ピル I T E L  03(504) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

名 古 屋 支 庖 干462 r，占 /;1 ，11  .t 1>( 世械，_ r  1"1 12 - 14 T E L  052(991) 5  1  3  1  

神 戸 支 底 干657 神 J i r! i 曙 r，z ｾＧｾｨ｜ｱｬ 町 Ｑ ＭＲＭＹＨ エピ λ ピルＩ T E L  078(881) 5  5  7  1  

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 e 06 (606)  1111代

干892 鹿児島市名山田J 4 -7 三宝ビル ーω9 2 (26) 4371 

干708 霊山市大手町8番5号慢箆底会館 ， ω682 (4) 1771 

〒筑氾南風原村嫌械 沖縄印刷団地 雷ω 88 (55)  6100 

業

本 社 太阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385)1361  ( 代)

大阪営業所 T E L  k 阪06(385) 1361 ( 代) 京都営業所 T E L 点怖075(31111l 85( 代}

東京営業所 T E L 車以03(574) 0 6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2( 77116 1  6  8  

大阪市東区高層世締五丁口 二八百H也 電話大阪 ( 202) 0325- 9  i待

本 社 東 京 都1 千 代 用 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 仙 台 丸 ノ 内 ・ 新 宿 ・ 償 j兵・名古屋 ・九 !+I

醤 業 所 出 張 所 全 国 主 婆 郎 市32ヶ所

会 社

社

ー・F 電曹司. . . .

③時羅場合金持

限りなきクリーンにま花戦する/ '

電気量生備・クリー ン ル ー ム ・ 冷 趨 房 設 備

給 排 水 衛 生 設 備 . K十 続 制 御 政 備 ・立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

設 計 施 工

ム一

A

義

- ・E ・・E ・・E ・ - - 可 ' 1 ' 1 J:II ， .. 

Ｓ 名ｾｑｉｬ，Ｎ副￰Ｍ

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

設 計 施 工

士

都

式

貴

田

⑤ 

気 株

本山

常 務 取 締 役 支 社 長

神

代表取締役

電 気 設 備

代 表 取 締 役

電

本 社

日本写樋セン' - ' -

，霊山写植セ ンヲー

沖縄写憎セン' - ' -

ミゐ

陽

Standard 

4 ，'1'. 

朝

あ T

勺 1 " 叫

ゆ こーさ

三竺 需手

幅二違勺

工.1!L 区 ス

ま株主実

現式五77

12云言者志

社 三一五
百 号 六 四

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 唐

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

京 間i 市 街 区 西 九 条 豊 田 町 2 0  1iI' 1也の 1

電 話 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06 )  352- 3501({り

治 市 栄 町 2 ー 1 1  1  電 話 ( 0592) 26- 361以内

四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53ー 7431"¥;)

大 泳 市中 央 2 丁 阿 4- 28 電 話 ( 0775) 22- 973以内

⑨日本管工業株式会社

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 邸 中 央 区日 本 稿 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . l!fI. . 滋 賀

社

栗 原 工 業 械 式 会 紅

。 住 友 電 設

設計並施工

1号

押 550 大 阪 市 阿lメ(11lj 本田r 1 ー 13 - 3 3

活 大 阪 06( 532) 代0461 ｾＵＵＰ＠

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

相

英

取締役社長

信原菜取締役社長

株 式 会 社

大 阪 支 l苫

三 量 支 1苫

四 日 市 営 難 所

滋 賀 営 雛 所

本社耳京都宝底

キ士

天 理 営 業 所

出 張 所

社

底

ーを

本

本

支
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特殊壁装材製造販売 和室に最適

ロ-ー:!こ;!?)(株)副 O! J : J !J D::2 

9- 11奈良県大和郡山市小泉町2744

製造元 自 国 マ ス ヲ'- I ! ' J I . ヲ三夫積式会量

販 売元 ｊｉｃ モ ｲ ｬｊコ四ｾ］ｉ勾届 ｅ 謝儀玉、 ｴ 重量 ｚ 最ま
本 社 / 車 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16 - 2 6 ・03- 582・8811

大 阪 営 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 偽 3 - 7 ・06- 202- 3294

省

一

二

工

第

第

。Ｎ￞ＱＮ｟ ｜ｶｾＮＭ 鴨代の断熱恥ｾ人
1多多J ヤ・ Ｎ ＮＮＮｊｾ み

目宜バイチ11ーシートP

目豆電線株式曾祉制問刊四回開Ｒｔ目 ＱＮＲｾＨ 干代田ピ ｊ レＩ

営 業 種 目

・防 水 工 事 盗 布 防 水 ・シ ー ト 防 水 ・モ J レタ J レ防水

・ 樹 脂 注 入 緩着 工 法 各樋樹脂注入子喪 主T補 修 工 事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各 傾 倒 ij5i :主人 ・充 棋 ・ コ ー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シリコ ン ・チオコー J レ・ウレタン ・アク ' J J レ

・吹 付 工 事 アクリル ・リ シン・弾性 タ イ ル ・そ の 他

<>建 微量陸 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般一日) 第51225号

く〉 日 本 シ ー リ ン ク 工 事業 也 会身 員

大阪市北区末広 町 3 - 2  1  ｉ Ｎｌ ι 、品ｾ " r I I - . &. -1- τ T T  

ＵｬＮ相地所 ｭｾｔ ピル ＲＰ Ｑ S  10f2:  I  ［ＮｲＧｲＧｦＧ守ヨ ｾＮＮＮτＷ Ｔｊ ｔｔ
T E L  0 6( 3 15 ) 0 7 0 1  ' 0 - ・7 ・.. #-・・ 4 咽，、 r # ・

、

a  

、毛

デンカC S Aファミリー製品

- T二J nCS A ( 膨張 |全混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・寄与n弓ヌヨニJ (グラウト 用無収納材 ) 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ ニ ｊｮ 守 Ｓ ーデ Ｇｮｊｉｊｾ Ｈ 主義一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

・寄与n E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nI I OOO(製品用超高度 j昆和材 )
コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式

TEL 本社 ・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

A

Q

冨式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  
4  

/ 本 社コト

式

社

株

会

TEL 大阪 ( 06) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 03) 2 7 2 - 8 5 0 1  

--・・・・圃

ネ土

A

Q

玄式株産物
営

十光
‘  

倉

TEL 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T E L 大 阪
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大阪市の中心部、中之島に“ 先進型住宅のショーケース" 誕生

中之島ロイヤルガーデン

財団法人大阪住宅センターでは、これまで、「新

大阪」 ・「泉北とが」の 2 ヶ所で住宅展示場を開設

・運営を行 ってきましたが、このたび、 3 番目の

住宅展示場としてロイヤルホテルの東隣に新しく

「中之島ロイヤルハウ ジングガーデン」を昭和63

年 4 月28日から開設しました。

この「中之島ロイヤルハウジングガーデン」は

先取の気風に富む大阪のビ ジネスの最先端エリア

中之島に位置しておりますので、開設に関しては

“近未来型 ・高機能住宅の展示場" というトータ

ルコンセプトをたて、この視点からメーカーの協

力を得て 、結果として従来の住宅に、ゆとり・重量

かさとプラス ・アルフ 7 の機能を加えた「高品質

・高機能の先進的な住宅」を数多く住宅需要者に

ご覧いただける「ショーケース」として登場させ ( 出展会社名) 中之島の景観にマッチするよう配慮した、花と縁

ることとなりました 。 ・旭化成ホームズ附 ・ナ ショナル住宅産業(械 の溢れる住宅展示場

従いまして、この展示場は、 “ 日本の土地事情 ・岩谷住宅皮業側 ・来日本ハウス側 0 展示場のある中之島西部地区は水辺の景観が美

の中で、先進諸国の住まいレベルに近づけるには ・クボタハウス(紛 ・側ミサワセラミックホーム大阪 しく、また再開発計画の構想、がある地区で、現

? " “ 住まいに暮らしをあわせるのではなく、纂 ・小綿住研脚 ・側ミサワホーム近畿 在も緑道の整備が進行しています。当展示場は

らしにあった住まいを創るには? " などと、住ま ・積水化学工業側 ・三井ホーム側 この美しい中之島の最観を損なわないように光

いにより高い関心を持つ住宅需要者、住まい方に

こだわる住宅需要者の方に具体的なイメー ジを待

っていただくことのできる住宅展示場ということ

になります。

- 積水ハウス閥 ・三井木材工業(捕

- 大和ハウス工業(同

- 特色

(50ft 町I)

分な配慮を行 っています。

0 展示場全体は一貫したポリシーに従 った造園計

画によ って花と緑の溢れる空間とし、サイン・

看板類にも周辺の景観にマ ッチするようなデザ

インの配r.&を行 っています。またセ ンターハウ

スには中之島の象徴であるドームをあしらい、

立地にふさわしい住宅展示場を演出しました 。

. 概要

1  名

2 主

3 後

4 . 会

5 . 交

6 面

7 内

称、 中之島ロイヤルハウ ジン グガーデ

ン

催 財 団 法 人 大 阪 住 宅 セ ン タ ー

T  E  L  06- 253- 0071 

干542 大阪市南区南船場4- 4- 3

御堂筋アーバンライフピル 4 F

援 建 設 省 大 阪 府 大 阪 市

場 大 阪 市 北 区 中 之 島 5 丁目

( ロイヤルホテル東隣)

通 ・地下鉄四ツ橋線 rn巴後編」駅

徒歩12分

- 阪神高迷道路大阪神戸線中之島

出入り口すぐ

- 大阪市バス「玉江稿」下車すぐ

手員 約7，315m'・

n廿"  - モデルハウス 13社13，f.来

- センターノ、ウス

従来の一般的機能充足型の住宅から一歩すすんだ

高品質・高機能住宅を数多く展示

0 当展示場には生活テーマに対応する機能をプラ

ス l 、プラス 2 と加え、「先進の住機能の充実 j 0 中之島立地でオフィス街に近いということもあ

「先進の住まい方の充足、実現」を考えた住宅 り、通勤の途上に、昼休みに、また、夕方、家

が数多く展示されております。住宅の“ 質" に 族と待ち合わせてというようにウィークディで

うるさい住宅需要者、新しいライフスタイルを も気楽に立ち寄 って項けます。

求める住宅需要者にも充分満足していただける O セ ンターハウス内にはロイヤルホテル直営のパ

住宅展示場です。 ーラー“ パティオ( 中庭) " を設置、中之島周辺へ

O 展示されている住宅の「プラス α のテーマ」を お勤めの方が来て頂きやすい配慮をしています。

以下にいくつかご紹介します。 o なお、このパ ーラー“ パティオ" の厨房施設は

・高齢者に優しい配慮一一エレベーター付き住宅。 関西電力の協力により関西初のオール電化の施

(  4 棟) 設とな っています。

・ダブルインカム夫婦の手助けをするテレホンコ 0 先進型住宅、新しいライフスタイルを求める住

ントロール、ホームオートメー ション機能充実 宅需要者層の集客を目指して、ヨ y ト、毛皮な

のハイテクf主宅。

・核家族の弊害と、土地取得難を同時に解消する

2 世帯住宅

一一展示13{点中 4 線 が 2 世帯住宅

どのメーカ一、流通業者に対して展示会などの

場所を提供するなど、展示する住宅に対応する

各種のイベントを企画、開催する計画です。

ー ロ ピ ー 、 案 内 カ ウ ンター、 ・生活とビ ジネスをド ッキングできる収入型住宅 建築士事務所登録申請の

多目的ホール ・多彩な暮らしのげトが実現できる住宅 お知らせ

一一パーラーり f ティオ " (34席) 一一主人が、文化アニマルに変身することので

・デモストレー ション広場( 屋外) きるス ペースのある住宅 4 月 1 日から大級建築士事務所協会( 塚本猛次

・パーキングスペース (100台ー無 一一ヘルスケアが、自宅でできるスペースをも 会長) では大阪府の委託を受け、建築士事務所の

料) った住宅 etc. 登録( 新規・更新) 申請、変更、廃業届の受付事

8. 開設期間 昭和63年 4 月28日~昭和66年 5 月 ・地価高燃に対応、土地利用効率、空地率 (緑化 務が行なわれております。各申請要項、用紙やお

6 日 率) を高める都市型 3 階建住宅 問合せは下記の同会まで。

9 . 開設時間 A M10: 00- PM6:00 - 一展示13棟中 10械が 3 階挫で。 ( 社) 大阪建築士事務所協会 干540 大阪市京区常

10. 出展メーカー 13社 (  3 階建て 1C牒のうち、木質系が 5練) 盤田T1-39 ( 大阪フコク生命ピル) T E L 06- 946- 7065 
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建 築 家 内 井 昭 蔵 講 演 会

テーマ 「こころの建築 j ( 会費無料)

と き 1988年 5 月30日( 月)

P  M 4  :  00- P  M 5  :  40 

ところ 大阪市東区備後町 3 - 8

綿業会貧富 7 階ホール

申 込 み 包 括 か F A X で

( 社) 新日本建築家協会近畿支部事務局ま

でお申し込み下さい。

T  E  L  06- 229- 3371 

バネリ

ス ト

A  M 9  :  30- P  M 5  :  30 

奥田近大( 立教大学教授)

山田浩之( 京部大学教授)

三村浩史( 京郎大学教綬) ( 予定)

司 会 紫 和 夫 ( 京 都 大 学 教 段 )

ところ 述築会館ホール

・第 3 シンポジウム「明日のすまいを求めて」

( 仮題)

と き 1988年10月22日仕)

P  M 1  :  00- P  M 4  :  30 

ところ 述築会館ホール

参加ｾ 2，000円( 当日受付)

F A X  06- 229- 3374 申込み 往復ハガキに、氏名、ふりがな、性別、

r50年、 100年、生きつづける生命力の強い街をつ 年齢、現住所、電話番号、勤務先名( 学

くるには、まず、その土地の戸を聞くこそです。 校学告11学科名) を明記の上、下記へ郵送。

地形、植生、空、歴史、そこに生きてきた人々な ( 財) 新住宅普及会

ど、総てをひっくるめたミ自然とに心を合わせれ 〒156 * 京初世田谷区船橋 4- 2 9 - 8  

ぱ、その土地が欲している形がみえてきます」

ふわふわと浮き上がるイメージをフオルムにし

てみせること、自然の声をミ通訳として街づくり

の方向性を決めることこそ「私たち建築家の仕事

だ」と内弁昭蔵氏は語っている。

新 往 宅 普 及 会 創 立40周 年 記

念シリーズシンポジウム

. 8匹2 シンポジウム「都市化社会のなかの住居」

と き 1988年 7 月 9 日( 必

T  E  L  03- 484- 5381 

締 切 先.(j) 限定日 300 名まで、申込受付- 1 3 には

参加21ーを郵送。

天 童 木 工 展1988

家具メーカーの天童木工は、石山修武、北川原

温、高松伸、楽作栄、ビーター・ウィルソン( 炎

図) ら 5 人の建築家による「積層の世界Part 0  j  

コーナーを設け、「天盗木工展1988j を開催する。

と き 1988年 6 月 7 円ω - 6 月 8 日休)

「ニュータウン世界フォーラム報告書」

発 刊 の お 知 ら せ

このたび、ニュータウン世界 7 ｾーラムの全記 会事務局へハガキで (r ニュータウン世界フォーラ

査請をまとめた報告ｾが完成いたしました。 ム報告2
t
中込j) お中込み下さい。または、直接ご

本フォーラムは、昨年千A ニュータウンの25周 釆所のうえお求め下さい。

年にあたり、かつ国際居住年というまたとない記 申込み ・問合せ先

念すべき年を選んで、 10ヶ国からの参加l を得て I持] ニュータウン世界フォーラム組織委員会事務局

催されたもので、時代の大きな転換期に遭遇して 干 565 豊中市新千里点 1 丁目 2番 1号

いるニュータウンの今後のあるべき )J 向について

各国共通の関心と認識をもつことができ、新たな

る1fa策の展開に| 掲して、そのフレームを確保する

千里中央センターピル 3 階

財 団 法 人 大 阪 府 千 里 セ ン タ -

T  E  L  06- 871- 3378 

占 ことができたと思います。

産業社会において経験したニュータウンづくり

についての理論と実践は、 E見在大きくゆらぎつつ

あります。脱工業社会にふさわしい新たなるまち

づくりのパラダイムの構築が待ち望まれている現

在、本フォーラムで得た成果はこのことに関し、

寄与するところがあると信じており、関係各位に

おかれましでは、本報告2 ，1 ; : を卜分ご活用されるこ

とをお距兵ぃ rp しあげます。

なお、発行部数は 500 部の限定出版としていま

すので下記によりお早めにお申込み下さい。

大 き さ A 4 判( カラーグラビア入) 総頁195頁

定 価 l 部5，000円 ( 送 料300円)

巾込方法 ニュータウン世界フォーラム ｴ Ｎｦｩｾ委只

ところ 大阪コクサイホテル 2 F 展 示 場

( 大阪市東区内本町締結町58)

問合せ 天藍木工東京支底

T  E  L  03- 432- 0409 

大 阪 府 の 催 し

- まちづくり功労者表彰式

まちづくりに広〈大阪府民の理解と協力を得る

ことを日的として、豊かでうるおいのあるまちづ

くりを縫進するものです。

と き 1988年 6 月 8 日休)

ところ 大阪府富田林市立公会堂

内 容 表 彰 式 及 び 記 念 講 演

定 員 500名

申込み 詳細は大阪府建築部へ。

T  E  L  06- 941- 0351代

・大阪の民家写真展

と き 1988年 6 月23日( 村- 7 月 5 日伏)

ところ 大阪府豊能府民ロピー( 阪急電車池田駅

2  F )  

内 容 鐙 能 地 域 を 中 心 と し た 大 阪 の 民 家 の 写 其

の展示。詳細については、大阪府ｾ能府

民センターへ。

T  E  L  0727- 52- 4111 

「ニュ 一世ウン世界フ

ォーラム報告書J 表 紙

会場風景
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日本建築協会

会員の声

一会員アンケートの

意見より一一一- H

- 昨年 3 月に実鈍した創立70周年記念ア ンケー卜より

「協会の活動」に対する記述意見を、前月号で掲載い

たしました。今月号では、引き続き本会誌「建築と社

会」に対する記述意見を紹介いたします。内容j J lJ 分類

をせずにアトランダムに列記しましたので、ご覧にな

りにくいかと思いますが、ご了承願います。

・なお、ご覧いただいて、さらにご意見等を寄せてい

ただき、紙上討論として発展すれば幸いと願っており

ます。( 事務局)

圃「建築と社会」について

. 7 ト1) エ派建築家の日頃の活動状況や作品、思想等

の積極的な紹介。協会誌であり対外的活動は不必要。

外向きのことはマスコミに任す。

- 作品の: l i ! : を各月 一定量に。作品はカラーのみで。作

品のデーターベースを毎月 l 頁、建築記録の頁として

リスト化する。数年に 1 度作品集をまとめて庖頭売り

する。紙の質の再考( 作品頁を除く。日経 7 ーキ風 lこ) 。

会誌に割り切る。

・よくやっている。続けることに意義あり。本文特集

は学生にとっても良い参考資料であるが入手方法がな

L 当。

- 中堅で手堅い仕事をしている人を含め業績を紹介。

発行の遅れは内容にとってダメージ。委員会方式の限

界か。若手で良い感覚の編集工房に任せたら?

・出版社ではない。底頭売りの意見があるのは残念。

財政的に大変なら季刊誌の方法もある 。

・小さくてよいから積算の頁を。支障ない限り総工事

費、各工事貨の内訳を。本昔、自体は良い。学校等を通

じて多くの人に知ってもらう。

- 作品数を多〈 。設計者などの関係者のコメ ントを。

会員誌に徹し、身近かな話題を多〈。遅滞ない発行を。

・設計者以外の現場担当者の苦労話や伝えたいことも

掲載。会員のみの本とし、情報交換の紙面など良い読

後感を。美しすぎる。

・論文希望。学、技、芸からする各界の現況、考え方を。

・ローカルすぎる頁がある。商業誌でないのでそれと

比肩させるなら本誌は不要。商業昔、に出ない会員作品

を掘り起こす。

・会員誌として紙質が良すぎる。専門編集員構成とし、

会員を執筆陣とする。会員誌の枠を外すし、会員には

割安販売を。

・本文特集以外の記事が多い。作品は図商、デー夕、

コストを。写真はもっと掘り下げたものを。建築以外

の記事( デザイン、美術、写真、芸術全般、インテリ

ア、グラフィ γ 夕、風俗、流行、都市計画等) を掲せ

る。委員会方式でよいが、委員が興味をもち楽しく参

加できるように。

・商業誌にない業界情報、協会情報を。会貨を t曽やし

ても発行を続ける。

・危険だが庖頭売りと併用して、一般の反応をみなが

ら発行すれば外界との風通しもよくなり活気が出るの

では?

・主張をもった編集方針を( 例、建物種類別、設計者

別、施工者別、地域別等) 。建築界のニュース欄を。会

員誌には立派すぎ、一般販売には中途半端。ユニーク

な編集方針で市販にも。特に東京へ。

・学会誌、商業誌が取り上げにくいテーマにねらいを

定め、八方美人的でなく各号特定テーマで突っ込む。

目次が平板で読みづらくアピールしない。もっとメリ
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ハリを。突っ込み不足、もっと金をかけ専門編集者を。

充実した資料的価値の高い論文を。建築界で関心の高

いテ ーマの特集を組み、各地で筒〈講習会、シンポジ

ウムのテキストとすれば、会員t昔、活性化にもつながる。

・努力が伺え不必要な頁はないが、方針、指示を適確

に。マンネリ化しているのでは? 体裁を捨て実質的に

見直す要あり。士会などと年何回かは協力編集をやり

年間で1/ 3- 1/4カ y トする方法はつ

・将来に亘る保存のため再編できる方法を。設計の方

からは作品と材料が必要。以前の材料データープ 、ノク

のような充実したものを。

・中途半端。広〈浅くなりすぎ。重点的な中心がほし

い。作品も頁一面を伎わず小さいものを多〈 。

・歴史を背負っている。会員誌は会の顔。会風をよく

表わしている 。

・作品には平面図を。精造、施工の機微を。封筒の開

封を下部に( 空封筒の利用上) 。

・建築クラプのスピーカーをまま上紹介しでは? 話題も

多〈内容も楽しい。

・話題作の新建築は日刊紙に負けぬよう網羅する。書

評などは情報過多の中で好舎の紹介を多く 。会誌に徹

すべきに賛成。

・作品に主要平面、矩言十など残して資料になるものを

掲載。ただし紙を薄〈軽盆化する 。

・紙が良すぎる。紙を安く記事を充笑。委只会方式に

は限界あり、専門職員を中心に、委貝はアドバイザー

程度で参加。

・商業誌に走ると他誌と同作品の紹介に終る 。現在の

とおりで、きめ細かな会員誌に。会費のt曽官民もある程

度はよいが、 I曽額しない努力を。

・新建材は白黒のためよくやj断できない。カラ ーにす

るか記事に工夫を。海外の話題作の紹介など現代ニー

ズに沿う企画を。商業施設の記事が少ない。もっと流

行を追え 。

・東海以西を中心とした今の方針に徹する 。東京偏向

の全国誌は多い。似たものを何回も読まされる程無駄

はない。会員誌に留まる要はない。底頭売りして社会

的位置づけの拡大を。

・過去の建物の特集。商業誌でないからおとなしい装

丁でいい。

・速くて行事に参加できない会員には、会誌で他都市

の建物、催しの内容をま日るのがメリットである。会員

誌に徹し、多くの情報を。( 会資アップもやむをえない) 。

. 設計事務所の実務の記事を。

・建築的専門分野以外に社会とのつながりを重視した

編集を。特に将来の展望を指向。社会学、経済学、建

物オーナーなどの立場からの視点を。

- 市販誌にない設計競技の審査員の審査中の会話寺ど

を。会員誌に徹し、建築以外の文化、芸術、社会の出

来事の紹介や批判を。

・関西の近代建築史、建築家史的なものを。会員の意

見投稿欄を地やしてコミュニケーションを図る 。

・広告に魅力を。表紙のデザインがポイント 。レベル

の高い会員誌に。

・取材に頼らないのだから、も っとコンパク トな会員

誌に徹すべき。何か知ろうとすると他誌と併読しない

と情報が入らない中途半端になっている。

- 本会の構成から今の内容はやむをえない。大学生協

や有名舎庖に常設販売をしては? 関西以外への営業努

力を。

・東京中心の全国誌にない関西の建築家、デザイナー

の意見や作品をとりあげる 。表紙は殺しみだ。作品、

作品探訪をもっと掘り下げよ。

・小さくてもレベルの高い作品を。全体に地味で総花

的。ス マートであかぬけした本に。会貝への最小限の

サービスが会報、いいものに。月毎にテー" 7 ( 設備の

月、設計の月、施工の月など順次スポ ッ ト) を。

・建築界に偏している 。建築家の休日的、 一般人的な

見方も面白い。関西重視には限界も。海外にも般を向

け、海外出張の人の記事を。

・焦点がぼけ中途半端だ。会の精成上やむをえないし、

他誌にない特色か? 本文特集と作品写真ページの充実

を。

・大手の作品紹介に偏している 。小事務所作品も。

・表紙を現代的に。美しくなったが更には専門家の参

加を。若い人の参加でより楽しいものに。

- 設計事務所、 1背負、官庁各分野の今後のあり方とそ

の中での建築技術者の持つべき能力育成方法、今後の

あり方像の持集を。文章の頁は薄く軽量化を。建設省

所管の公的団体の機関誌たるメリットを活かした企画

を。

・特集記事が多く面白い。情報過多で多くの本を読め

ないので写真、絵を多くしカタログ的に情報提供を。

関西復憾のため庖頭売りを目指せ。新住宅にやれるの

だから。

・中旬以後の入手では行事参加も予定が組めない。

・打合せ、着工から完成、受渡しまでの工程特集を。

紙が良すぎる 。

・行政ニュース( 指導ニュース) 、法令ニュース、タウ

ンニュース( 作品よりも新業態、三次産業向けの建築、

リゾー卜計画など) 、不動産ニュース( 公示価格、路線

価、賃料など) 。建築家の職能が企画型( ソフト実現)

に移行している 。広い範囲での情報提供が会員を t留や

す。

・新建材は紹介と共に使用後口談を。パラ せる装丁を。

会員誌でよい。現編集β 式でよい。特集、連載を 1 -

2 年分まとめて合本し、庖頭売りしてはワ

・1986年 8 月号 (1摘発ーそ の創造的仕掛けの鍵) はす

ばらしかった。「建築と社会」にピ y タリのテーマの jfl

載を。

・日常事務に直結する記事を。「建築データーシート」

は大変重宝した。改訂版を。

・設備に関する学術的で実務に関する論文を解り易〈

解説を。内容的に会民のメリ ットが少ない。，一般建築

昔、と違った何かを。

・専門技術資料はまとめて別冊にすれば資料として役

立つし、臨時収入にもつながる。

- 古い名建築シリーズを時代11原、図書I j りなどで毎号 1

件づっ掲載。新旧対比でき、気分転換にも 。後で外せ

るよう綴じ方に工夫を。

• l'也誌にない“ らしさ" 白個性" ある本として続ける 。

建築ファ ッション誌でなく、もっと社会性を。

・特集記事は内容が秀れている 。海外に紹介しでは?

外国の協会や学会との提携にもつ♀がる 。

・兄学会や講演会と迎i J r IJ した記事が必要。近畿地方の

情報は大変有効。 もっと読み易い工夫を( タイトル、

掃絵など) 。

・座談会よりも簡潔に情報を伝達できるものを。情緒

的な趣向が少なくな っている。

・構造、設備、施工材料の頁はもう少し多く 。本文特

集はもう少し技術資料的な方向を。中味、装丁とも魅

力的にな ってきている。

・時々の生の情報、自力で得られない情報を。切実な

テーマを取り上げ第一線の人達の生の声を紹介。

- 会只誌に徹する。内容を少し考えて。

- 大先輩の作品シリーズを。

・将来のために悪い建物やデザイン、マッチしない環

境を取り上げるのもよい。県庁や市役所巡り、古建築、

社寺巡り、駅巡り、面白い建物は多い。支部会員の協

力で楽しい紙面ができる 。

・記事か広告か判然としない。コ マーシヤルタウン誌

の! 惑がする。身近かな内容を盛り沢山にし、会員誌に

徹する 。

・関西に多くあるピ y グプロジェクトを取材対応。

・会員所属企業の作品はm載料に配慮を。庖頭販売す

れば社会に訴えれるし、会員も I自える 0

・学会、技術関連業界の大きな動向、思潮、すう勢を。

不動産、建築販売業界にもベースを拡げる。

- 平易で身近かなことを迷殺する。竣工建物の発表を

多く。写真をみて殺しい雑誌に。工事速報( 着工、完

成) 、工事記録、種類別面級、その他建築の動鈴を示す

データー、建築統計など。

・迷築界以外で建築のわかる人の舎いたもの、話など

を。表紙は愛情に欠け、国際的視野に欠ける。

"  

ー
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日本建築協会

月間の動き

昭和63年 3 月分

定 時 評 議 員 会

23日 5 時 - 51時40分 於 本 会 会 議 室

出席者 高縞議長ほか40名( 委任状共)

議事 (1) 評議員会議長、副議長E 選の件

(2) 会長、副会長 2 名、理事23名選任の件

(3) 役貝重伝承認の件

(4) 昭和63年度事業計画承認の件

(5) 昭和63年度収支予算承認の件

理

常任理事会

事

. A.  

=  

23日 4 時- 4 時50分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か13名

議事( 1 ) 建設大臣表彰候補者推せんの件

(2) 昭和62年度収支見込報告のf牛

(3) 昭和63年度事業計画並びに収支予算承認

の件

(4) r建物の結露とカピ、その被害と防止対

策」セミナー後援の件

(5) 入退会者承認の件

(6) 報告事項

編 集 委 員 会

第11 回作品作風小委員会

2 日 5  A寺- 7 1時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 高瀬副委員長ほか 4 名

議事 (1) 最近の作品掲載状況 ・予定の報告

(2) 新建築調査表の依頼について

(3) r  Cal l e ry J 内容報告と今後の検討

(4) 次年度の委員編成について

bei ng幹事会

4 日 6 時 - 8  JJ 寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 北 村 委 員 ほ か 3 名

議事 rbei ngJ 次回登場者、取材担当者並びに今

後の企画について

r21世紀への照明」特集編集幹事会

8 日 6 時 - 8  JJ 寺 半 於 本 会 会 議 室

出席者 森崎実 ・村上幸三郎特別幹事 - 田中幹

司王ほか 4 名

議事 63年 7 月号 r21世紀への照明」特集の企画

第 4 回建築計画分科会

9 日 6 時半 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 10名

議事 (1) 特集企画検討

(2) 委員I自民のイ牛

第 12回編集委員会

10日 4 時 - 6  a寺 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委員長ほか 2 名

議事( 1 ) 3 月号「設備における L C Cとリフレ γ シ

ユ」特集経過報告

(2) 4 月号「建物の外装リフレッシユ」特集 I r21世紀への照明」特集 第 2 回編集幹事会

経過報告 I  28 日 3 時- 5 時 於 本 会 会 議 室

(3) 5月号の「都心居住」特集企画 |  出席者 森崎実 ・村上幸三郎持別幹事、遠藤委

(4 )  6 月号「中国支昔IIJ 持集経過報告 |  貝ほか 4 名

(5) 7 月号 r21世紀への照明」持集の企画一| 議事 63年 7 月号 r21世紀への! 照明」特集の企画

設備分科会報告一

(6) 新年度編集委員会委員の件

(7 )収支状況報告、そのほか

投稿欄小委員会

10日 6時 - 8JJ 寺 半 於 本 会 会 議 室

出席者 I目測別委只長ほか 7 名

議事( 1 ) rアンケート」の縄戦内容の磯認

(2) “ シリーズ" もの企画について

(3) 次年度の委員編成、その他

63年 6 月号 「中園地方」特集第 6 回編集委員会

11 日 l  時半 - 4 時 於 中 国 支 部

出 席 者 平 本 委 員 長 ほ か 6 名

議事 (1)座談会の記事について

(2) 作品の編集について

(3) ピ y グプロジェク卜の選定

(4 )アンケートについて

(5) 優秀建築賞受賞作品紹介

(6) 広島建築ガイド" 7 " / プ作品選定

第 5 回構造分科会

15日 4  JJ 寺- 6 1時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 向 井 斡 事 ほ か 3 名

議事 (1) r併進の頁」の企画

(2) 新年度構造分科会の委員構成

(3) 椛造特集の企画

第 4 団法令分科会

16日 目、y - 3 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 中 島 幹 事 ほ か 2 名

議事 (1) r法令コーナー」

(2)  r用語解説コーナー」の復活

(3) 新年度の法令分科会の委只榊成

(4) 法令持集の企画

第11回計画分科会

16日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委員長、田中広人幹事ほか 3 名

議事( 1 ) 新年度に向けて

( 2m画特集「都心居住」の実現

(3) 新年度以降の企画に向けて

作品作風小委員会 rGal l eryJ 企画打合会

19臼 10時 - l l 時 半 於 パルティ芦屋

出席者橋本修英氏、中山委員

議事 6 月号の r Call er y J の企画内容

第11 回広告企画小委員会

22日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者長谷部委員長ほか

議事( 1 ) 3 月号「設備における L C C とリフレ γ

シュ」特集

r. w : 畑建築事務所作品集」広告収入報告

( 2) 4 月号「建物の外装リフレッシユ」特集

広告収入報告

(3)63年度通常号収支計画

(4)63年度独自特集 ・作品経歴企画

(5) 収支状況報告

(6) 編集委員会総会開催その他

第11回施工材料分科会

23日 4  a寺 - 6  n寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 山 団 幹 事 ほ か 3 名

議事( 1 ) 4 月号「建物の外装リフレッシユ」特集

経過報告

(2) 次年度施工材料分科会の委員構成

(3) r施工材料の真」の企画

(4)10月号「共同住宅のリフレッシユ J ( 仮称)

特集企画に向けて

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

1 日 6 時 半 - 9ft 寺 於 本 会 会 議 室

出席者 石川副委員長ほか 6名

議事 (1)前回の事業委員会の報告

(2) 創立70周年記念事業関係の企画

(3) 本年度の小委員会活動の反省並びに次年

度の活動

(4)次年度の小委員会構成について

第 6 回広報小委員会

2 日 6 時- 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 原兄副委員長ほか 5 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 研修分科会からの報告と今後の企画

(3) 教室分科会からの報告と今後の企画

第 7 回見学会小委員会

3 日 6 時- 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者伊東副委員長ほか 8 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 2 月の見学会の実施報告

(3) 3 月以降の見学の予定

(4) 来年度の企画と委員の編成

第 7 回事業委員会

10 日 0 時 半 - 2  A寺 於 本 会 会 議 室

出席者 鶴田副委員長ほか 6名

議事( 1 ) 各小委員会の報告及び新年度の企画につ

いで

(2) 事業委員会の新年度事業計画及び委員編

成について

教 育 委 員 会

31 日 6 時- 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 片倉委員長ほか 9 人

J車事( 1 ) 講習会 - 工高生教育両小委只会の本年度

事業策告並びに次年度の事業計図につい

て

(2) 次年度の委員編成について

建築工事実務講習会

18日 9 時- 5 時 於 建 設 交 流 会 館

受講者数 69名

科目 ・講師 ・施工計画 ( 9 :  00→ 12 :  00)  

金田 宏 氏(大組蹴工務担当部長)

. 仮設見積 ( 13・00→ 15: 00)  

安立俊夫氏( 太H組建築工務舗工措A長)

. 積算業務 (15 : 00→ 17:  00)  

黒川征一郎氏怖や工高宮神戸支庖且師長)

ずザインコンクール

工高生デザインコンクール募集規定作成会

24 日 6JJ 寺- 9  A寺 於 本 会 会 議 室

出席者 東孝光審査委員長ほか12名

片倉教育委員長ほか 5 名

議事( 1 ) 募集規定( 案) の検討

(2) 今後の作業予定について

強築と社会/ 1988年 5 月号 69 
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(2) 昭 和62年度収支決算承認の件

(3) 昭 和63年度収支予算承認の件

(4) 今後の講師、司会者決定の件

. A  

=  
員委材建

〉‘

同

-
p

 

a

マ

ｾ＠

今 弁 邦 夫

(J'k谷川工務庖)

竹 村 民 郎

(太阪庖葉大学)

西 森 勝 弘

Ｈ 低ｾ築 設 計 Ｈ 事 ＩＩ

岩 本 弘

(フジタ工業)

縦 井 政 悟

( フジタ 工章}

土 屋 袈 裟 ー

( フジタ工輩)

松 本 末 雄

( 7 ジタ 工量)

イ安藤有s flll 

{日建設 計)

泌 弁 詔 一

(日建 設計)

加 藤 忠 造

(太 林 組)

田 淵j 博 A2

(太 林 組)

藤 原 博

(.k 林 組)

角里子 二 郎

(安IF建築設計( 事))

三 渡 進

(安井建聾設計{ 事))

戎 家 敏 行

(怯 村 組)

藤 友 敏 之

(松 付 組)

今 西 克

(車畑建築{事))

尾 山 治

(車畑建築(事))

北 島 章 因

(車畑建築{事))

笹 村 欽 也

{車畑越寮(事))

辰 己 幸 司

(J I( 畑建築{事))

西 山 賢 次

(車畑建築{事))

本 持 - 1導

(点畑建築{事))

今 井 和 夫

(今井建築設計(事))

小 西 宮E 機

(小西建築設計(事))

泥 川 美 憲

(ユニ 7" / タ建築(事))

弁 上 和 春

( フジタ工業)

斉 藤 俊 夫

( フジタ工業)

杉 元 正 規

( フジタ工章)

松 本 七 郎

{フジタ工業)

音 里 子 俊 一

( フジタ工業)

末 木 俊 昭

(日連設計)

小 川 芳 弘

(大 休 組)

田 津 道 生

(大 林 組)

藤 宗 範 { 呆

{大 林 組)

今 西 博 千

(安IF漣策I H十(事))

総 岡 繁

(安井強襲設計( 事))

音 田 誠

{安井漣聾設計( 事))

後 藤 和 則

(松 村 組)

井 筒 敏 昭

(東畑建築(事))

馬 杉 隆 博

(東畑建築(事))

岡 次 郎

(東畑建築(事))

坂 田 進

{東畑建築(事))

鈴 木 隆 雄

(東畑建築(事))

玉 川 晃

(東畑建築(事))

古 田 重 治

(J I( 畑建築(事))

〔個人会員70名〕

磯 野 義 人

(太 陽 工 業)

大 嶋 普 樹

(清 水 建 設)

武 内 務

(武内縫製設計(事))

三 好 秀 明

(1Ii : 旭築設計(事))

久 里 子 道 夫

( 7 ジタ工業)

四 方 正 武

( 7 ジタ工_t )

原 田 敬 三

(フジ タ工葉}

三 宅 孝

( フジタ工葉)

桑 田 信 篤

( 日建 設 計)

市 的 久 嗣

(大 林 組)

志 水 史 典

(大 林 組)

永 田 完 治

(大 林 組)

安 白 寿 夫

{大 林 組)

高 井 修

(吉井漣事故針( 事))

山 本 秀 & I t

(安井強襲I U十( 事: ))

桑 田 和 明

(松 村 組)

松 本 修

(怯 村 組)

岩 橋 一 笠

(東畑建築(事))

越 智 幸 則

(J I ( 畑建築(事))

佐 藤 俊:

Ｈ ｊｉｻ畑ｾ築 Ｈ 事 ＩＩ

械 下 普 ， ｾ桂

(東畑建築(事))

谷 浩 車 ' "

{東畑建築(耶))

野 村 輝 雄

(点畑建寮(耶))

弓 崎 幸 治

(収畑k星第 (111) )  

奈良県新公会堂及びなら・シルクロード博の見学

8 日 2 時 - 4 時 半

見 学 先 奈 良 県 新 公 会 堂 ( 家 良 市 春 日 ! f l 01)

なら ・シルクロード博 春日野会場 ・

飛火里子会湯 ・登大路会ぬ

58名

. A  

=  
学見

9 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 金 井 委 員 長 ほ か16名

材料説明 : パワーシリコン/ 担当 ・末木委員

殺事( 1 ) 今後の検討建材

(2) 次年度の委員編成ほか

参加者

設備トラブル研究会

15日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 牧 野 委 員 ほ か 6 名

議 事 「統 ・建築設備トラプル」出版企画検討

. A  

=  
員委版出

i* 

シンポジウム“ 建築CAD"

23日 1 時 - 5 時 半 於

参加者 139名

総合司会 松岡進士郎 (大林組電子計算七 ンタ一所長)

・主旨説明 同 上

・基調講演 山 口 m: 之 (J ;r 郎工芸繊維大学教妓)

. パネルデイスカッション

各社報告 飯塚英雄 ( 日漣設計大阪l.Hr. i七ンター技師長)

立 松 宏一( 竹中工務底設計部)

中 元三郎 {安井建築設計事務附綿ンステム部主任)

能丸弘毅 (大林組建築設計第3部設計課長)

宮城恭政 (近緩電気工事新技術技能開発室I'J 室長)

休 憩 (10分)

ディスカ ッシ ョン

. 総 括 松 岡 進 士 郎

建設交流館

. A  

=  
研

第 5 回住宅展委員会

2 日 l  時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 石 川・ 山形両主査ほか 4 名

議 事 (1) 資料集の原稿について

(2)資料集の販売について

住まいの絵本編集委員会

7 日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 北 浦 委 員 長 ほ か 8 名

議事( 1 ) 絵本の原画

(2)印刷の発注

(3) 収支予算

70 周 年 記 念 事 業

大阪府営貝塚半団住宅再生計画策定委員会

第 3 団幹事会

28 日 2 時 - 5 時 於 木 会 会 議 室

出 席 者 実 藤 幹 事 長 ほ か12名

議事( 1 ) 半田地区の再生計画について

3 月 の 入 会 者 (敬称略)

8 時半 - 10時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

ヨーロ γ パの国境、図柄、雑 感

、津田 持守氏 (神戸工業高等学校建築科長・熔成

建設専門学校講師)

出席者 70名

新旧役員会

29日 0 時半 - 2 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 塚 本 代 表 ほ か 8 名

議事( 1 ) 役員半数交代と正副委員長互選の件

↓
ノフク築建

朝食会

8 日

演題

講師

T  

(11月10日付) →今月末訪問。 一部原稿受取予定。

2 月26 日訪問。兄本原稿受取。 6 月末脱稿確認。

・建 築H自明の設計と実際( 東宮 {呼幸子)

(11月10 日付) →63年末脱稿に予定変更 ( 山問委

只) 。

・場所打ち ，M. の設計と施工( 阪口 理著)

(11月10日付) →学会指針に合わせるため、 63年

3 月目見事司予定。

・述 築 と 緑 (瀧 光 夫 箸)

予定どおり進行中。63年 1 月脱稿予定 。(11月10

日付) --+63年 2 月末脱稿予定。

・平日風建築を美しくつくる方法 ( 二村 和 幸 符)

(11月10日付) → 目次案受取。 3 月末脱稿で努力

中。 図面多 〈判型再検討。

・ク リー ンルーム( 清水建設/ 安永著)

・コ ンピュータのトラブル 〈パソコ ン入門書) (脇

山広三脊)

極 め て 難 しいテーマだが、加えて検討いただけ

る。

・住宅のリフォーム( 谷山紀子著)

資料受取済。総討中。近々訪問打合せ予定。

※ 続 ・建築設備のトラブル( 同研究会若)

企 画 凍 結

〔団体会員 3 社〕

- 建築写真の撮り方( 平井

久太郎+ 藤岡洋保著)

内容 ・執筆方法等検討中。(11月10日付) →未 回 答

. 日常災害( 水里子弘之若)‘

時間をかて、お考えいただく( まとめ β が難しい)。

※ コンクリート工事の現場学( 加賀秀治若)

(11月10日付) → 1 0 %進行中。 63年 2 月中旬脱稿

予定。今月末訪問予定。 2 月24日訪問。 5 月末

松終脱稿。

・鉄筋工事の現場学( 高崎久& I t + 佐藤一男 著)

(11月10日付) → 本年末から. ( f 予に変更 ( 山田委

員)。

・建物躯体の健康診断 (須賀好富者)

(11月10日付) →63年 6 月末脱稿予定。

Ｎ 杭基礎の設計Ｈ八 ｲｾｮ 太郎著 Ｉ

3 月期委員会に目次案 ご縫出済み。(11月10日付)

→未 回 答

※ 木造在来工法の1兄助学( 浅野平八著)

(11月10 日付) → 63年 2 月末! l 見稿予定。本文草稿

受取済。今月末訪問予定。 2 FI23日訪問。図版

等草稿受取打合せ。

・精進図面の指き方とチェ ックリスト (川村佳則著)

川村佳則委民で、見本原稿作成いただく 。(11月

10日付) →未 回 答

※ 雨仕舞のトラプル50( 細谷栄一著)

盟+ 河> l U安之+ 後藤

〈編集進行中のもの〉

※ 仕上工事監理のチェ ックポイ ン ト( 日建設計監

理部幸子) <プロのノウハウ 〉

再校整理中。発行は本年 6 月の予定。予価2000円。

( 若林鶏j幸雄監修、日建設計大阪監理部「殴寝業

務研究会」著)

※ ゼロ災への道( 表一郎著) <プロのノウハウ特装版)

3 月14日一式脱稿済。組版中。 6 月発行予定。

予価1600円。

くその他進行中〉

11月10日付進行問合せ (15件 16名) <返信あり 7 件

+2件 〉

・室内空気汚染と換気( 措崎正也箸)

50ポイント内容案入手ー下調べ 中。(11月10日付)

→未 回 答

・建設工事発注者は何を為すべきか( 山本途哉)縦

. インテリアコーディネートの 100ポイ ン ト( 田T田

アカデミー著)

目処っきしだいご連絡いただける。(11月10日付)

→未 回 答

70 
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坑2

・f 二 問 無F艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイルのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の陰影、

タイノレ一 枚一枚がまるで、、意思をも っているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイル。

T O T Oエクステリアタイル
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シャッターヒジョンは、街に表情を与える

新しいコミュニケーションスペースですL

思 い通りの写 真や文 字 で、シャッターに表 情を与・える

シャッターピジ、ヨλ デッドスペースだった閉庖後のシャッ

ターを、事庁 しいコミュニケーションスペースに変えました。

簡単な改装工事 で、既設のシャッターにも取り付けOK。

図 柄 の 取替 えも手軽にで、きますから、イベントの演出など

にも効果的にご利用いただけます二

CD東洋シャッター株式会社

ロャ副ヨー巳コョコ 大阪市東区間替町1- 12 日本生命谷町 ピル TEL. 06 (943) 6571 

東 京都港区 六本木6- 3 第一地所麻布ビル TEL. 03 (479) 2911 

03379- 5  雑 誌

干540

〒106


